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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　飛行船はいくつかの気流に乗って西の海洋に出て大陸の南に戻もどるという、湾わん曲きよくした航路を四日、符ふ動どう機関のプロペラが大気を切る音にいい加か減げん辟へき易えきした頃ころに、ゆっくりとその巨きよ体たいを目的の地におろした。

「ん～あ～」

　空港を出るなり、ナギリは思い切りのびをした。狭せまい船室に押おし込こめられて鬱うつ屈くつしていたものをこれでもかとばかりに発散する。吸すい込んだ大気には熱と適てき度どな湿しつ気け、そして豊ほう潤じゆんな果物くだものの香かおりが混まざり合っていた。見れば、乗り合い馬車のすぐ近くに果実ジュースや、果物のパイを売る屋台がある。香こう辛しん料りようの強い香りも時々鼻を撫なでていく。石いし畳だたみの道を飾かざる街がい路ろ樹じゆがウォレントのものとは違ちがう。伸のびた葉が大きな日ひ陰かげをいくつも作っていた。土地の人は白色を好むのか、並ならび立つ建物のほとんどは白い石か、あるいは白く染そめられた建材ででき、通りを歩く人々の服ふく装そうも白を基き調ちようにしたものが多い。

「異い国こくだー！」

　周囲の人々の視し線せんなどどこ吹ふく風、ナギリは両手を広げて、天上から降ふり注ぐきつい陽光を受け止めた。

「ちょっとナギリさん！」

　空港から顔を真っ赤にしてセレンが飛び出す。今にも踊おどりださんばかりのナギリの肩かたに手をやり、なだめにかかる。

「落ち着いてくださいな」

「これが落ち着いていられますかって！　異国南国！　テルトアへようこそ～！」

「ああああああ……」

　羞しゆう恥ち心しんなど知らぬ顔で大声を上げるナギリだが、セレンは周囲の視線に負けて、めがねの向こうにある頰ほおを真っ赤に染める。

　その背はい後ごでは。

「お嬢じよう様さま、帽ぼう子しをおかぶりください。日焼けしてしまいます」

「わかってるわ。シィナ、ジュースでも買う？」

「……いらない」

　五人分の大荷物を軽々と担かついだイェンを引き連れ、レアナが帽子のつばを直しながら出てくる。妹のシィナは、親友のアリシアが急きゆう遽きよ予定変へん更こうで来れなくなったことをいまだに拗すねて頰ほおをふくらませていた。

　その事に姉は苦く笑しようし、浮うかれる親友二人を尻しり目めに、帽子越ごしにまぶしい陽光を見上げた。

「あいかわらず暑いわね」

　布ぬの地じ越しに熱が肌はだを貫つらぬいていく。決して不ふ快かいではない鮮せん烈れつな暑気に、レアナは瞳ひとみを細めた。

　目の前にある光景が以前来た時とどう違うのか、それをレアナは覚えていない。だが、この暑さだけは忘わすれようもない。

　まぶたをすり抜ぬけて紅あかい記き憶おくを呼よび起こさせる陽光、そして熱。

　レンドラントから南の大陸にある国家テルトア。

　レアナたちはこの地に足を下ろした。

「迎むかえが来たようです」

　物思いにふけっていたレアナは、イェンのその言葉で過か去こから現げん実じつに意い識しきを戻した。

「うっわ～」

　ナギリがまたも声を上げる。セレンも今回は開いた口がふさがらないといった様子で、やってくる黒くろ塗ぬりの符動車を見つめた。

　長い、通つう常じようの符動車よりもはるかに長い。ちょうど出発した、四頭だての乗り合い馬車よりも全長がある。四輪ではなく、六輪。後部にある二対ついのタイヤが長い胴どう体たいを支ささえていた。バーミリオン家の家か紋もんを立体化させたエンブレムを金色に輝かがやかせ、符動車はレアナたちの前に止まった。

　出てきた初老の運転手が、丁てい寧ねいにレアナたちに頭を下げる。

「ようこそテルトアの首都、カーニルへ。レアナお嬢様、シィナお嬢様、そしてご友人方」

「ご苦労様。お願いするわね」

　イェンを除のぞいた全員がぽかんとする中、レアナは運転手に笑えみを返す。イェンが荷物をトランクに収おさめる間に、運転手がドアを開けレアナたちを車内に招まねき入れる。

　そして出発。同じ符動車とは思えないほどの静かな発進に、ナギリたちは窓まどの向こうの光景が流れた事で、初めて動き出した事に気付いた。

「は～」

　ナギリが感かん嘆たんの息を吐はく。

「さすが世界有数のバーミリオン財ざい閥ばつ。冗じよう談だんみたいな車があるわね」

「そうですわね～。ふだんレアナさんが乗っておられるのと比くらべてもすごいですわ」

　セレンはレンドラントでは富ふ豪ごうの家の娘むすめであり、ナギリも母国アソビベに帰れば神み子ことして多くの人々の尊そん敬けいを集める立場にある。それでも、これほどの符動車は見たことがなかった。

　気き恥はずかしさにレアナは苦笑を浮かべる。

「それはそうよ。これは会長専せん用よう車しやだもの。わたしだって、そんなに乗っていないわ」

「会長はお嬢様方が着くのを、首を長くしてお待ちですよ」

　人の良さそうな運転手がそれとなく口を挟はさむ。レアナは黙だまってうなずき、窓から流れる光景を見つめた。




　話は十日前に遡さかのぼる。

　定期試験明けのニレダ記念女子学院は、長期休きゆう暇かに入る。

　多くの学生が試験結果に悲喜こもごもの中、レアナたちは比ひ較かく的平静に、貼はり出された試験結果を眺ながめていた。レアナとセレンは普ふ段だんから勉強を怠おこたらないし、ナギリも成せい績せきが悪ければ強きよう制せい帰国が待っているだけに試験には必死になる。

「そういえばさ、この休み、どうするの？」

　訊たずねてきたのはナギリだ。セレンの家に下宿しているナギリが彼女の予定を知らないはずがない。寝ね不ぶ足そくの赤い目はレアナに向けられていた。レアナは少し言いよどみ、それから口にした。

「お母様に呼ばれてテルトアへ行くわ」

　テルトアという言葉にナギリは過か敏びんに反はん応のうした。アソビベから留りゆう学がくしてきたナギリはウォレント以外の土地を知らない。しかもレンドラント以外の国、ナギリの好こう奇き心しんを刺し激げきするのに申し分のない単語だ。

「レアナ～ん、あたしたち、友達だよね～？」

「はいはい。別に友達を連れてきてはいけないなんて言われてないわよ。セレンも予定がなければ……」

「もちろん！　行きますわ！」

　甘あまえてくるナギリに、即そく答とうのセレン。

　レアナたちのテルトア行きは、このようにして決まった。







　アンコール～再さい発はつ症しよう～
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　戦いは激げき化かの一いつ途とをたどる。

　大地は裂さけ、山は溶とけ、空は赤く燃もえ上がる。海は乾かわき、屍し山ざん血けつ河がが新たな地図を描えがこうと、腐ふ臭しゆうに満ちたインクを大地に撒まき散らす。

　そんな惨さん状じようの一角に、イェン・シェンカーはいた。

　クリムゾン血まみれの異い名みようの如ごとく、全身を敵てきと自らの血でまだらに染そめ、周囲を埋うめ尽つくす敵を鋭するどい眼がん光こうで睥へい睨げいする。その手に握にぎられた剣けんは空を染める赤色光を跳はね散らし、腐臭とも相あい容いれない異臭を放つ敵に殺意の宿った切っ先を向ける。

《蛇タナトス》と呼よばれるその敵……

　完全なる世界の敵アークエネミー。

　未み孵ふ化かの世界を飲み干ほさんと、世界の外よりやってくる、我われらの害がい獣じゆう。

　三百六十度、周囲を埋め尽くす異形の《蛇タナトス》、イェンたちを飲み込み貪むさぼり尽くそうと巨きよ体たいをのたくらせるそれらにあるのは悪意でも、殺意でもない。ただひたすらに食しよく欲よくのみが世界を腹はらの奥おくに収めるべく《蛇タナトス》を突つき動かす。

　凶きよう悪あくな飢き餓が感が立ち塞ふさがるイェンを押し潰つぶそうとする。だが、イェンの気き迫はくは負けない。影かげすらも近ちか寄よらせない。

　つま先に影が触ふれた。

　刹せつ那な、イェンが反応する。《マキナ》によって生み出された剣は大気を両りよう断だんし、衝しよう撃げき波はを《蛇タナトス》に叩たたきつける。鼻っ柱を粉ふん砕さいされた《蛇タナトス》は衝撃にのけぞり、苦鳴の怒ど号ごうを天に迸ほとばしらせる。機を測はかっていた《蛇タナトス》たちはその威い力りよくと、衰おとろえる事のない気迫にたじろぎ、また囲いの輪を広げる。

　だがイェンとて、この状じよう態たいを無む限げんに続けることができるとは思っていない。血に汚よごれた表ひよう情じようの奥には濃こい疲ひ労ろうの色が漂ただよい、握り締しめる剣も限界に達しようとしている。次なる剣を生み出すタイミングと、ほんのわずかなロスタイムをしのぐ計算に、熱のこもった脳のうが理想的な答えをはじき出してくれない。

　そして……

「イェン」

　彼の背せにいる人物が、苦しげな吐と息いきを唇くちびるから零こぼす。

「喋しやべらないでください。すぐに脱だつ出しゆつしてみせます」

「無む茶ちやはよしなさい」

　言葉とともに吐はき出された後ろ襟えりを濡ぬらす感かん触しよくに、イェンは《蛇タナトス》を睨にらむ眼光はそのままに唇を嚙かんだ。いまこの世界にあふれかえり、嗅きゆう覚かくを麻ま痺ひさせる臭気成分の一つであるが、ここまでイェンを焦あせらせる事ができるものは、ただこれ一つしかない。

　主あるじの血。

　背はい後ごの主が死への階かい梯ていを確かく実じつに上のぼっていく足音──そんな幻げん聴ちようがイェンの心をさらに絶ぜつ体たい絶命の境きよう地ちに追いやる。

　血臭漂う言葉が頰ほおを撫なでる。首くび筋すじに当たる、主の頰の冷たさがイェンを追い詰つめていく。

「わたしを置いていきなさい」

「たとえ命令であろうとも、それが私にできると本当にお思いなのなら……あなたはひどい人だ」

　苦く笑しようが耳じ朶だを撫でた。

「そう。わたしはひどい人よ。知らなかった？」

「喋らないでください」

　イェンの願いを、主は聞かない。

「あなたをステューピッドし、わたしだけのものにした。ああ、イェン。あなたにはわからない。心を自ら縛しばり付けたあなたにはわからないでしょう」

　新たな血を吐き、つっかえながらも主は喋りつづける。イェンは気迫をさらに解とき放ち、冷れい徹てつさをかなぐり捨すて、鬼き面めんの形相で《蛇タナトス》たちを睨みつけた。だが、それが追い詰められた小動物の最後の足あ搔がきだという事を、《蛇タナトス》は理り解かいしているに違ちがいない。もはや近づこうともせず、しかし囲いを解くこともなく、獲え物ものが弱まるのを待っている。

　もはやここで、主とともに戦い尽くし死を撒まき尽くし果てるしかない。燃えたぎる血に冷水を浴びせるかのような考えが、イェンの奥底で持ち上がろうとした時、より冷たい言葉が主の口から漏もれる。

「だからわたしは、あなたが死ぬ事を許ゆるさない。死力を尽くすなど許さない。あなたは力の限かぎり戦い、そして力の限り生きなければいけない。わたしの言葉を覚えていて？　あなたはあの言葉を守らなければいけない」

　イェンの制止の叫さけびを、主は笑って拒きよ否ひした。

「さあ、わたしの最後の力を受け取りなさい。わたしはあなたの力となる」




　汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ。




　静かに、主は呟つぶやいた。

　その奇き跡せきが起こす現げん象しようを、イェンは受け入れたくはなかった。受け入れる事など許されるはずがない。イェンは我知らず吠ほえていた。

　戦って戦って戦って……血と熱と腐臭に肩かたまで浸つかって得た結果がこれなど、イェンは認みとめない。背中にのしかかる重みが失われていくなど認めない。主の面おも影かげが光の中に飲み込まれていくなど認めない。自分を生かすために、残っていた魂たましいの最後の一ひと欠かけらが使われるなど、認められるはずがない！

「ねえ、わたしの名を呼んで」

　主の最後の言葉が届とどく。聞こえた言葉を認める事もできず、イェンは敵てきがいる事すら忘わすれ、宙ちゆうに浮うく一いつ塊かいの物体を見つめた。見えている事すら認めたくはなかったが。

　そこにあるのは一ひと振ふりの剣けんだ。夜空を切りとって固めたかのような蒼そう闇あん色の剣身は、光を星の瞬またたきのように弾はじく。

　跳はね散らされる星の光に誘さそわれて、イェンは柄つかを握にぎった。大地に埋まい没ぼつしてしまいそうな重さは夜殻素材マテリアルナイトの証あかし、世界の子し宮きゆうの重さだ。そして主の命の重さだ。

『もしかしたらあなたこそが、この世界の母なのかもしれないわね』

　不意にめまいに襲おそわれた。かつて、主が戯たわむれに言った言葉が脳のう裏りを横切っていく。

「そんな事はどうだって良い」

　精せい神しん的な揺ゆらぎを追い払はらい、イェンは歯をきしませて剣を摑つかんだ。《蛇タナトス》たちが好機と読み、囲みを怒ど濤とうの勢いきおいで狭せばめる。イェンは剣を持ち上げ、全身に《マキナ》を展てん開かいさせた。

「フォルストー！　私は！」

　主の名を叫び、イェンは《蛇タナトス》へと切り込こんでいく。




　この日、レスフォールと《蛇タナトス》との戦いは終わりを告げた。

　レスフォールは主だった者たちを率ひきい、世界の外がい殻かく上に退たい避ひした《蛇タナトス》を追って、この世界を去る。

　イェン・シェンカーは大地に封ふう印いんされ、永い眠ねむりにつく。

　フォルストーの遺い伝でん子しはこの世界に残され、長い時を経へて人類の中に根付く。




　世界は《蛇タナトス》という名の病から快かい癒ゆし、孵ふ化かの時まで静せい穏おんのぬくもりに埋没する。




「イェン」

　呼よびかけられ、バーミリオン家の執しつ事じ、イェンはまぶたを開けた。目の前に座すわるレアナ主が小首を傾かしげるようにしてイェンを見ていた。レアナの窓まど側がわの隣となりにはいまだにむっつりとしたシィナが景色を眺ながめていた。その反対側ではレアナの親友たちがこれから始まる南国テルトアでの休きゆう暇かの予定を楽しげに話している。

「どうかした？」

「いえ……少し思い出した事がありまして」

　イェンは不意に襲った記き憶おくの再さい生せい、その余よ韻いんを振り払った。なぜ今こんな事を思い出したのか、自分でもよくわからない。主が過か去こに想おもいをはせてしまうがために、その想いが契けい約やくの《マキナ》を通して、自分にも影えい響きようを与あたえたのかもしれない。

「良き休暇であればよいですね」

　いきなりのイェンの言葉にレアナは少し戸と惑まどった様子だったが、すぐに表ひよう情じようを和やわらげて頷うなずいた。

「そうね」

　はっきりと微笑ほほえむと、レアナはむくれっ放しのシィナに手を伸のばす。じゃれあう姉し妹まいにイェンも表情を緩ゆるめると、景色に目を向ける。きつい陽光に照らし出されるカーニルの白い街まち並なみ、行ゆき交かう人々……活気に溢あふれた今という時代を見る。

（戦いは終わった）

　頭の中でイェンは呟いた。この時を待ち望んだ者がいて、この時を精せい一いつ杯ぱいに生きる者がいる。その繫つながりの中にイェン・シェンカーはいる。

　これでいいのだと、イェンは繰くり返し呟いた。




　　　　†




　符ふ動どう車しやはそれほど長く走る事もなく、カーニルのとある敷しき地ちへと入っていった。

「あれ？　ホテルじゃないの？」

　首をかしげたナギリに、笑いかけたのはセレンだ。

「バーミリオン家は世界中に別べつ荘そうをもっているという話ですもの。ここは財ざい閥ばつの私有地でしょう？」

「はあ？」

「私有地というよりも、テルトアでのお母様の仕事場よ。わたしも来た事ないから良くは知らないけれど」

　レアナの言葉に、ナギリはやれやれと首を振った。完全にあきれ返っている。

「なんかもう……金持ちっていうよりは無む駄だの塊かたまりね」

「お金持ちはよりたくさんの人を雇やとわないといけないそうよ。貯ためるよりも使うべし。毎回ホテルに泊とまるよりは、こうして別べつ宅たくを持っていたほうが管理に人を費ついやせるでしょう？」

「そんなもんなのかねぇ？　貧びん乏ぼう人にんにはわかんないわ」

　符動車は湖の側そばを抜ぬけ、屋敷へとたどり着いた。ウォレントの実家ほど大きくはない。木材をふんだんに使い、屋内へ風を通す事を重じゆう視しした造つくりだ。

　正面玄げん関かんの前には何台かの符動車が止まり、慌あわただしく人が出入りしている。書類を抱かかえて飛び出してきた壮そう年ねんの男だん性せいを符動車が受け入れ、レアナたちの横を蒸じよう気きを上げて駆かけ抜けて行った。

「あいかわらず、忙いそがしそうね」

　車から降おりたレアナは荷物をイェンに任まかせ、シィナたちを連れて屋敷へと入る。

　出で迎むかえは強きよう烈れつな怒ど声せいだった。

「なんでそういう決けつ断だんになるの!?」

　雷らい鳴めいのごとき声に、レアナを除のぞいた三人が思わず肩かたをすくませる。特にナギリの反はん応のうが面おも白しろい。悪戯いたずらを見つかった子こ供どものように硬こう直ちよくして動けなくなった。

「レ、レアナさん？」

　来てはいけない場所に来たのかもしれない。そんな不安を乗せたセレンの声に、レアナは大だい丈じよう夫ぶと笑みを浮かべた。

「怒ど鳴なり癖ぐせはお祖じ父い様さま譲ゆずりよ」

　それでも不安がっているシィナの背せ中なかを押おし、レアナは声の聞こえたリビングへ向かった。

「アードニー農園が今年は不作？　農作物が毎年豊ほう作さくなら、はるか昔から農民が苦労する歴史なんてないわよ！　デウ金きん鉱こうにしてもそう！　物が無む限げんにあるわけない。ないから流通させて儲もうけるのがうちの商売でしょうが！　どうせなくなるんならなくなった後の事も考えるのが当然でしょう。新しん規き事業立ち上げの計画書を、なんで私が待たなければいけない！」

　一人の女王に無数の家臣──まさしくそういう図がそこにあった。

　レアナから幼おさなさを抜き取り、鋭するどさと身長を加えればこうなるのだろうか？　豊ゆたかな黄金の髪かみを豪ごう奢しやに膨ふくらませ、薄うすいシャツを大きな胸むねが内側から押し上げている。へそを出しているところがはしたないとレアナは思う。指に挟はさんだシガレロ細巻き葉巻はせわしなく揺ゆれ、ピンヒールが床ゆかを叩たたくごとに周りでうな垂だれる部下たち──おそらくテルトア支し社しやの重役たち──の背中が震ふるえる。
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　ルシア・バーミリオン。レアナの母にしてバーミリオン財閥の会長は年ねん齢れい不ふ詳しようの美び貌ぼうを怒いかりに輝かがやかせ、揃そろって頭を上げられない部下たちを睨にらみつけていた。煮にえたぎった状じよう態たいのまま固体化したような空気には、さすがにレアナも少し躊ちゆう躇ちよした。

　しかし、すぐに気を取り直す。仕事の邪じや魔まをする気はないが、まさか挨あい拶さつしないわけにもいかない。

「お母様」

　ルシアは「ん？」という感じに言葉を止めると、レアナたちを見た。頰ほおの当たりがかすかに痙けい攣れんしたのを確たしかめると、レアナは優ゆう雅がな作り笑いを浮うかべ、挨拶する。シィナも慌あわててその後に続いた。

「ただいままいりました。こちらの二人が学院の友人で、セレンさんにナギリさん。とてもよくしてもらってますの」

　ぎこちなく頭を下げる二人に、ルシアは無言で頷く。口調もそっけない。

「部屋で待っていなさい。後から行くわ」

「はい」

　素す直なおに従したがい、レアナはシィナたちを促うながしてリビングから離はなれた。怒声が再さい開かいされる。すぐに中年のメイドがやってきて、部屋へと案内してくれた。

　イェンとメイドがそれぞれの部屋に荷物を運び、一息つくと二階のベランダに集まった。

「ふわ～」

　到とう着ちやくしてから感かん嘆たんしてばかりのナギリは、ずるずると籘とう椅い子すに沈しずみ込んだ。

「おっかな～」

「ナギリさん！」

　思った事をすぐ口にするナギリに、セレンが慌てて止め、レアナの様子を窺うかがう。レアナはやはり苦く笑しようを浮うかべ、シィナを見た。シィナは難むずかしい顔をして、メイドが運んできてくれた果実ジュースを飲んでいる。

「いつもあんなにおっかないの？　レアナのお母さんて」

「そうね、仕事ではあんなものではないかしら？」

「私も奥おく様さまの仕事を見学した事は数度しかありませんので」

　後ろに控ひかえていたイェンも、曖あい昧まいに答える。

「もしかして私たち、お仕事の邪魔になるのでは……」

　セレンのこの言葉はナギリをげんなりさせた。思う存ぞん分ぶん遊ぶつもりで来たのに、レアナの母親に気を使わないといけないと考えるのが嫌いやなのだ。本来のナギリなら、他人など関係なしに楽しもうとするのだろうが、財界の女じよ帝ていの迫はく力りよくに飲まれてしまったようだ。

「おや、帰られるようですね」

　ベランダの下で、テルトア支社の重役たちが出ていくのが見える。ふだんはそれなりに威い厳げんのある一ひと角かどの人物なのかもしれないが、ルシアの前ではそんな威厳は何の役にも立たなかったようだ。まるで押し込みに失敗した泥どろ棒ぼうのようにこけつまろびつ車に乗り込み、去っていく。

　その後で、ピンヒールが床を打つ音が近づいてきた。カツカツと規き則そく的に鳴る音にセレンたちが息を吞のむ。やってきたルシアは重役たちを平へい伏ふくさせる鋭い視線をレアナたちに向けたまま、遅ち滞たいなくベランダへとやってくる。磨みがき上げられた繊せん手しゆが籘椅子から立ちあがろうとしたレアナに伸のびる。

　誰だれかが、緊きん張ちようで喉のどを鳴らした。

「きゃ～ん、レアナちゃん。お久ひさしぶり～。ママ寂さびしかったの～」

　皆みなが啞あ然ぜんとする中、ルシアはいきなり女帝の顔を蕩とろかしてレアナに頰ずりした。部下の前で我が慢まんした甘あまい顔をここぞとばかりに発はつ露ろさせたのだ。そのギャップにナギリやセレンが驚おどろくのは無理もない。

　ひとしきりレアナを抱だきしめて満足したルシアの次なる獲え物ものは……

「シィナちゃ～ん」

　こっそり逃にげようとしていたシィナは、ルシアの猫ねこ撫なで声で全身を震わせ走り出す。だが、足の長さが違ちがう。あっという間にルシアに背中から抱き着かれ、グリグリされてしまった。

　シィナとルシアが会うのはこれが二度目だ。ジオストックの事件の後、運良くレンドラント国内にいたルシアを捕つかまえて、シィナを養女にするよう頼たのんだのだが。

「きゃ～かわいい！　いいの？　いいの!?　こんな可愛かわいい子のママになってもいいの？　ママもう一人ほしかったの。ああ、産む苦労しなくていいなんて……」

　そう言って三日間、シィナはルシアの仕事先に連れまわされ、女帝と馬ば鹿か親おやという二面性せいをたっぷりと見せ付けられている。レアナが無理やり引き離さなければ、ウォレントに帰れたのは一体いつになったのやら……

「あら、ごめんなさいね」

　満足するまでシィナをかいぐりし尽つくすと、ルシアはぐったりしたシィナを抱きしめたまま籘椅子に座すわった。いまだに衝しよう撃げきから抜ぬけきれない二人は呆ぼう然ぜんとルシアを見ている。

「まあ、のんびりとしてちょうだい。観光に行きたかったらうちの者に言ってすぐ車を出させるし、泳ぎたければ庭の湖もあるし、少し離れてるけど海もあるわよ。水着は用意した？　してないなら可愛いのを売ってる店を知ってるから、後で連れていってあげる」

　氷の鋭さが抜けきったルシアは、気の良いお姉さんという風ふ情ぜいで話しかけてくる。

「テルトアここはとにかくフルーツが豊ほう富ふだから、夕食は楽しみにしていて。それに三日後には感かん謝しや祭さいもあるわよ」

「えっ、お祭り」

　乗ってきたのはナギリだ。話のわかる人だと感じればナギリの本ほん領りようはいかんなく発はつ揮きされる。目を輝かせるナギリに同類の匂においを感じたのか、ルシアも楽しげに笑った。セレンもようやくルシアに慣なれてきたのだろう。シィナを抱きしめる彼女を少しうらやましげに眺ながめていた。

「すごいわよ～、この日のためにアソビベの花火職しよく人にんを招しよう待たいしているし、ここの人たちはノリがいいから朝まで大おお騒さわぎ」

　ルシアの話にナギリは手を叩たたいて喜んだ。アソビベ人の彼女は故こ郷きようの花火がどれだけ優すぐれているかを語り、セレンの期待を高めていく。

　レアナはそんな彼女たちを静かな笑えみで見つめていた。




　　　　†




　休きゆう暇かが始まった。

　のんびりとかゆっくりとかいう言葉とはまるで無む縁えんなナギリに急せかされ、レアナたちはさっそくルシアの案内で店に行き、水着を買う。レアナたちが無ぶ難なんなワンピースにするのに対して、ナギリはルシアと同じビキニに挑ちよう戦せんする。

「レアナちゃんもこれにすればいいのに」

　最さい低てい限げんしか隠かくさないビキニを押し付けられ、レアナははっきりと拒きよ絶ぜつした。肌はだを見せるのも嫌だが、レアナにはそれ以上に契けい約やくの《マキナ》を見られたくないという想おもいもある。

　それをこっそりと母に告げると。

「え～、ママあれ好きよ。カッコイイじゃない。ママもタトゥー彫ほろうかしら？」

「やめて」

　その日はそのまま湖で夕食の時間まで水遊びに興きようじた。夕食にはフルーツをたっぷりと使った料理が出され、セレンを喜ばせる。

　次の日には海に出かけた。符ふ動どう機関を使った高速船でのクルージングに、さらに水上スキーまで楽しむ。底まで覗のぞける透すき通ったテルトアの海に潜もぐり、さんご礁しようの輝かがやきを心行くまで堪たん能のうした。

　気が付くと空を見つめていた。

　昼食の後だ。新しん鮮せんな海産物と、多種にわたる香こう辛しん料りようを使った料理に舌した鼓つづみを打ち、船の上でそれぞれ、のんびりと体を休めていた。

「どうかした？」

　釣つり竿ざおを抱かかえたナギリにそう言われるまで、レアナは空を見つめている事さえ忘れていた。現実と意識が遊ゆう離りし、波にあわせて船が揺ゆれる感覚だけがレアナをとらえていた。

「え？　ああ……少し疲つかれたのかしら？」

「なら、ちゃんと昼寝しなって。ぼけーっと突っ立ってさ、きしょい」

　ナギリの他は全員、船室でなにかのゲームをしているようだった。コックを務つとめたイェンは船内のキッチンで後片付けをしているらしく、デッキにはいない。

「そうね。そうしようかしら」

　ぼんやりとうなずくレアナをナギリは眉まゆ根ねを寄せて見つめたが、「変なの」と呟つぶやくと、釣竿を引っさげて船せん尾びへと移動した。どうやら休きゆう憩けいの間に釣りに挑ちよう戦せんするらしい。

　船室からセレンの悲鳴が聞こえてきた。何のゲームをしているのか知らないが、きっと大負けしたのだろう。レアナは再び空に目を向けた。
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　なにか、とても強い力に引っ張られるような……そんな感覚がレアナの意識を空へ向けさせて、離れさせない。体全体がうずく。全身が心しん臓ぞうにでもなったかのように、鼓こ動どうのような一定のリズムがレアナの意識を突き上げ、再び現実との間に距離を作っていく。空を支配する鮮せん烈れつな青と肌はだを焼く陽光とは相あい反はんした闇やみと冷たさが、レアナの内側に巣す食おうとしていた。

　こんなにも美しく平和な光景なのに、レアナはそれを素直に受け止められない。よくできた風景画を見ているような気分だ。画布を剝はぎ取った向こうにはとんでもないものが潜ひそんでいるような……そんな気分にさせる。

「考えすぎよ」

　一人呟く。ここがテルトアだから、そんな事を思うのだ。

　そう言い聞かせているのに、首の筋きん肉にくは、目は、空から視線を外す事を拒きよ否ひしている。背を向けた瞬間に襲いかかられると、体が訴うつたえている。縛しばり付ける。指一本、動かせない。

　どれぐらいそうしていたのだろう？

「お嬢様」

　呪じゆ縛ばくを解いたのは、イェンの一言だった。固まった筋肉と神経が、解放に追いつけなかった。倒たおれそうになったのをイェンの腕うでが支えてくれた。肌に当たる陽光は熱いのに、体の芯しんが冷えていた。粘ねばつく汗あせが全身を濡ぬらしている。

「大丈夫ですか？」

「ええ……」

　頷うなずき、イェンの顔を見て、レアナは作りかけた安あん堵どの表情を凍こおらせた。

　イェンもまた、空を見上げていた。その視線は獣けものの威い嚇かくのように、鋭するどかった。

「ようっし、そろそろ泳ごうかー！」

　船尾からナギリの声がした。それが二度目の呪縛を解いた。ナギリがやってくる気配に、レアナはイェンから離れる。イェンも何事もなかったかのように普段の表情に戻っていた。

「素す潜もぐり大会でゴー！」

『いいえ、あたしは決して釣れない事に腹を立てているわけじゃありませんよ』という負けず嫌ぎらいな顔をして乾かわいた声を出すナギリの提てい案あんに、レアナは乗った。

「いいわね」

　体中に感じる嫌な汗の感かん触しよくを流し去りたくて、レアナは真っ先に海に飛び込んだ。

　三度行われた素潜り大会を三度ともシィナが勝利したところで太陽が水平線に近づいてきて、引き上げる事になった。




　テルトアに来た以上、絶対に逃げられない場所がレアナにはあった。

「ちょっと、ここでおろしてもらえる？」

　レアナがそう呟つぶやいたのは、符動車がカーニルの中心部へ入ってすぐの事だった。レアナの言葉で符動車は道の端はしに静かに車体を寄よせる。車内には水遊びの後のだるい空気が漂ただよっていた。

「レアナさん、なにかご用ですか？」

　眠ねむりこけたナギリに寄りかかられて思うように動けないセレンが訊たずねる。レアナは曖あい昧まいに笑って答えず、一いつ緒しよに降おりようとしたシィナも止めた。

「先に戻もどっていて、すぐに帰るから。イェン、あなたも」

　当たり前のように立ちあがるイェンも止め、レアナは車を降りた。

　符動車が走り出すのを確たしかめると、レアナは通りがかりの人に道を訊ね、目的地へと歩き出す。途と中ちゆうで見つけた店で花束を買う。絶たえ間ない陽光の中で育った南国の花は、目に眩まばゆい原色を咲さき誇ほこらせ、濃こい匂いがレアナの周囲を漂う。

　通りを何度か折れ曲がりたどり着いた先は、大きな公園だった。茜あかね色いろに染そまる公園で子こ供どもたちが球遊びをし、ベンチには老人が腰こし掛かけている。犬が寂さびしげに鼻を地面に押し付けていた。奥おくの方が木々に遮さえぎられてここからでは良く見えない。案内を見ると、目的地はそこだった。

　木々の先には大きな石せき碑ひがあった。アルリオス教の聖せい印いんが刻きざまれ、その下には無数の名前が彫ほられている。石碑の真ん中あたりにこう書かれていた。

『レッグモールの悲ひ劇げきを忘わすれてはいけない』

　国同士の諍いさかいの愚おろかさと悲ひ惨さんさについての警けい告こくなのだろうが、それはまるで、レアナ個こ人じんに向けられた言葉のように思えた。石碑の前には花束などのお供そなえが置かれている。レアナもそこに花束を置き、膝ひざを付いて祈いのった。

　石碑の向こうにはレッグモールと呼よばれる大通りがある。

　子供の頃ころ、祖そ父ふとともに訪おとずれたこの地で、レアナはテルトアの過か激げき派はに襲おそわれた事がある。恐きよう怖ふに怯おびえたレアナを守るため、イェンはその場にいた全すべてのドラグ・ヘッドと敵てき兵へいを滅ほろぼした。その戦いの余よ波はが、レッグモールを火の海に沈しずめたのだ。

　子供一人の平和など、大きな力の流れの中では荒あれ海の中の小船程てい度どのものでしかないと思い知らされた瞬しゆん間かん。

　ここは思い出の地だ。決して素す晴ばらしい思い出ではないが。

　イェンがドラグ・ヘッドであるという事を強ごう引いんに認にん識しきさせられた場所。

　テルトアに呼ばれた時から、ここに来なくてはならないと思っていた。あの日の悪あく夢むが眠ねむりの中で再さい現げんされることはもうないが、今のレアナがあるのはこの事じ件けんがあったからだ。忘れる事などできない。

「あの日から、レアナはわがままを言わなくなったのよね」

　顔を上げたと同時に声をかけられても、レアナは驚おどろかなかった。それ以前にピンヒールの足音が聞こえていたからだ。

「お母様にはじめて怒おこられたのも、これが原げん因いんだったわ」

　振ふり返ると、ルシアは感かん慨がい深ぶかい顔をして石碑を見上げていた。

　ショックを受けて帰国したレアナはしばらく部屋から出られなくなった。数日後にベッドから出たレアナは、ルシアにレッグモールの人たちになにかできないかと言った。うちはお金持ちなのだから、不幸な人たちに施ほどこしができるのではないかと言ったのだ。

　返事は平手打ちだった。驚いたレアナに向けられたのは女じよ帝ていの烈れつ火かの瞳ひとみだ。

「子供が金にあかせてなにかをしてやる？」

　もちろん、バーミリオン家からは復ふつ興こうと救きゆう済さいのための寄き付ふはすでに送っていた。だが、ルシアが問題にしているのはレアナが持ち始めていた価か値ち観だ。持てる者が持たざる者に施す。場合によるが間ま違ちがった考えではない。だが、子供が当たり前にそれを口にするのは危き険けんな事だ。子供は生まれた環かん境きよう以外には可か能のう性せいしか持っていない。自分自身で育てたものではない何かにすがるようになった時、持って生まれた可能性を潰つぶすだけでなく、人間性が狭きよう隘あいになる恐おそれがある。レアナはいずれバーミリオン財ざい閥ばつを支ささえる人々の頂ちよう点てんに立つ事になる。偏へん狭きような性せい格かくの頂点を持つのは組そ織しきの不幸だ。

　そしてそれ以上に、ルシアはプライドしか持たない人間が大だい嫌きらいだった。

「あの親おや父じが慌あわてるぐらい叱しかったもんね……レアナちゃんたらまたしばらく部屋から出てこなくなるし。もう口もきいてくれないかと思ったわ」

「わたしにできる事を考えてたの」

「それで符ふ術じゆつ？」

「そうよ。イェンにドラグ・ヘッドがどんなものか聞いて、決めたの。自分が強くなれば、自分で危険から切りぬけられるようになれば、イェンがあんな事する必要がないし、あんな事ももう起こらないって思ったの」

　子供の頃を思い出し、レアナはかすかに笑った。笑った後にため息がこぼれる。

「でも、思う通りになったって、まったく思えない」

　シィナを救うための事件ではジオストックの街が火の海に沈んだ。自分がもっとうまくできていれば……そう思いたいが、思う事すら許ゆるしてもらえそうにない。この間の《卵オヴン》を巡めぐる事件にしてもそうだ。《御み使つかい》を相手に、レアナの符術が役に立ったとは思えない。

　イェンとシィナがいなければ、レアナは死んでいたかもしれない。

　レアナの符術が未み熟じゆくだという事もあるだろう。だが、それ以上に強大な力の存そん在ざいがレアナの小さな努力をあざ笑っている、そんな風にも感じてしまうのだ。

「イェンに頼たよるのは嫌い？」

　唐とう突とつな問いに、レアナは目を丸くし、それから首を振った。

「嫌い……じゃないけど」

「ドラグ・ヘッドのイェンに頼るのは嫌いやなんだ？」

　赤くなる頰ほおを見られないように、レアナは黙だまって頷うなずいた。

「でも、気がついたらイェンはドラグ・ヘッドなんだって思ってる。そう思って、命令した事だってあるわ」

「人間は手が二本、足が二本、頭は一つ。減へらせても増ふやせはしない。魚ほどには泳げないし、鳥のように自力で空も飛べない。才能以上に、人間という型が限げん界かいを強しいる。レアナちゃん、あなたがしたいと思っている事は人間を超こえるという事よ。戦いという限定された枠わくの中で、人がドラグ・ヘッドを超える事なんてできない。あれはそういう生き物だから。命令される事を嫌だと思っているとは思えないわね」

「……うん」

　母に言われるまでもなく、レアナにだってわかっている。

「レッグモールをレアナちゃんが気に病やむ必要はない。あなたはただ巻まき込まれただけ……ううん、そうじゃない。賢かしこい子だからそんな事はとうの昔に気付いているのでしょう？　だから、軍部からの誘さそいだって断ことわってる。自分じゃなく、イェンが戦争をするのが嫌なのでしょう？」

　その言葉にレアナは表ひよう情じようを曇くもらせた。やはり、と思ったのだ。

「戦争が、始まるの？」

「そう。エルブリアからリィエンシーに物ぶつ資しがかなり流れ込んでいるわね。北部国こつ境きようの緊きん張ちようは、そう時間を置かずに火がつくわ。そうなったら、親父だって勝つために、あなたを当てにしなくてはいけなくなるかもしれない。私人である前に、公人ですものね。大だい統とう領りようなんてさっさと辞やめれば良かったのに。引いん退たいしたらボケるとでも思ってるのかしら？」

　冗じよう談だんめかしたルシアの言葉に、レアナは笑えなかった。

「だから、わたしをこっちに呼んだんだ」

　レンドラント国内にいれば、議院や軍部の強きよう硬こう派はがどんな無理を押おし通してくるかわからない。それを警けい戒かいして、レアナを国外に出したのだ。

「イェンたちは……自分たちでなにも決められない。戦わせてるのは、わたしたちなのよ」

「そうね。汚きたならしい人間の下げ劣れつな欲よくがドラグ・ヘッドを戦わせている。彼らが何のために生まれてきたのかは知らないし、レスフォールの時代になにがあったのかも知らないけれど……主あるじにもなれない人間が、彼らに戦いを強いるのはおかしな話だわ。そして、主がいないのが、彼らの不幸。そういう意味では、イェンは幸福なのではなくて？」

「違う」

　レアナは頭かぶりを振った。漠ばく然ぜんとしかわからないが、レアナはレスフォールがなにと戦っていたのか知っている。シィナの事じ件けんの時に見た幻像ビジヨンがそれを教えてくれた。あれは人間ではなかった。この世界のものなのかどうかもわからない。そんなものとイェンたちは戦っていたのだ。決して人間同士の諍いさかいのためにではない。

「どんな生き物だって、同族同士で殺し合うためになんて生まれてこない。それに……イェンがわたしを主と言ってくれるのは、わたしにレスフォールの血が混まじっているからで……」

「やれやれ……」

　ルシアは苦く笑しよう交じりに頭を振った。

「レスフォールの血ね。そんなものがあるなんて初めて聞いたけど、そう考えればドラグ・ヘッドの主になれる人間が少ないのは納なつ得とくできるわね。でも、それだけでイェンはレアナちゃんを主に選んだのかしら？」

「え？」

「だってそうでしょう？　それだったら、他ほかにもレアナちゃんを主にしたいってドラグ・ヘッドがたくさんいたっておかしくないじゃない？　レンドラントにはたくさんドラグ・ヘッドがいるのだし。でも、そんな事を言ってきたのはイェンと、シィナちゃんだけ」

　黙り込むレアナに、ルシアはさらに言葉を重ねる。

「レスフォールの血はただのきっかけ。必要最低条じよう件けんってだけでしょう？　イェンはレアナちゃんを選んだ。これは自信をもって良いんじゃないかしら？」

　ルシアの言葉で顔が熱くなってきた。きっと、レアナの顔は夕焼け以外の理由で紅あかくなっているに違ちがいない。そう思うと恥はずかしくてレアナは顔をふせた。そんなレアナの頭をルシアが撫なでる。

　しかしそのうち、ルシアが湿しめった声を出した。

「うう……こうやって娘むすめが人の物になるのね。ママ、哀かなしい」

「なっ！」

　いきなり首にしがみ付いて泣き始める母に、レアナは狼ろう狽ばいした。

「なに言ってるの!?　お母様！」

「ママ、おばあちゃんになっちゃうのね～」

　なんだかもう、いろんなものを飛び越こした発言にレアナは呆ぼう然ぜんとなるしかない。母はおいおいと泣き、公園に残っていた人たちが何事かと見つめる。レアナは顔を真っ赤にしてなにも言えなかった。

　結局、イェンが迎むかえに来るまでこれが続くのだが、隠かくれて聞いていたと思われたイェンはレアナにしたたかに乗馬鞭むちで叩たたかれた。




　そんな母も次の日にはテルトアを後にした。世界を股またにかけるバーミリオン財ざい閥ばつの会長は娘たちとの別れに意外に未練たらしい素そ振ぶりを見せず、女じよ帝ていの雰ふん囲い気きを装よそおい颯さつ爽そうと去っていった。

　そんな母の後ろ姿すがたをレアナは黙だまって見守った。幼おさない頃ころから屋や敷しきを出ていく母の後ろ姿を見て育ったレアナは、そこに最も強い憧あこがれを抱いだく。離はなれていく寂さびしさもあるが、レアナはその瞬しゆん間かんにこそ、母の強さを感じる事ができるからだ。




　　　　†




　蠢うごめくモノがそこにいた。果てのない闇の底から這はい上がるように、束そく縛ばくのない空間で踊おどるように……膨ぼう大だいな体積を誇ほこる体たい軀くをくねらせて、漠ばくと広がる空間の中で小さく、蒼あおく輝く一点を目指していた。

　そしてその二つの間に阻はばむ存在がある。

　長大な船のような形をしたものが数万、網あみの目のように縦じゆう横おうに広がり、迫せまるモノを受け止める形で展開している。だが、その網にも捕とらえきれないほど、巨大で膨大だった。

　光こう条じようが一いつ斉せいに放たれた。

　数万の光の槍やりはそのモノめがけて投じられ、灼しやく熱ねつの牙きばはモノの表層を削けずっていく。空気のない空間そのものをたわめる波動が辺あたりに放射され、船を揺ゆさぶった。モノの上げる咆ほう哮こうだ。

　二つの存在は世紀をまたいで争っていた。モノは蒼く光る存在を目指し、数万の艦かん隊たいはそれを阻はばむ。迫せまる巨体を光条で焼き、焼かれたモノは再び距離を離す。単純ともとれる作業を延えん々えんと繰くり返していた。

　今日もまた、それと同じ日々がやってくると思われた。

　だが、違った。

　モノは自らの巨体を貫つらぬく光条をものともせず、距離を詰つめた。光の刃やいばは巨体を焼き、切り裂く。分かたれた体軀は別々に宙ちゆうをのたくり、蒼き存在を目指した。

　永き時の中で最も激しい戦いがこの瞬しゆん間かん、幕まくを開けた。

　真闇の世界に白い光が広がる。




　　　　†




　感かん謝しや祭さいが始まった。

　テルトア旧きゆう来らいの神への特別な祭さい儀ぎがもとらしいのだが、細かい事はレアナたちにはどうだっていい。

　花火の天てん敵てきは雨と曇くもりと星散光現げん象しようだ。幸いにも晴天に恵めぐまれ、星散光も夕ゆう暮ぐれ後の一時のみですぐに収おさまった。月光の作り出す蒼そう闇あんの中に多色の花が散り、消えていく。花火かいおんの快かい音おんは地上から空を見上げる人々の活気を後押しし、歓かん声せいがカーニルを覆おおった。

　パレードが通りを練り歩く、肌はだを露あらわにした女じよ性せいたちが極ごく彩さい色しきの鳥の羽で派は手でに身を飾かざり、屈くつ強きような男や、洒落しやれた服ふく装そうの男たちがけたたましい楽がく団だんとともに踊おどっている。屋台が並ならび、大きな酒しゆ盃はいがあちこちで打ち合わされる。夜の外出を許ゆるされた子こ供どもたちが手品や軽かる業わざに喝かつ采さいを上げ、お菓か子しに齧かじり付く。

　雑ざつ多たな喧けん騒そうを花火が彩いろどっていく。

「うわぁ……」

　パレードに加わったカップルたちが情じよう熱ねつ的なダンスを踊る。顔を真っ赤にしながら、セレンが食い入るようにそれを眺ながめていた。ナギリはといえば色気よりも食い気。屋台めぐりに熱中しているうちにレアナたちから離れていた。シィナは凍こおらせた果物くだものに一所懸けん命めいスプーンを立てながら、花火を眺めている。

　異い国こくの祭りに、三人が三人ともそれぞれに楽しんでいるようで、レアナも嬉しかった。

　レアナにとってもこの祭りは新しん鮮せんさに満ちていた。

　この祭りだけでなく、それ以前の日々にしてもそうだ。

　レアナにとって、ここは惨さん劇げきというイメージしかなかった。南の楽園と呼よばれているのを知らなかったわけではない。だが、レアナにとってテルトアという国は、レッグモール事件の場所でしかなかった。レアナの一言によって多くの人々が死んだ場所というイメージが強い。

　だが、レアナの想おもいはやはり個こ人じんのものでしかない。ここには大おお勢ぜいの人が住み、生きている。過か去この傷きずにとらわれたままのはずがない。

　強く生きている。

　それが、レアナには嬉しかったし、救われた気分になる。

　目をやれば、イェンが少し離れた場所でパレードを眺めていた。頑かたくなに執しつ事じの格かつ好こうを守るイェンの姿は周囲から浮ういているのだが、当人は興きよう味み深げに眺める人たちの視し線せんを気にした様子はまったくない。

「踊らにゃいのきゃい？」

「ひゃう！」

　耳元にいきなり熱い息を吹ふきかけられ、レアナはビクンと跳はねあがった。

「ナギリ！」

「にゃははは！」

　顔を真っ赤にしたナギリがいた。手に持ったカップに入っているのは……

「ナギリさん！　それ」

「お・しゃ・け♪」

　陽気に笑うとカップの中身を一気にあおる。セレンが悲鳴を上げた。

「お酒は成人になってからです！」

　カップを取り上げてみたものの、中身はすでに空。髪かみを逆さか立だてるセレンを放ほうって、ナギリはレアナに絡からんでくる。

「イェンと踊らにゃいでいいのかにゃ？」

「な、な、な……なんでわたしが」

「おやおや～、そんな事言ってていいのかにゃ～。人生は一度しかにゃいんだから、しにゃいで後こう悔かいするにゃんてかっこわるいにゃん」

「こ、後悔なんてしないわよ！」

　おかしな言語を使い出したナギリを無視して、レアナはそっぽをむく。ナギリはそのふくれっつらをしばらく観察すると、今度はイェンの前に移い動どうした。

「おい、執事～」

「はい？」

「レアナと踊るにゃん」

「は？」

　眉まゆを寄よせたイェンは、レアナと眼がん前ぜんで踊る人々を見み比くらべた。テルトアのダンスは足を絡ませ、腰こしをすり合わせるようにする。レンドラントなどの夜会で行われる踊りとはまったく異ことなっている。

「お嬢じよう様さまがあの踊りをご存ぞん知じだとは思えませんが」

「おみゃえも踊れにゃいのきゃ？」

「いえ、基き本ほんパターンが単たん純じゆんですので、すでに覚えましたが……」

「じゃあ、問題にゃいにゃん」

　踊れ踊れとナギリははやし立てるが、イェンは口に手を当てて難むずかしい顔をした。向こうではレアナがそっぽを向いたままで、セレンはなぜかすさまじい敵意のこもった視線を向け、カップを持った手をぶるぶる震ふるわせている。

　それらを鑑かんがみて、イェンがどのような計算を行ったのかは不明だが。

「やめておきましょう」

「なんでにゃ～！」

　視線をパレードに戻もどしたイェンに、ナギリは腹はらを立てた。

「お嬢様が踊りたがっているようには見えませんので」

「んがー！　嫌いやよ嫌よも好きのうち！　おんにゃの子の反はん応のうぐらい学習しやがれ、この甲か斐い性しようにゃし！　○○○○野や郎ろう！」

　レディにあるまじき発言にセレンは顔を青くして、ナギリを止めにかかった。イェンはそれ以上ナギリにかまうことなく、執事的直立に終始する。レアナは本ほん格かく的にふてくされてなにも言わなくなった。シィナは我われ関せずを決め込こむことにしたのか、ほどよく溶とけた冷れい凍とう果物をスプーンでさらう。

　暴ぼう走そうするナギリを見ていられなくなったセレンの懇こん願がんで、レアナたちは屋や敷しきに戻る事になった。




　夜がさらに深まり、時計が日付を変えても祭りはまだ終わる様子を見せない。花火は夜が明けるまで定期的に打ち上げられるらしく、ときおり夜空を飾かざるが、深夜に入ってから星散光現げん象しようが再さい開かいし、精せい彩さいを欠いた。夜を白く染そめる光が花火の色をかき消してしまう。

　星散光と花火の快かい音おんが重なり合うのを、レアナは複ふく雑ざつな視線でベランダから眺めた。

　ナギリたちはすでにベッドに入っている。独ひとり、星散光を眺めるレアナの表ひよう情じようには苛いら立だちが浮かんでいた。

「まったく……」

　筋すじ金がね入りのイェンの鈍どん感かんさには腹が立つ。シィナたちは祭りの疲つかれですぐに眠ねむれたようだが、レアナはむかむかしてすぐには眠れそうになかった。確たしかにあの踊おどりは恥はずかしいけれど、もう少しなにか……気を使ってくれたって……

　ベランダの縁へりを軽く蹴けりつけて星散光を睨にらみつける。明めい滅めつを続ける空を見上げるうちに、レアナはなにか吸すい込まれるような気分になってくる。

　何度かに一度、花火の快音と星散光が重なり合う。強い白光が花火を消すので、まるで星散光が音を出しているように思える。

　そしてそう思うと、祭りの人ごみを歩いた疲れが噓うそのように引くのだ。代わりに血がざわめくようで、落ち着いていられなくなる。何かしなくてはいけないのではないか……しかし何をすれば良いのか、目的のない使命感のようなものが心を駆かり立てる。ざわりと、体内にやすりを取り込んだような気持ち悪さが感覚を支し配はいし、ひどく暴力的な気分になる。

　船上での感触をまた感じていた。

　そもそも、星散光とはなんなのか？　季節も規き則そく性せいもなく夜空を白く染める光の謎なぞを、まだ、誰だれも解とき明かしてはいない。

「お嬢様」

　呼よびかけられ、レアナははっとした。振ふり返るとイェンがそこに立ち、レアナを静かな瞳ひとみで見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　何を理由にそんな事を言ったのだろう？　だが、そう言われたとたんに、体内で暴あばれていたものが落ち着いた気がした。頭の中でどす黒いものが渦うず巻まいていたことに、レアナは今気がついた。

「そう……ね。うん、大丈夫」

「お嬢様もお疲れのご様子。休まれてはいかがです？」

「そうする」

　確かパレードでのイェンの態たい度どに腹を立てて眠れず、ここにいたはずだ。だが、星散光を眺ながめているうちにそんな事はどうでも良くなっていた。この、唐とう突とつな気分の変化は何なのだろう？　今までこんな事はなかった。テルトアに来てからだ。レッグモールの一件をまだ気にしすぎているためだと思っていたが、そうではないのかもしれない。……考えなくてはいけないような気がするのだが、イェンの言う通り、ひどく疲れていて考える事ができそうにない。

　眠ろう。そう思い、イェンの横を通りぬける。

「あっ」

　足の運びまで怪あやしくなっていたらしい。つま先がひっかかり、レアナは思いきり前にのめる。すばやく、イェンの腕うでがレアナを受け止める。バランスを取ることも忘わすれ、レアナはその腕にすがった。

　頭がイェンの胸むねに収おさまる。硬かたいわけでも、だからといって柔やわらかいわけでもない。しなやかなイェンの胸むな板いたの感かん触しよくに、レアナは顔を上げる。イェンの目がすぐ近くにあった。

「お嬢じよう様さま……」

「あっ、ごめんなさい」

　自分の体がイェンの腕の中にあるのに気付いて、レアナは内心、ひどく狼ろう狽ばいした。慌あわてて自分の足で立つ。

　離はなれようと思ったのに、イェンはなぜか解き放ってくれなかった。

「イェン？」

「お嬢様……」

　イェンの瞳がまっすぐにこちらを見つめている。真しん剣けんな表情にレアナは吞のまれた。腕を摑つかむイェンの指先から伝わる熱さがレアナの動どう悸きを速める。唐突にこの時がやってきたのか……期待に胸が膨ふくらむ。

　だが。

「お嬢様は……踊りたかったのですか？」

「は？」

　呆あつ気けにとられ、レアナは口をぽかんと開けてしまった。そんな事に気付かず、イェンは続ける。

「テルトアの伝でん統とう的な踊りなのでしょうが、しかし……私としてはあの踊りをお嬢様に踊ってほしくはありませんでしたので、ああ言いましたが。もしそうであったのなら、謝しや罪ざいいたします」

　祭りの時の話だ。そう考えるとレアナの中にふつふつと怒いかりが込み上げてくる。だが、それをイェンにぶつける気にはなれなかった。

「お母様が悪いのよ、それにナギリも……あんなことを言うから……」

「は？」

「なんでもないわ」

　疲ひ労ろうがさらに増ました気がした。レアナは重く吐と息いきを零こぼし、寝しん室しつに行こうとイェンから離れる。

　その足がふと止まった。

　気が付いたのだ。それを確かめるべく、振り返る。

「……あれ以外なら踊ってくれるの？」

「私でよろしければ、お相手いたします」

「なら、円ワ舞ル曲ツで」

「かしこまりました」

　鐘かねを打つような返事に、レアナは手を伸のばした。イェンがその手を取り、腰こしに腕が回ってくる。タイミングをはかる必要もなく、三さん拍びよう子しのリズムが二人の足で刻きざまれていく。

　音楽もなく、二人は踊る。ベランダから覗のぞくカーニルの夜景が二人を飾っているようだと、レアナは感じた。自うぬ惚ぼれだと思ったが、その自惚れに今は酔よいしれたい。

　その夜景を星散光が一いつ瞬しゆんかき消す。

　白光が去った後、レアナの視し界かいの端はしに光の線が走った。ベランダの向こう、カーニルの夜空に縦たてに走っている。それを、レアナは打ち上げられた花火だと思った。

　だが、間ま違ちがいだとすぐに気付く。

　花火が上から下に走るわけがない。

「！」

　自分から、円ワ舞ル曲ツのリズムを打ち壊こわした。イェンから離れベランダに飛び出すと、いまだに空を駆かけている流星を凝ぎよう視しした。まがまがしいまでに巨きよ大だいな光の球を見つめた。

「うっ……」

　いきなり気分が悪くなり、レアナはその場にうずくまった。イェンが駆け寄よってくるのを感じたが、喋しやべる事ができない。体中に張はり巡めぐらされた血管が一度に膨ぼう張ちようしたような、そんな感覚に襲おそわれたのだ。

　理り解かいした。根こん拠きよもなにもいらない。自分の体の反はん応のうを、理解するべき時が来たから理解した。まさしくそれを根拠もなく理解した。

　星散光を見た時のレアナのあの気分……あれはまさしく血がざわめいていたのだ。レアナ自身が知らなくても、星散光がなぜ起こっているのか、それをレアナの血、レスフォールの血が知っていたのだ。そしてその血こそが、正せい確かくに、今の危き険けんな状じよう況きようを察知していたのだ。

　血が猛たける、血が燃もえる、血が吠ほえる。あれは来てはならないモノだと教えている。

「噓うそ吐つき！」

　そう、イェンを罵ば倒とうしたかった。なにが大だい丈じよう夫ぶなものか！　最悪の時がすぐ近くにあったというのに。自分たちの頭上には、いまだに世界の危機があったというのに……

「来ないで！」

　レアナは叫さけんだ。いまだに空を駆けている、大地に向かって落下している流星に向かって叫んだ。

　だが、その願いが届とどくはずもなく、レアナは再ふたたび思い知らされた。

　レッグモールの教訓。

　小さな存そん在ざいの幸福は、大きな存在によって簡かん単たんに打ち壊こわす事ができる。

　そしてその教訓は、小さな存在にとって対たい処しよの仕様のないものなのだ。




　災さい厄やくが轟ごう音おんとともに地上に堕おちてきた。







　異い形ぎよう堕だ天てん
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　その時、ロイ・バーホーデンは国こつ境きようにいた。

　符ふ動どう機関の律りつ動どうがそこかしこで鳴り響ひびき、金きん属ぞくの車体がびりびりと震ふるえている。見下ろす丘おかの下からは大地を無む秩ちつ序じよに乱らん打だする足の音に、怒ど号ごう、銃じゆう声せい、そして爆ばく発はつ。音の塊かたまりが待機するロイたちの所に迫せまってくる。戦いが始まって一時間。辺りに立ちこめる符水の甘あまい匂におい以外に血けつ臭しゆうが混まじり始めた。それを消すかのように前に座すわる騎手ライダーが煙草たばこに火をつける。ロイも落ち着いていられず、体を覆おおう儀ぎ器きを慣ならすために体を揺ゆする。両りよう肩かたの〝詠唱者チヤンター〟が調子を合わせるように低く鳴っている。胸むねを締しめ付ける緊きん張ちようが吐はき気に変わりそうで、何度もつばを飲み込んだ。

　戦争が始まっていた。

　エルブリア帝てい国こくはあまりにあからさまにリィエンシーに物ぶつ資しを送り、そして国境の兵を増ぞう員いんさせていく。レンドラントもそれに対たい応おうするために国境の守しゆ備びを強化した。

　国境線に生まれた緊張は長い時を置かずして爆発。そして今日、ロイは戦場に立つ事になった。

　夜になっても戦せん闘とうは止やむことなく、そこかしこに術じゆつ理りの照明が打ち上げられ、銃じゆう弾だんが赤い線を引き、術理の爆発が空気を焼く。

　ロイたちが跨またがっているのは鉄てつ騎きという、符動機関による二輪車だ。レンドラントが独どく自じに開発した小型の符動機関を載のせた軽車両で、今回が初の実戦となる。騎手ライダーの背はい後ごには儀器を装そう着ちやくした戦術歩兵が乗り、出番が来るのを待ち構かまえていた。

「突とつ撃げき！」

　機を測はかり、隊長が細さい剣けんを振ふり下ろす。排はい気き筒とうから音高く蒸じよう気きが噴ふき出し、鉄騎が丘から飛び出した。

「撃掌ナツクルシヨツト！」

〝詠唱者〟が音高く吠え、ロイの突つき出した手から不ふ可か視しの衝しよう撃げき波はが唸うなる。横合いから不意を突かれた敵てき部ぶ隊たいは衝撃波の乱打に吹ふき飛び、逃にげ遅おくれた敵兵が鉄騎に跳はね飛ばされた。

　鉄騎兵隊は荒こう野やを跳ねるようにして疾しつ走そうする。

「雷砲ライトニングスマツシユ！」

　震しん動どうに舌したを嚙かみそうになりながら雷らい撃げきを放つ。荒あれ狂くるう稲いな妻ずまは大たい砲ほうに絡からみ付き、火薬に引火して次々と暴ぼう発はつしていく。爆風に押おされ、鉄騎は激はげしく揺さぶられた。振り落とされないよう固ベ定ル具トで繫つながれているとはいえ、震動は生半可なものではない。

〝詠唱者〟の張った結界が銃弾を逸そらせる。頭上で鉛なまり玉だまが空気を裂さく音が何度もし、ロイは背せ筋すじが凍こおる思いがした。それを忘わすれるように術理を放つ。隊列のわき腹ばらを突いた鉄騎兵隊はそのまま敵てき陣じんを横おう断だんし、駆けぬけていった。

　敵部隊が混こん乱らんしたところで本隊が前進、切り離された敵前ぜん衛えいを飲み込んだ。

　鉄騎兵隊はさらに進路を戻もどし、敵部隊に再度の突とつ貫かんを敢かん行こうしようとしたその時……

　ゴッ！

　爆発が隊の先頭を襲おそった。

「隊長！」

　轟ごう音おんの中、土くれと一いつ緒しよに飛んでいく鉄騎と二人分の人間の残ざん骸がいを見てロイは叫んだ。不意を襲った衝撃に鉄騎兵隊は乱れ、転てん倒とうする者もいる。

　爆発の中心に人ひと影かげが一つ、立っている。

「ドラグ・ヘッド！」

　手から生えた剣を見て、隊の誰かが悲鳴を上げる。空中で鉄騎が爆発する。爆ばく炎えんに染め上げられ、黒い紋もん様よう《マキナ》の蠢うごめく冷れい徹てつな面おもてが露あらわになった。ただ一体のドラグ・ヘッドが現あらわれただけで、レンドラント精せい鋭えい部隊である戦術歩兵たちは狼ろう狽ばいした。レスフォール時代の生んだ最悪の生体兵器に、いまだ人類は抗こうするすべがない。

　銃剣の先がこちらに向けられる。砲口に点ともる光はこの場にいる者たちの死を意味していた。騎手ライダーたちが慌あわてて符動機関を吹かす。ロイも対抗の術理を放とうと、掌てのひらを突き出す。

　間に合うとは思えない。ヒステリックな絶ぜつ望ぼうがロイを突き動かしていた。〝詠唱者〟の歌声はロイ自身の吠え声でかき消され、空気が粘ねん着ちやく質しつに変わったかのように、自分の動きの遅おそさに焦あせる。ドラグ・ヘッドの腕うでの先で光が膨ふくらむのを、ロイは呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

「させません！」

　鋭するどい声は、事の途と中ちゆうに聞こえた。光が破は裂れつし、飛び散った光こう条じようが大地を薙なぎ、夜空を裂く。熱風がロイの顔を打った。鉄の打ち合う甲かん高だかくも鋭い大音に鼓こ膜まくが悲鳴を上げる。烈れつ風ぷうに鉄騎が次々と横よこ倒だおしに倒れる。ロイの乗る鉄騎も倒れ、固ベ定ル具トを外して立ちあがるのにひどく苦労した。

　音が止やんだと同時になにかが体当たりして来て、ロイはまたも地面に転がった。細いなにかが首に絡み付いてくる。

「ロイさ～ん」

　どこか緊張感の抜ぬけた声に、ロイは目を白黒させた。慌てて眼がん前ぜんにあるものを確たしかめる。大きな眼まなこがすぐ近くで潤うるんでいた。

「無事で良かったです～」

　そう言って頰ほおをすりよせてくる様はじゃれつく子犬のようだが、外見は立りつ派ぱな──というには少し疑うたがいがあるが──成人女じよ性せいだ。ロイは状じよう況きようも忘れておおいに慌てた。

「ミラン！」

「心配したんですよ！　すっごい心配したんですから!!　もうこんな危あぶない事しないでくださいね」

「ば、ばかか君は！」

　軍人に向かって危ない事をするななど……ロイは怒ど鳴なりつつミランを押しのけて立ちあがった。

　戦場の様相は一変していた。両軍の兵士たちが隊列も何もなく、慌てふためいて逃にげ出している。あちこちで大地が泡あわのように弾はじけていた。幾いくつもの光条が地面に突き刺ささっては溶とかし、マグマの小川が出来上がろうとしている。

　その上ではなにかが目に見えない速度でぶつかり合っていた。狂きよう奔ほんする音の洪こう水ずいが大気の振しん動どうを支し配はいし、それ以外の音の存在を許ゆるそうとしない。

　ドラグ・ヘッドが出てきたのだ。

「君は、行かなくていいのか？」

「リィエンシー側のドラグ・ヘッドは十二体、レンドラントこつちは二十体です。あたしがいなくてもぜんぜん大だい丈じよう夫ぶです！」

　職務怠慢さぼりに胸を張はられても、ロイはなにも言えなかった。レンドラントは長い間戦争をしていない。盗とう賊ぞく団だんの掃そう討とうなどに出張った事はあるが、小物相手にドラグ・ヘッドが出動する事などない。先日の事じ件けんで初めてドラグ・ヘッドの戦う姿すがたを見たが、いま、目の前にある光景はその時の比ひではなかった。

　目に見えない高こう純じゆん度どのエネルギーが戦場という一点に収しゆう束そくし、弾ける。空間をたわめる波動をロイは全身で何度も受け止めた。熱や轟ごう音おんはそのついでのように感じられた。

　そしてそのエネルギーは決して、術理の根本である《混こん沌とん》ではないのだ。術理とは次元の違ちがう力……今の人類が発見していない力をドラグ・ヘッドは使っている。それは失われた技ぎ術じゆつなのか？

　それとも……もとからこの世界の人類が所有している技術ではないのか？

「君たちは一体……なんだ？」

　そう言いかけて、ロイは口をつぐんだ。自分にじゃれつくミランを見ているとそんな質問をぶつける気が失うせてくる。

「おれは、もう大丈夫だから」

「そうですか……それじゃ、あたしもがんばってきますね！」

　残念そうにし、それからことさら明るく言うミランに、ロイは自然、笑えみがこぼれた。バーホーデン家の末っ子のロイに弟てい妹まいはいないが、妹がいればこんな感じかもしれない。ミランにはそう思わせる雰ふん囲い気きがあった。

　その雰囲気が壊こわれた。

　笑顔を浮うかべていたミランの表ひよう情じようが、いきなり凍こおりついた。

「ミラン……？」

　かつて見た事のない真しん剣けんな表情で、ミランは南の空を見上げる。ロイが視し線せんを追いかける。星散光の輝かがやきが空を覆おおっていた。地上に気を取られて、天上の出来事にまで気が向いていなかった。

　もう一度名を呼よぼうとして、ロイは口が動かなかった。声をかけてはならない雰囲気がミランから発せられていたのだ。その意い識しきは一点に集中していて、普ふ段だんが普段だけに鬼き気き迫せまるものを感じ、ロイは喉のどを鳴らした。

「来た」

　ミランはただ、それだけを呟つぶやいた。さらに、ロイは冷たい静せい寂じやくが自分を包んでいるのに気付いた。

　はっとして戦場を見ると、戦いが行われていない。地面を燃もやす炎ほのおの爆はぜる音だけが寂さびしく鳴り、戦場を跳ちよう梁りようしていたドラグ・ヘッドたちは皆みな、地面に立ち尽つくし、ミランと同じ方向を見つめている。そこには敵てきも味方もなく、薄はく氷ひようを踏ふむような緊きん張ちよう感だけが満ちていた。

　次の変化は唐とう突とつで、誰だれ一人として制せい止しをかける余よ裕ゆうはなかった。

「全すべては御み心こころのままに」

　硬かたく、冷え切った言葉がミランの声こわ音ねで聞こえた。再ふたたび南の空を見上げていたロイがその声に反はん応のうした時には、ミランの姿はどこにもなかった。

　そして戦場からもドラグ・ヘッドの姿が消えた。




　ロイにはわかりようもないことだが、この瞬しゆん間かん、世界中のドラグ・ヘッドが突とつ如じよとして姿を消した。
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　轟音は大地を揺ゆすり、レアナの足あし下もとをすくった。

「きゃっ」

　小さく悲鳴を上げ、レアナは膝ひざを付く。ぎしぎしと揺れるベランダに危き険けんを感じ、転がるようにして部屋の中に逃にげ込む。助けを求め、口が勝手に執しつ事じの名を呼んだ。だが、イェンは立ち尽くしたまま、ベランダの向こう、カーニルの景色を眺ながめている。

「ご覧らんください」

　地じ震しんを受けても微み塵じんの揺らぎもなく立つイェンが、呟く。

「我われらの敵が現あらわれました」

　そんな事はわかっている。レアナは全身が震ふるえている事を自覚した。

「あれは……なんなの？」

「未み孵ふ化かの世界を食くらうモノ。貪どん欲よくなる捕ほ食しよく者しや。いかなるモノよりも強きよう靭じんで、いかなるモノよりも長命な、いかなるモノよりも巨きよ大だいなる存そん在ざい……《蛇タナトス》と呼ばれるモノです」

　地震が去った後のカーニルの夜景は綻ほころびていた。

　深夜を越こえても消える事のなかった明かりが抜ぬき取られるようにして消え、その代わりに炎と煙けむりが蒼そう闇あんの夜気の中に湧わきあがろうとしている。地震で古い建けん築ちく物ぶつの幾いくつかが倒とう壊かいしたようだ。火には事欠かない夜だった。出火は各所で起こり、赤い火があちこちで支配の手を伸のばしている。祭りに興きようじていた人たちの悲鳴が聞こえてきそうだ。

　そして、ここからでは夜気の中に埋うもれてしまいそうなほど離はなれたカーニルの外から、なにかがぬっと姿をあらわした。

　カーニルのどんな建物よりも高く、小山のような幅はばがあった。先日海で見たイソギンチャクのように巨大なひも状じようのものをゆらゆらと揺らしている。

　咆ほう哮こうの合唱が大気に巨大な波を作った。それは大だい規き模ぼな衝しよう撃げき波はだった。落下の衝撃で破は壊かいされたカーニルの外周部が、さらに大地をめくり上げて土ど砂しやの津つ波なみを作り上げる。

　細かな砂さ礫れきのしぶきが風に乗ってレアナを叩たたいた。

　遠く離れていたレアナのもとにすら届とどいたのだ。カーニルの街には甚じん大だいな被ひ害がいが及およんだ。土砂の津波は大火になろうとしていた火を消しはしたが、降ふり注ぐ土石は地震を耐たえた建築物をなぎ倒し、結局は別の形の災さい厄やくとなって人々に襲おそいかかる。

　レアナはその光景に息を吞のんだ。言い知れない怒いかりが卒倒を起こしそうなほどに脳のうを焼いた。だが、イェンに「行け」とは言えなかった。理り性せいでも、人としての本ほん能のうでもなく、レアナの中に流れる血が、あの存在の恐おそろしさをなによりも雄ゆう弁べんに語っていた。ただ一体のドラグ・ヘッドでどうにかできるとは思えない。

　だが、イェンはその言葉を待ってはいなかった。

「行きます」

「イェン！」

　呼びとめる暇ひまもあらばこそ……

　屋や敷しきの庭で強きよう烈れつな光が輝いた。まぶしさに目がくらんだ次の瞬間、威い嚇かくの咆哮がレアナの全身を揺さぶった。

「〝ヴェイオウルフ〟……シィナ！」

　マシン・ドライブ。半はん獣じゆう半人の殲せん滅めつ兵器の肩かたにレアナの妹が立っていた。レアナが許きよ可かした覚えなどないのに、シィナはマシン・ドライブを起動させている。

「どれたけの時が経たとうとも、我らの宿命はただ一つ。アークマスターの命令は絶ぜつ対たい……お嬢じよう様さま、お許ゆるしください」

　イェンが〝ヴェイオウルフ〟の肩に飛び移うつる。再ふたたびマシン・ドライブは発光し、次の瞬間、消えた。マシン・ドライブの転てん移いによって、《蛇タナトス》の所へと行ったのだ。

　レアナの中で血のざわめきが無力感にすり替かわろうとしていた。イェンが行った。シィナが行った。それなのに、二人の主あるじであるレアナはこんなところで何をしている？　あの二人がかつて戦っていたモノ、その姿すがたをただ見ただけで怯おびえ竦すくみ、身動きも取れなくなっている。

「レ、レ、レ……レアナレアナ！」

「レアナさん！　大変ですわ！」

　ナギリとセレンが慌あわてふためく声が背はい後ごでした。レアナは聞こえてはいたが、聞いてはいなかった。無力感をさらに別のものへと変化させる。ゆっくりと立ちあがると、二人の横を駆かけ抜け自室に飛び込む。追いかけてくる二人を無む視しして旅行鞄かばんを漁あさり、符ふの入ったポーチを引っ張ぱり出した。

「レアナさん、なにを……」

「我、四十八の咒しゆより汝なんじを生み出す！」

　レアナを支し配はいしているのは自分への怒りだ。

　母にテルトアへ呼よばれた時、レアナはいまだ心にしこりを残しているレッグモール事じ件けんを克こく服ふくする事を心に決めた。

　だというのに、心があの時の、ただ怯えるだけでなにもできない子こ供どもに還かえってどうするというのか！

　レアナが窓まどの外に放った数すう枚まいの符は空中で折り重なり、咒しゆ音おんに応こたえて膨ぼう張ちようし、一羽の巨大な怪かい鳥ちようを生み出した。符ふ術じゆつの生み出した獣けものは音高く吠ほえ、躊ちゆう躇ちよもなく窓から飛び出した主をその背せに受け止める。
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「レアナさん！」

「あなたたちは退たい避ひしなさい！」

　そう言うや、怪鳥はレアナの意思に従したがって空高く舞まい上がり、《蛇タナトス》へと進路を向けた。




　二人の友人は窓から飛び出していったレアナを呆ぼう然ぜんと見つめた。

　最初に慌てた声をあげたのはセレンだ。

「ナギリさん、どうしましょう」

「さあて……」

　すがりつくセレンを見て、ナギリもようやく冷静さを取り戻もどす事ができた。

　レアナがどこに向かったのかなど、セレンにだってわかっているに違ちがいない。なにしろ、目前にはこれ以上ないほどに巨大な目印がある。それが《蛇タナトス》と呼ばれる世界の敵てきであることはナギリにはわからないが、災厄を呼ぶものであることはテルトアを襲った災さい難なんを見なくてもわかる。

《蛇タナトス》とレアナの間にどんな関係があるかはわからない。だが、関係などなくてもレアナは《蛇タナトス》に立ち向かっただろう。レアナは目の前に壁かべがあれば、避よけることなど考えず、よじ登るか粉ふん砕さいする事に挑ちよう戦せんするような、そんな人間だという事をナギリは承しよう知ちしていた。あの巨大な異い形ぎようは、レアナにとっては超こえなくてはいけない壁、そういう事なのだろうし、そうでなくても、あんなものを無視できるようなレアナでもないだろう。

　そしてナギリは、自分のすぐ近くでトラブルが起こっていると、関係がなくても首を突つっ込みたくなる……そういう人間だった。

「行ってみよっか？」

「ええ！」

　何でもない事のように言ってのけるナギリに、セレンはさすがに顔を青くさせた。ナギリはそんな友人にかまうことなく、護ご法ほう童子を呼よび寄せる。

「八やつ彦ひこ、切きり彦ひこ」

　アソビベの秘ひ術じゆつ、巫ふ道どうによって影かげから現あらわれた二匹ひきの巨きよ犬けん──護法童子──の片かた方ほうに、ナギリは跨またがり、親友を見る。

「どうする？」

　立ち尽つくし戸と惑まどうセレンにナギリは問う。荒あら事ごとには無む縁えんのセレンだ。さらに未知の存そん在ざいを目にして、竦みきっているのは目に見えてわかる。

　数すう瞬しゆん、セレンは迷まようように俯うつむいたが、顔を上げた時には青いながらも決意を固めた表ひよう情じようをナギリに向けた。

「……行きます」

「うしっ」

　ナギリはにっこりと微笑ほほえんだ。
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　転移したすぐそこに《蛇タナトス》はいた。この世界には存在しない臭しゆう気きが周囲に飽ほう和わしている。

　巨大なクレーターという玉ぎよく座ざに収おさまった《蛇タナトス》は、触しよく手しゆのようにうねる無数の頭部をイェンたちに向けた。すぐにそれが、世界の外がい殻かく上でさんざん己おのれの食しよく欲よくを妨ぼう害がいしてきたものと同じ存在だと気付いたのだろう、怒ど気きまじりの威い嚇かくの吠え声が大気を引き裂さかんばかりに発された。

「いけるな？」

　イェンの問いに、シィナは小さく頷うなずいた。〝ヴェイオウルフ〟は《蛇タナトス》に応えるように威嚇の咆ほう哮こうを上げ、口内にはすでに光が溜ためこまれていた。シィナはさらに〝ミストレス〟を呼ぶ。紅くれないの戦いくさ乙おと女めは大気を唸うならせて大たい剣けんを掲かかげた。

　イェンは静かな怒いかりを湛たたえた目を、《蛇タナトス》に向けた。

　目の前にいるのは、かつての主が望んだこの世界を破は壊かいする存在だ。もはや二度と出会うことがないはずのイェンの宿敵だ。

　そんなモノが今ここにいる事を、許ゆるせるはずがない。

《マキナ》で剣を生み出す。裂れつ帛ぱくの気合が剣先に乗り、放たれた衝しよう撃げき波はが突とつ進しんしてきた頭部の一つを叩たたく。岩のような鱗うろこに包まれた頭は鼻先を粉砕され、澱よどんだ紫むらさき色いろの肉にく片へんが飛び散る。赤紫色の血が壊こわれた噴ふん水すいのようにばら撒まかれ、イェンの全身に降ふり注いだ。

　血にまみれたイェンは、静かに剣を下ろす。執しつ事じが身にまとった雰ふん囲い気きは凄せい惨さんな静けさと呼ぶべきものだった。

　天空を覆おおう星散光は発光の間かん隔かくを狭せばめ、夜の存在を許さないかのように白色の光を大地に注ぎ、イェンの姿を浮うき上がらせる。

　クリムゾン血まみれ・イェン・シェンカーの姿がそこにあった。

「いくぞ」

　シィナに向けたのか、それとも《蛇タナトス》に向けたのか……

　静せい寂じやくを、イェンは自ら打ち砕くだいた。轟ごう音おんとともに跳ちよう躍やくし、質しつ量りようにして軽く数百倍はある《蛇タナトス》に飛びかかる。〝ヴェイオウルフ〟が光こう条じようを吐はき散らし、〝ミストレス〟が群むらがる頭部を大剣で打ち払はらう。

〝ヴェイオウルフ〟の口内から放たれた光条は《蛇タナトス》の胴どう体たいに大きな穴あなをあけた。ジオストックの街を焼いた、〝円えん卓たく騎き士し〟のそれとは威力が違う。収束しきれずに放ほう射しやされた熱が周囲の地面を広こう範はん囲いにわたって溶とかし、《蛇タナトス》のいるクレーターになだれ込む。灼しやく熱ねつの湯に叩きこまれた《蛇タナトス》だが、熱さに身もだえすることなく破壊の意思を込めた視し線せんを〝ヴェイオウルフ〟に叩きつける。だが、〝ミストレス〟が自らを盾たてにして《蛇タナトス》の攻こう撃げきをふせいだ。

　イェンは多色の光が交こう錯さくする中、《蛇タナトス》の頭上を飛び交かっていた。大気に舞まう粒りゆう子しを足がかりにして連続跳躍を繰くり返し、群がる頭部に剣撃を加えていく。厚あつい鱗と《マキナ》で生み出された剣は鋭するどい火花を幾いく重えにも咲さかせ、血ち飛沫しぶきがそれを飾かざる。さらに左手を銃じゆう剣けんに変え、光条を開いた傷きず口ぐちに叩きつける。

　一見、優ゆう勢せいのように見える。

　だが、実はそうではなかった。〝ヴェイオウルフ〟の光条は《蛇タナトス》を焼き、〝ミストレス〟の剣は分厚い頭部をやすやすと切り裂く。イェンの高速攻撃に、《蛇タナトス》は確たしかになすすべもない。

　だが、相手は《蛇タナトス》。この世界そのものを食くらうために世界の外側からやってきた存在。たとえその一部であろうとも、その事実が覆くつがえるはずがない。その腹はらにはこれまで犠ぎ牲せいになった無数の世界があり、腹に収おさめる過か程ていで誰もが想そう像ぞうしえない激げき闘とうを潜くぐり抜ぬけている。

　気が付けば、〝ヴェイオウルフ〟が開けた穴がいつのまにか埋うまっていた。〝ミストレス〟が切り捨すてた首は再さい生せいし、さらに地に落ちた頭部が形を変え、別の生き物となってマシン・ドライブたちの足に取りすがる。

「…………」

　予想通りの展てん開かいに、イェンは顔をしかめた。劣れつ勢せいなのだ。

　イェンの脳のう裏りにステューピッド切り札が浮かんだ。だが、即そく座ざに否ひ定ていする。イェンはすでに一度、ステューピッドのために主を失った。もう一度、それを繰り返すつもりはない。ジオストックの時にはレアナがすぐ近くにいたため仕方なく使用したが、今回はそうではない。

　それに、まだ負けると決まったわけではない。この世界にはイェンの他ほかにもドラグ・ヘッドがいる。《マキナ》は転てん移いを可か能のうにはしないが、ドラグ・ヘッドの身体能力ならば一週間もあれば世界中にいる全すべての者が集つどうだろう。

「たかがこの程度の量の《蛇タナトス》に！」

　いま、イェンの前に山のようにそびえる《蛇タナトス》は、世界の外殻上にいる本体の、ほんの一ひと欠かけらほどでしかないのだ。外殻上ではいまだレスフォールに率ひきいられた同どう胞ほうたちが激戦を繰り広げている。空を白く染める星散光がその証あかしだ。あの光は戦いの余よ波はによって生まれているのだから。

「シィナ、足を止めるぞ！」

　溶よう岩がんの沼ぬまから抜け出そうとしている《蛇タナトス》を見て、イェンは叫さけんだ。シィナからの返事は青い燐りん光こうをまとわせた〝ヴェイオウルフ〟の姿すがただ。

　即座に〝ヴェイオウルフ〟から青い光条が放たれた。光条は《蛇タナトス》ではなく大地に突つき立ち、白い爆ばく発はつを起こす。巻まき上げられた土ど砂しやが白いきらめきをばら撒き、無数の氷ひよう柱ちゆうに変化した。溶岩が次々と軋きしみながら凝ぎよう結けつしていく。

〝ヴェイオウルフ〟の放った絶ぜつ対たい零れい度どの冷気が周囲を極ごつ寒かんの地に変える。溶岩から噴ふき上がった蒸じよう気きが雪となり、荒あれ狂くるう大気に翻ほん弄ろうされて視界を白く埋め尽つくす。

　全身を霜しもで染めながらも、《蛇タナトス》は活動を止やめなかった。胴体の下半部を捕とらえた極ごく厚あつの氷から抜け出さんと身をよじり、暴あばれている。させまいと、〝ヴェイオウルフ〟は蒼そう氷ひようの光条を連発し、〝ミストレス〟は氷柱に捕らわれた分体たちを踏ふみ潰つぶしていく。イェンもまた、動きの鈍にぶくなった頭部に剣撃を加える。剣から放たれた衝撃波の牙きばは凍とう結けつした鱗をやすやすと砕いた。それでも《蛇タナトス》の再生能力にいささかの衰おとろえもない。砕ける先から修しゆう復ふくしていくのを目にしても、イェンは驚おどろきもしなかった。《蛇タナトス》の生体能力は十分に承しよう知ちしている。

「やはり、応おう援えんを待つしかないか」

　イェンが長期戦を覚かく悟ごしたその時。

「！」

〝ヴェイオウルフ〟の肩かたにいたシィナが緊きん張ちようの声を上げた。周囲に突然、無数の光球が生まれ、弾はじけたのだ。弾けた先から現あらわれたのは人型の影かげ。

「まさか……」

　イェンの《マキナ》が反はん応のうしていた。光球から現れた影の一つがイェンに近づいてくる。イェンは襲おそいかかる《蛇タナトス》をいなしながら、影の正体を確かめ、そして驚きの声を発した。

「ミラン！」

「イェンさ～ん」

《蛇タナトス》の無数の頭を器用に飛び跳はねて近づいてくるのは、レンドラントにいるはずのドラグ・ヘッド、ミラン・ソートだ。

　すぐ近くにまでやってきたミランは表ひよう情じようを引き締しめ、言った。

「最重要指令、コード〝アンコール〟に従したがい、最終生産型ドラグ・ヘッド八百九十三体、到とう着ちやくいたしました！」

　ミランがそう言う間にも光球は次々と生まれ、ドラグ・ヘッドを吐き出していく。

「コード〝アンコール〟……」

　聞いた事のない言葉にイェンは彼らしくもなく、しばし呆ぼう然ぜんとした。ミランはさらに続ける。

「戦せん闘とう指し揮きは、経けい験けん順位に従い、イェン・シェンカーに一いち任にんします。よろしくお願いします、イェンさん！」

「……了りよう解かいした。しかし、どうやって？」

《マキナ》は転移を可能にはしない。だが、目の前のドラグ・ヘッドたちはそれを可能にしている。

　その疑ぎ問もんをミランは明るく解とき明かしてくれた。

「《蛇タナトス》の出しゆつ現げんと同時に封ふう印いんされていた記き憶おくが解放されて、グリー基き地ちから力を借りました」

「グリー基地。まだあったのか……」

　レスフォール時代にドラグ・ヘッドたちをバックアップした基地の名を聞き、イェンは呟つぶやく。その表情に懐なつかしさはない。ただ、事実を淡たん々たんと整理したのみだった。

　最終生産型のドラグ・ヘッドが残された理由は今日という日のためだったのか……イェンはレスフォールの周到さに敬けい服ふくした。

　力強く頷うなずく。

「よし、《マキナ・ハウル》を行う。全員《マキナ》起動！」

「はい！」

　イェンの言葉に従い、ミラン以下、八百九十三体のドラグ・ヘッドが《マキナ》を起動させた。

　その瞬しゆん間かん、周囲に今までにない音が満ちた。糸のように細く小さい、耳鳴りにも似にた高音が、イェンを中心に周辺の大気を漂ただよう。長い音の糸はイェンと他のドラグ・ヘッドたちをつないでいく。

　ドラグ・ヘッド同士の相そう互ご情じよう報ほう交こう換かん作用、それが《マキナ・ハウル共鳴》だ。イェンは戦闘経験の一部をドラグ・ヘッドたちに譲ゆずり渡わたし、全体の戦闘能力を高めると同時に《蛇タナトス》の生せい態たいを知ち悉しつさせ、作戦を伝える。

「いくぞ」

　イェンの号令一下、八百九十三体のドラグ・ヘッドが一いつ斉せいに音速の世界に突とつ入にゆうした。
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　符ふ獣じゆうに乗ったレアナは、急変する戦場の情景に自分の目を疑うたがった。大地を溶とかすほどに赤く燃もえていたかと思えば、次の瞬間には見た事もない極北の地へと変へん貌ぼうしている。

　それでも《蛇タナトス》の巨きよ体たいは身じろぎもしていないように見える。

　眼がん下かを見下ろせば、カーニルの街は突然の災さい難なんに恐きよう慌こうを来きたしていた。大だい地じ震しんのすぐ後に土砂の津つ波なみを食らい、さらに見た事もない異い形ぎようの怪かい物ぶつが街の外に現れたのだ、それも仕方がない。祭りで表へ出ていた人々は狂ったように街路を埋うめ尽くし、街からの脱だつ出しゆつを図はかっている。だが、自分たちの混こん乱らんによってそれも困こん難なんになっているように見えた。

　レアナは複ふく雑ざつな想おもいでその光景を見つめた。

　自分がどうしようもなく道どう化けのように思えたのだ。

　今、イェンのもとへと向かって自分になにかできるのか？　ただ、足手まといになるだけではないのか？　自分に今できることは、眼下にいる人々の脱出を手助けする事ではないのか？　ドラグ・ヘッドのいる戦いに自分がどれほどの役にも立たない事を、レアナは身をもって知っている。戦場で驚き、騒さわぎ、邪じや魔まになるだけなのなら、その方がはるかに人の役に立っている。

　数瞬、レアナは悩なやんだ。悩んだ末、レアナは符獣の進路を変えなかった。やはり、イェンのもとへ行きたい。体に刻きざまれた契けい約やくの《マキナ》が熱かった。だが、吸すい取られる感じはない。イェンはステューピッドしていないのだ。それがレアナの命を慮おもんぱかってのことなのはわかる。それがうれしくないわけではない。レアナだって、使命感で命を落としたいわけではない。

　それでも、イェンがステューピッドするのをためらったために死んでしまうような事態には、なってほしくない。

　その事を伝えなければいけない。それが今の自分にできる事だと、レアナは強く思った。

「レアナ！」

　自分を追いかけてくる声に、レアナは驚おどろいて振ふり返った。斜ななめ下方、倒とう壊かいしていない建物の屋根を飛び跳ねて追ってくる影かげが二つある。

「ナギリ！　セレン！」

　叫さけんだが、声が届とどいたようには思えなかった。レアナは高度を下げて二人に近づく。

「なにしてるのよ!?」

「あんたを追いかけてきたに決まってるじゃない」

　答えたナギリはけろりとしている。隣となりのセレンは飛び跳ねる巨犬にしがみつくので精せい一いつ杯ぱいの様子だ。セレンは乗馬の経験はあるが、犬に乗った経験などもちろんないし、馬であってもこんな危き険けんな乗り方をした事はないだろう。揺ゆれる犬の背せで完かん璧ぺきにバランスを保たもっているナギリの方が異い常じようなのだ。

「危険よ！」

「あんたもねー」

　そう言ってけらけらと笑う。ナギリが意い識しき的にレアナの言いたい事を無む視ししているのはすぐにわかった。腹はらを立てたが、同時に嬉うれしくもあった。硬こう化かしていた心が、ふっと柔やわらかくなるのを感じた。笑えみ崩くずれそうになる顔を何とか抑おさえるのに忙いそがしい。

「まあ、そんなに力まないで、もうちょい気楽にいこうよ」

「あなたは気楽にいきすぎなのよ」

　軽口に軽口を返し、レアナはもうそれ以上は言わなかった。押おし問答に時間をかけるのは愚おろかだとも思ったし、言って聞くような人間ではないという諦あきらめもある。必死に付いて来ようとするセレンの姿すがたに、なんとなく自分とイェンの関係のようなものを感じた気もした。

「あまり近づきすぎないでよ」

　それだけ釘くぎを刺さすと、レアナは符獣に高度を上げさせ先行した。

　戦場はすぐそこにあった。




　腐ふ肉にくに羽虫がたかる……見み栄ばえの悪い想そう像ぞうをレアナは戦いを見て思ってしまった。

《蛇タナトス》の巨体は、高さではマシン・ドライブと同じほどだが、横よこ幅はばははるかに超えている。その周りを無数のドラグ・ヘッドが音速で駆かけ抜ぬけ、飛び跳はねている。見え隠かくれするドラグ・ヘッドの数にレアナは息を吞のんだ。一体いつの間にこれほどのドラグ・ヘッドが現あらわれたのか……

「イェン！」

　レアナは声を張はり上げた。《マキナ》による主しゆ従じゆうの共感作用が、イェンがこの場にいることを告げてくれるのだが、その姿を五感で確かく認にんする事は人間であるレアナには不ふ可か能のうのようだ。マシン・ドライブのおかげで確実に位置がわかるシィナのところへ向かった。

「お姉ちゃん！」

　目印にされた妹はやってくる姉の姿に悲鳴を上げた。

「来んなよ！　ばか！」

「ばかとは失礼ね」

　罵ば倒とうしながらも、シィナは〝ヴェイオウルフ〟の肩かたに飛び移うつるレアナを、落ちないように抱だきしめた。

　辺りにはあらゆる攻こう撃げき的な音が所ところ狭せましと陳ちん列れつされ、飽ほう和わ状じよう態たいにあった。二人は自然、大声を張り上げつづけないといけなくなる。

「危あぶないだろう！」

「あなただって一いつ緒しよでしょう！」

「あたしはいいんだ！」

「ならわたしだっていいわ！」

　無意味に胸むねを張り合い、量感で敗北した妹は悔くやしげに唸うなった。

　その時、二人を紅あかい閃せん光こうが覆おおった。《蛇タナトス》の突とつ進しんを前に回った〝ミストレス〟が盾たてで受け止めたのだ。盾を中心に張り巡めぐらされたエネルギーフィールドが反はん応のうして、紅い光が走ったのだった。

　突進してきた《蛇タナトス》の頭部は次の瞬しゆん間かん、数体のドラグ・ヘッドによって長い首を切り刻きざまれ、〝ミストレス〟の大たい剣けんに頭を叩たたき潰つぶされた。落下した肉にく片へんは再さい生せいする前に他のドラグ・ヘッドによって焼き尽つくされた。

「で、どうなっているの？」

　紅い閃光に言い合う気力を持っていかれたレアナはそう訊たずねた。異い臭しゆうと多種の音の発はつ生せい源げんである《蛇タナトス》は、レアナの目から見ると洗せん髪ぱつ剤ざいの泡あわのようになくなっては増えている。

「時間がかかってる。もう少し、こいつらが残ってくれてたら」

　そう言って二機のマシン・ドライブを見るシィナの顔は悔しそうだった。

　さらにシィナは突とつ如じよ出しゆつ現げんしたドラグ・ヘッドたちについても説明した。グリー基き地ちの存そん在ざいを聞かされ、レアナは驚く。

「そんなものがあったなんて……」

「あたしも知らなかった。最終生産型のドラグ・ヘッドだけが記き憶おくに細工されてたみたいだ」

「記憶に細工……」

　わかりきっていた事なのだが、そういう言い方をされると、ドラグ・ヘッドが自然発生の生物ではない事を再認識させられる。苦い顔をして戦場に目を向けたが、やはりイェンの姿は判はん別べつできない。

「それでも、負ける心配はない。イェンの指し揮きは確実だし……」

　変化は言葉の途と中ちゆうに訪おとずれた。

　ガクン……と、

「え？」

　レアナとシィナは、いきなり世界が斜ななめに傾かたむいた事に啞あ然ぜんとした。お互たがい状態を確認し合い、次の瞬間、愕がく然ぜんとなる。

　足元をすくった震しん動どうで二人ともが、〝ヴェイオウルフ〟の肩から落ちていた。その〝ヴェイオウルフ〟は正体不明の攻撃に膝ひざを付き、二人を救う余よ裕ゆうがあるようには見えなかった。〝ミストレス〟もまた紅い閃光を間かん断だんなく撒まき散らして何かに耐たえているようだ。

「きゃああ！」

　悲鳴を上げて、二人は同じ速度で近づいてくる絶ぜつ望ぼう感と大地を見つめた。
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　イェン・シェンカーはその変化を《マキナ・ハウル》で知った。正面で陽動をかけていたドラグ・ヘッドが発見したのだ。

「なんだ？」

　そのドラグ・ヘッドの視し覚かく情じよう報ほうを脳のう内ないの片かた隅すみで再さい生せいする。氷の湖に閉とじ込こめられた下半部と大地の境さかい目め辺りの一部分で、なにもしていないのに鱗うろこが弾はじけ、赤あか紫むらさき色いろの肉が露あらわになった。さらに変化は続き、肉はまるで水が沸ふつ騰とうしたかのような奇き怪かいな蠕ぜん動どうを繰くり返す。他のドラグ・ヘッドたちがイェンに情報を求めた。彼らにはレスフォール時代での独どく自じの戦せん闘とう経けい験けんはなく、これが彼らにとっての初うい陣じんだった。この中で《蛇タナトス》と直接戦った経験を持つのはイェンだけである。だが、イェンにも答えようがなかった。

　その異変をイェンは知らなかった。強きよう靭じんな生命力と無む限げんに近い再生力を持った群ぐん体たい生物。それが《蛇タナトス》だ。そして圧あつ倒とう的なまでの質しつ量りようこそが恐おそろしい。けっしておろそかにできない攻撃力をもっているが、それはドラグ・ヘッドが対たい応おうできないレベルのものではなく、二次的な脅きよう威いでしかない。

　単たん純じゆんであるがゆえに恐ろしい……それが《蛇タナトス》のはずだ。

　イェンは、自分が知らない変化に危き機き感を覚えた。即そく座ざにドラグ・ヘッドにその変化部分を攻撃するように命じる。自身もその場に向かった。

　だが、遅おそかった。

　ドラグ・ヘッドたちが攻撃を加えるよりも早く、その部位が弾けた。弾ける肉片に混まじって無数の光こう条じようが放たれ、ドラグ・ヘッドを撃うつ。見る間に、そのドラグ・ヘッドは光条の発する熱量に飲み込まれ焼しよう滅めつした。

「！」

　イェンは息を吞んだ。収しゆう束そく光？　荷か電でん粒りゆう子し？　どちらであろうとも、そんなものを《蛇タナトス》が放ったのを初めて見た。驚おどろきが判断を狂くるわせる。指し示じの変へん更こうが遅おくれ、その場に現あらわれたドラグ・ヘッドがさらに数体、光条に打ち倒たおされる。

「下がれ！」

　叫さけび、イェンがその正体を確たしかめようとした時……

「きゃああ！」

　レアナの悲鳴が《マキナ》を打った。光条の一つが〝ヴェイオウルフ〟に命中したのだ。落下する主あるじの姿すがたを見、イェンは迷まようことなくレアナのもとへと向かう。

　だが同時に、イェンは背はい後ごに殺気が迫せまるのを感じていた。




　轟とどろく風の音が耳を圧する。近づいてくる大地とは反対に遠のいていく意い識しきを、レアナは必死につかまえていなくてはならなかった。ポーチに収おさめられた符ふを取ろうとするのだが、全身を叩く風圧がそれを邪じや魔まする。

　不意に、レアナになにかがぶつかった。それは胴どう体たいに巻まきつき、レアナを落下という自然法則から解とき放つ。

「ナイスな登場タイミング！」

　跳はねるような明るい声はナギリのものだ。同じく落ちていたシィナは、近くにいるもう一匹ぴきの巨きよ犬けんに襟えりを咥くわえられている。その背せに必死にしがみ付いていたセレンが、声もなく目を潤うるませている。

　二匹と四人はそのまま荒あれ果てた大地に足を下ろした。

「うわ～ん、無事で良かったですぅぅ……」

　彼女の中にある活劇アクシヨンに対する許きよ容よう範はん囲いは、とっくに超こえていたのだろう。地に付くなり、セレンはシィナに抱だき着いて泣き始めた。

　だが、まったりとした空気を楽しむ余裕はレアナたちにはなかった。

　礼を言う暇ひまもなく、レアナは全身に冷水を浴びせられたような気分になり、力を吸すい取られる虚きよ脱だつ感に襲おそわれた。ステューピッドだ。すぐにわかったが、それ以上の事を思う暇も、現げん状じようを確かめる余裕もなかった。

　レアナには、目の前で大地が爆ばく発はつしたことしかわからなかった。




　背後の殺気はすでに爆発して、イェンの後ろ襟をつかまえようとしていた。ドラグ・ヘッドの移い動どう速度では間に合わない。ステューピッドするしかない。目の前にレアナたちがいるのを見て、イェンは即座に意を決した。全身に展てん開かいしていた《マキナ》が形を変容する。瞬時に、体内で力が爆発した。

　ドラグ・ヘッドの枠わくをさらに飛び越こえるステューピッドの力が、速度を倍加させる。音速をはるかに飛び越えた速度でレアナの前に立つと、振ふり返りざまに右みぎ腕うでをグラビトロ・カノンに変える。背せ中なかに生えた放熱板が大地に突き立つ感覚すらもどかしく、イェンは闇やみ色いろの光条を放った。

　目の前には視界を圧倒する光があった。光の波は濤とうに、闇の光条が突き立つ。力の押し合いは刹せつ那なの半分ほどの時間で行われ、黒色光が波濤を突き抜ぬける。引き裂さかれた光の波は数条の細い光矢に変わり、イェンに突き立った。

　自身の攻こう撃げきの結果を確かめる暇はなかった。光矢を受けたグラビトロ・カノンが火を吹ふき、肩かたから引き千切れる。さらに体の各所に穴あなが開き、痛つう覚かくが火を吹いた。

　激げき痛つうには慣なれている。だがイェンはその時、痛覚とは別の、奇き妙みような感覚……より大きな喪そう失しつ感に襲われた。

　脳のう裏りにある人物の姿が映うつった。それはレスフォール時代の最終作戦で、イェンが失ってしまった人の最後の笑えみだ。

　背後で、誰だれかの悲鳴が上がる。それはセレンのものだった。

　思うままに動けない体にいらだちつつ振り返ったそこにあったのは、胸むねから血を噴ふいて倒れるレアナの姿だった。
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《蛇タナトス》の攻撃をイェンは完全にその身で防ふせいだ。

　それなのに、シィナの目の前でレアナは胸から血を零こぼし、友人の腕に抱かれている。気を失っているのか、血に汚よごれた顔は青い。

「シィナ！」

　イェンの叫びの意味を、シィナは即座に理り解かいしたようだ。声を荒あららげて〝ヴェイオウルフ〟に命じる。片足を損そん傷しようして膝ひざを付いていたマシン・ドライブはシィナの言葉に従したがい、転移を開始した。

「はやく、こっちへ！」

　シィナに呼よびかけられたナギリたちは、レアナを担かついで〝ヴェイオウルフ〟の手へと飛び乗る。転移はすぐに行われた。〝ミストレス〟もマスターユニットシイナの後を追って、この場から消える。

　後に残ったイェンはマシン・ドライブの撤てつ退たいという戦力的痛いた手でと、自身の損そん耗もう、そして主の命の危き機きという精せい神しん的な圧あつ迫ぱくの三重苦を引き連れ、《蛇タナトス》に向き直った。

《蛇タナトス》の内ない奥おうから光こう条じようの射しや手しゆが姿を現そうとしている。

「なんだと……」

　その姿に、イェンは息を吞のんだ。
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　空間を渡わたるという初体験に、ナギリとセレンが感かん慨がいを覚える暇はなかった。

「ここは……？」

　セレンが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。ナギリも似にたような顔で辺りを見回していた。普ふ段だんの好こう奇き心しんはなりを潜ひそめ、その目は狩人かりゆうどを警けい戒かいする狼おおかみのように鋭するどい。

　シィナたちの眼がん前ぜんに広がっているのはこの時代では実現不ふ能のうの空間だった。四角四面に広大な白い空間で、床ゆかも壁かべも天てん井じようも一つの素そ材ざいから切り出されているかのように継つぎ目がない。

「医い療りようシステム！」

　真っ先に〝ヴェイオウルフ〟の手から飛び降おりたシィナは声こわ高だかに叫んだ。とたん、壁の一部が開き、小こ舟ぶねのようなものがそこから現れる。陶とう器きで造つくられたような滑なめらか白い物体は宙ちゆうを滑すべってナギリたちの前に止まった。

「はやく、そこへ」

　シィナの切せつ羽ぱ詰つまった声に、ナギリたちが従う。小舟の中にはベッドがあり、慎しん重ちようにレアナをそこへ下ろした。手をはなすと、いきなり小舟の上部がガラスに覆おおわれた。小舟はそのまま音もなく宙を滑り、もとの穴の中へと消える。

「レアナ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　小舟が通りぬけると、穴はもとの壁に戻もどった。追いかけていたセレンが壁に鼻をぶつけるという小しよう喜き劇げきを、ナギリは笑いもせず見つめたままシィナに訊たずねてきた。

「死んでない限かぎりは大丈夫。後で連れて行く」

　シィナは短く伝えると、背はい後ごに控ひかえていた二機のマシン・ドライブを胸にある裏面空間制せい御ぎよ体、シェルに収おさめた。音もなく姿すがたをかき消した巨きよ人じんを見るのは二度目の事だ。二人は息を吞んでその光景を見つめ、そしてシィナを見た。

　答えを求められているのはシィナにだってわかる。《蛇タナトス》を前にした時とは別の緊きん張ちようを強しいられ、シィナは俯うつむいた。先日の聖せい霊れいをめぐる事じ件けんではアリシアの事で頭が一いつ杯ぱいだったから、二人の事まで考えていなかった。レアナはあの後、なんと説明したのだろう。もし、まだなにも言っていないのなら、姉がまだ話していない事をシィナが言っていいのか……

　ナギリが先に口を開いた。

「レスフォールの遺い産さん……でしょ？」

「なんで？」

　驚おどろいて顔を上げるシィナを、ナギリは呆あきれた目で見た。

「この間、自分がなにしたか忘わすれた？」

「う……」

「あれで気付かないほど、あたしゃ鈍どん感かんじゃないからね」

　そう言われると、もう恐おそれいるしかない。シィナは話せる範はん囲いの事を二人に語った。シィナの事、イェンの事、そしてレアナが二人のマスターである事……

「やっぱりそうでしたのね」

「まあ、そんな所だとは思ったけど……まさかイェンがドラグ・ヘッドだとは思わなかったなあ」

　話を聞き終えた二人はしごく簡かん単たんな感想を口にしただけだった。

　シィナは目を丸くして聞いた。

「それだけ？　怖こわくないのか？」

　普通の人ならばドラグ・ヘッドの名前が出ただけで顔をしかめるのだ。しかし二人は平然としたもので、

「わたしは、レアナさんを信しん頼らいしていますから」

「まあ、無意味に怖がっても仕方ないし」

　と答えた。

　そんなことよりも……と、ナギリは辺りをもう一度見回した。

「ここは、レスフォール時代の遺い跡せきってことになるんだよね？　まあ、遺跡って感じではなさそうだけど」

　ナギリの目に好奇心の光が戻ってきた。レアナの心配をする必要がないと思えば本来の性せい格かくが顔を出す。空箱のように何もない空間にナギリは不満を述のべた。

「もうちょっと、劇的にすごいなにかがないわけ？」

「案内してる暇ひまはないよ」

　シィナは唇くちびるを尖とがらせて言った。アリシアの時にはものすごい勇気が要いった。レアナだって、シィナと同じ心配をしていたに違ちがいないのだ。それなのにこの二人はしごくあっさりと事実を受け入れてしまっているではないか。嬉うれしい事のはずなのだが、シィナは無む性しように腹はらが立った。

「あたしは忙いそがしいんだ」

　突つき放し、シィナは歩き始めた。グリー基き地ちに来たのだから、レアナの治療だけでなくマシン・ドライブの修しゆう復ふくもしようとシィナは考えていた。それにもしかしたら、他のマシン・ドライブも保ほ管かんされているかもしれない。

「あら？」

　壁にたどり着いたシィナの前で通路が開いた時、背後でセレンが呟いた。声の調子が気になって振ふりかえると、別の場所で通路が開き、人ひと影かげが二つ、姿を現あらわそうとしている。

「伯お父じさん、ここは……」

「む、やはりそうなのかもしれん」

　そんな会話が広い空間を渡ってシィナたちの耳に届とどく。

「あ────！」

　最初に声を上げたのはナギリだ。彼女は現れた人影の一方、禿とく頭とうの巨漢を指差し、敵てき意いを剝むき出しにして怒ど鳴なった。

「詐さ欺ぎ師し！」

「なんだと！」

　ナギリの声に向こうも驚いたようだが、続いた言葉に激げつ昂こうした。セレンもその隣となりにいる青年を見て嫌いやな顔をした。なにしろその青年は先日、大好きなレアナに結けつ婚こんを前ぜん提ていにしたお付き合いなどという不ふ埒らちな申し込こみをしたのだから。

「なんで、あんたらがここにいるんだ？」

　シィナは呆ぼう然ぜんと、出会うなりいがみ合う四人を見つめた。

　禿頭の巨漢はラングス・オースティン。そして眉び目もくの整った青年はリオン・オースティン。この間までバロン・ザ・スカーレットを名乗り世間を騒さわがせていた怪かい盗とうコンビだ。

　シィナの質しつ問もんはラングスたちの方も問いたかったに違いない。

「僕ぼくたちは遺跡の発はつ掘くつをしていたんですよ。そうしたら偶ぐう然ぜん、ここにたどり着いたんです」

　リオンが丁てい寧ねいに説明してくれた。

「遺跡……」

　リオンの言葉で、シィナはレアナがもらった手紙の事を思い出した。この時代の世界地図をあまり熱心に見ていなかったシィナは、グリー基地のあるこの地が、現げん在ざいはサンオートニーという国の領りよう土どにある事を知らなかったのだ。二人はタイミング良く、《蛇タナトス》の出現で活動を開始したグリー基地の前にやってきたために招まねかれてしまったのだろう。そんな偶然があることに、シィナはなんともいえない気分になった。

「それよりも、あなたたちこそどうしてここに？」

　非ひ友好的な二つの視し線せんに顔を引きつらせつつ、リオンはシィナに訊たずねた。セレンには毛け嫌ぎらいされ、ナギリにはいまだ学院に侵しん入にゆうした件けんで変へん態たいと思われている節がある。まともに会話ができそうなシィナに逃にげ込んだのは当然というものだった。

　仕方なく、シィナはこの二人にも事じ情じようを話した。怪盗コンビはすでにシィナやイェンの正体を知っているのだから話しやすい。

「なんだって！」

　レアナが怪け我がをした話をすると、リオンは一気に顔を青くさせた。

「レ、レ、レアナさんが重じゆう傷しよう！　そ、そんな……それでレアナさんは！」

「医い療りようシステムに任まかせたから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　肩かたを摑つかんでくるリオンをうるさく振り払はらったが、それでリオンが収おさまるはずもない。

「すぐにレアナさんに会わせてください！」

　リオンの訴うつたえを、シィナは拒きよ否ひするつもりだった。テルトアでは一時でも無む駄だにできない切せつ迫ぱくした戦いが続いているのだ。さらに《蛇タナトス》にもシィナたちの知らない異い変へんが起きていた。予よ断だんは許ゆるされない。レアナを心配していないわけではないが、シィナに医療の心得があるわけでもなく、またグリー基地の医療システムを信頼してもいた。いまのシィナにできる事……それはマシン・ドライブを修復し、同時に基地に保ほ管かんされている兵器の確かく認にんをする事だ。

　そう思っていたのに……

「そうですわ！　レアナさん、レアナさんに会わせてください！」

　セレンだ。この時ばかりはリオンと同じ意見でシィナに迫せまってきた。

「ううううう……」

　こちらが反はん論ろんする暇もない。二人が迫力ある表情を近づけて来て、シィナはなにも言えなかった。

「まあ、とりあえず会わせてくれる？　それで納なつ得とくするだろうから」

　珍めずらしくナギリがまともな意見を言わなければ、このままシィナは固まっていたかもしれない。

　仕方なく、一同を医療部に案内する事にした。




「こいつは……なんとも」

　シィナたちが先ほどまでいたのは外部転てん移い口……つまり転移で基地にやってくる者や物を受け入れる空間だったのだが、そこから通路に出たところで、まずラングスが感かん嘆たんの声を上げた。通路へと出た一同は通路の端はしから現れた小さな球体に出で迎むかえられた。シィナが行き先を告げると、球体は光の円で一同を囲む。するといきなり足が宙ちゆうに浮うき、体が勝手に通路を移動し始めたのだ。

「楽だね、こりゃ」

　ナギリが高速で流れていく床ゆかを楽しそうに眺ながめている。セレンとリオンもこの移動方法には驚おどろいていたが、それよりもレアナの事が気になるらしい、表情が強こわ張ばり、気が急せいている様子だ。錬れん金きん術じゆつ師しのラングスはしきりにこの装そう置ちの説明を求め、シィナは面めん倒どうくさくこう答えた。

「知る必要なんてないよ。ほっといたって、千年もすればこの世界でだって当たり前になるだろうし」

　千年も先の時代に生きていられるはずのないラングスは、その言葉に啞あ然ぜんとしていたが、シィナはかまわなかった。

　通路を何度か折れ曲がり、シィナたちは一つの扉とびらの前に運ばれた。扉は左右に音もなく開き、一同を招き入れる。

　シィナを除のぞく全員が、驚きに声も出なかった。
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　医療と名がつくのだから、病院のようにベッドが並ならんだ光景を想そう像ぞうしていたのだろうが、そうではなかった。並んでいたのはベッドではなかった。光量を最さい低てい限げんに抑おさえた薄うす暗ぐらい空間には無数のガラスの筒つつが並び、筒の低部にはシィナ以外には理り解かいできない金きん属ぞくの装置やパイプが張りついている。どれもこれも中は空くう洞どうだったが、ただ一つ、奥おくまった場所にある筒に光が籠こもっていた。

「レアナさん！」

　セレンが悲鳴を上げて、その筒に飛びついた。中に裸ら身しんを晒さらしたレアナが浮いているのだ。ガラス筒には何かの液えき体たいが注入されており、時折、筒の底から泡あわが上がっていく。目を閉とじて液体の中に浮くレアナの姿すがたは、生きている感じをさせない、なにかの標本のように見えた事だろう。セレンやリオンの顔が見る間に青ざめていく。

「再さい生せいポッド。死なないよ」

　機先を制せいしたシィナの一言で、筒を破やぶろうとしたリオンは動きを止めた。彼の腕うでは錬金術によって作られた義ぎ手しゆで、これぐらいのガラスならば簡かん単たんに打ち砕くだけた事だろう。

「どういう原理なのだ？」

「知らないよ。知らなくったって使い方はわかる」

　通路の時とは少し違ちがう言い方だが、ラングスは一いち応おう、納得した。

「レアナさんは……大丈夫なんだろうね？」

　リオンが再生ポッドに背せを向けて、聞いてきた。今いま頃ごろになってレアナが裸はだかなのに気付いたのだ。その顔は真っ赤になっている。シィナはそんなリオンを一ひと睨にらみし、口を開いた。

「大丈夫だって……」

　そこで、シィナは言葉を止めた。レアナの裸身をまじまじと見つめたまま固まったシィナを、一同が不ふ審しんそうに見つめる。

「どういう、こと？」

　シィナは啞然と、レアナを見つめた。

　正確にはレアナの肌はだに浮かんだ契けい約やくの《マキナ》を見つめた。
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　イェンは《蛇タナトス》の体内から現あらわれた者に、数すう瞬しゆん、目を奪うばわれた。

　そう、〝者〟なのだ。

　しかもそれだけではない。右手は剣けんと砲ほうを組み合わせたドラグ・ヘッド独どく特とくの武ぶ器き、銃じゆう剣けんとなっている。陶とう器きのような、生気のない白い肌には黒い紋もん様ようが蠢うごめいている。

《マキナ》だ。そうとしか思えない。だが、ドラグ・ヘッドであるはずがない。なぜならばそこに立つ者の《マキナ》はイェンの《マキナ・ハウル》になんの反はん応のうも示しめさない。

　形だけを真ま似ねた、なにか。性せいを示すものを持たないその裸身は、まさしく人形のごときものだった。

「貴き様さまは、なんだ？」

「我わが名は……そうだな、メラムプスとでも名乗ろうか？」

　呆ぼう然ぜんとするイェンに、メラムプスと名乗ったドラグ・ヘッドらしき者はぎこちない笑えみを浮かべた。筋きん肉にくの動かし方に慣なれていない。そういう笑い方だった。

「まあ、名前などどうでも良いのだが、お前たちは個体を判はん別べつするために名前という文字の羅ら列れつを使うのだろう？　くだらんことだと思うがな」

　その一言で、イェンの脳のう裏りに天てん啓けいのように答えが閃ひらめいた。

「貴様、《蛇タナトス》……進化したというのか？」

「状じよう況きように適てき応おうし、対応する事が進化というのならば、そうなのだろうな」

　メラムプスがまた笑みを浮かべた。刻こく一いつ刻こくと人身の使い方を習しゆう熟じゆくしているのを示し、その笑みは凄せい惨さんとしたものだった。

「なにしろこれほど長い時、餓うえたままなのは初めての経けい験けんだからな。必死にもなろうというものだ」

　メラムプスが怒ど気きと殺気をイェンに収しゆう束そくさせた。イェンは右腕を失い、さらに胴どう体たいや足に大きな穴あなが開いていた。出血はすでに止まっているが、まともに動く事はできない。現げん在ざい、《マキナ》によって傷きずをふさぎ、腕の再生が行われているが、瞬時にというわけにはいかない。それがドラグ・ヘッドの限げん界かい。

　ステューピッドをもう一度……イェンは迷まよった。脳裏には先ほどのレアナの姿が浮かんでいる。今、ステューピッドすることが怪け我がを癒いやしているはずのレアナに悪い影えい響きようを与あたえるのではないか？　それを恐おそれた。

「おまえたちは恐るべき敵てきだったよ。だが、《私》には敵という存そん在ざいは必要ない」

「！」

　勝者の余よ裕ゆうが、すでにメラムプスにはあった。銃剣をこちらに向け、ゆっくりと砲口に光を籠める。イェンは即そく座ざに行動に移うつった。

　ここで自分が死ぬわけにはいかない。イェンは現在、世界に残ったドラグ・ヘッドの指し揮き官であり、唯ゆい一いつの《蛇タナトス》との戦せん闘とう経験者だった。アークマスターレスフオールに仕えるドラグ・ヘッドとして、《蛇タナトス》と戦う者としての論ろん理りが一瞬、主への忠ちゆう誠せい心しんを超こえた。

「お許ゆるしを！」

　ここにいないレアナ主に詫わび、ステューピッドを発動──

「！」

　──させるための精せい神しんの銃爪ひきがねがなんの手て応ごたえも示さない。

　イェンは愕がく然ぜんとした。その時初めて気付いたのだ。

　レアナとの間になされた契約が解消されていた。

　光が視し神しん経けいを焼き、イェンは白の世界に突つき落とされた。
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　シィナの驚おどろきの理由がナギリたちにはわからなかった。なにしろレアナの肌にある《マキナ》を見るのも初めてなのだ。それが変化していようと、わかるはずがない。

「医い療りよう主しゆ任にん！」

　シィナが悲鳴に近い声を上げた。声に応え、再さい生せいポッドのすぐ側そばにいきなり、白衣を着た中年の男が現れる。ナギリたちが驚いた顔をしていたが、シィナはそんなものにかまわず、その男に激はげしく問うた。

「マスターの《マキナ》に異い常じようが見られる。原げん因いんは？」

「原因は不明です。ですが、なんらかの外的要因による強きよう制せい契約解かい除じよであろうと推すい測そくします。これはレスフォールによるものではありません。不正な情じよう報ほう侵しん食しよくです」

　淡たん々たんと話すその医療主任にナギリが手を伸のばした。その手がするりと男の肩かたをすり抜ぬける。ナギリは不思議そうにすり抜けた手をひらひらと振ふる。他の三人は顔を強こわ張ばらせてシィナに無言で説明を求めたが、彼女は難むずかしい顔をしてレアナを見つめていた。

　医療主任がナギリに目を向ける。感情のない瞳ひとみにナギリが慌あわてて手を引っ込めた。

「現地の方ですか？　私は医療システムの説明役を務つとめる立体映えい像ぞうで、実在の人間ではありません」

「は、はあ」

　よくわからない説明に、ナギリは芸のない返事をするしかなかった。

「《蛇タナトス》か……」

　ポツリと、シィナは呟つぶやくと医療主任を再ふたたび見上げた。

「医療主任、グリーのメインシステムに連結。外がい殻かく上の艦かん隊たいに連れん絡らくをとりたい」

「それは不ふ可か能のうです」

「なぜだ？　緊きん急きゆう事じ態たいなんだ。外殻上うえの戦いで、《蛇タナトス》がなんらかの性せい質しつ変化を起こしたか、それを知りたい」

　シィナの再度の要求にも、立体映像の男は冷たく首を振った。

「外殻上への通信そのものが不可能なのです。この世界はすでに孵ふ化かを始めようとしています」

　その答えに、シィナは表情を歪ゆがめた。事情のわからないナギリたちもシィナにただ事ではない雰ふん囲い気きを感じ、息を潜ひそめた。
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「私は二度と、ここに戻もどってくる事はないだろう」

　その言葉がレスフォールのものであることを、レアナは疑うたがわなかった。夢ゆめを見ている、という漠ばく然ぜんとした認にん識しきがレアナを包み、目の前に立っているはずなのに、姿すがたを見ることのできない不可思議な人物に視線が注がれる。

「孵化が始まるのね」

　この声にも覚えがある。マシン・ドライブをめぐる事じ件けんの時に見た夢の中で聞いた声だ。レアナは、この人物の視点でレスフォールを見つめていた。

　レスフォールの時代がレアナの中で再生されている。だから厳げん密みつには夢ではない。レアナの中にあるレスフォールの血が見せる、過か去この再生だ。

「そうだ。自じ我がの形成が行われるこの期間に、同位存在である私が内部にいることは悪い影響を及およぼす。そうでなくとも《蛇タナトス》を消すために荒あら療りよう治じを行っているのだ。手しゆ段だんと目的を取り違ちがえてしまっては話にもならん」

　その言葉に毒が混まじっていたようにレアナは思えた。声の主もそう思ったのか、不ふ快かいの念をレアナは感じた。

「わたしはなんの後こう悔かいもしていないわよ」

「フォルストー……」

　それが声の主の名前なのだろう。

「そのような姿になってもか？」

「ええ。前にも言ったはずよ。わたしはこの世界をとても気に入っているの。生身のままではあなたのようには生きられない。だけど、無機の情報集積体となればそれも可能。わたしはここで、この世界を見つめつづける」

　言葉の通り、フォルストーの心から後悔は感じられなかった。それどころか、どこか喜びに浸ひたっているような感かん触しよくを受ける。無機の情報集積体という言葉はレアナにはわからなかった。だが、フォルストーが幸福を感じているというのは確たしかだ。

「多少の延えん命めい措そ置ちに過すぎんがな。ステューピッドでお前の生命は根こん源げんから削けずり取られている。有機物質から脱だつしたといっても、それを克こく服ふくできるわけではない」

「そんな事はわかっているわ。だからこそ、わたしはあなたの申し入れを受けるのよ。その代だい償しようがわたしをさらに生かす。そしてそれが……わたしの子たちの役に立つのなら、喜ぶべき事ではなくて？」

　それに、レスフォールはなにも答えなかった。答えなかったのか、それともその言葉を聞くことができなかったのか……レアナは目の前の光景が黒くなっていくのを薄うすい意識の中で感じていた。意識が再び深い底へと落ちていく。レアナはそれに逆さからう事もできず、意識の暗転を受け入れた。
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「やはり……そういう事か」

　ポツリと呟いたラングスの言葉に、ナギリは移い動どう装そう置ちの光の円から錬れん金きん術じゆつ師しに目を向けた。

　二人は今、医い療りよう部ぶから通路へと出ていた。シィナはさっさと一人でどこかへと行ってしまい、セレンとリオンはレアナの前から動かない。

　ナギリとラングス、二人は決して友好的な関係ではない。だが、二人には共通しているものがある。好こう奇き心しんだ。ただ、ラングスの好奇心の源みなもとが錬金術師としての知的欲よつ求きゆうで、ナギリのそれは子こ供どもじみた、珍めずらしい物好きという違いはあるが。

「なにがよ？」

「レスフォールという時代そのもののことだ」

「それぐらい察しがつくわよ。まさかこんなタイミングで、甥おいとおっさんの顔の似にてなさを悩なやんでたなんてわけないじゃない」

　毒のあるちゃちゃに、ラングスは不ふ機き嫌げんにアソビベの神み子こを睨にらんだが、それでも話を続けた。

「レスフォール時代の特とく異いさはいまさら言うまでもないだろうが、なぜ特異なのかは誰だれにもわからなかった。わかってしまえば簡かん単たんだ。レスフォールはこの世界の者ではない。人間であるかどうかも怪あやしいな」

「はあ、なるほどね」

　錬金術師の言葉に、ナギリはそれほど感かん銘めいを受けた様子はなかった。

「まあ、こんなものを見ればね」

　ナギリたちを浮うかせて運ぶ移動装置を見て、そう呟つぶやく。

「レスフォール時代が、現げん在ざいの文明発はつ祥しよう以前に存そん在ざいしたというのならば、我われらには及びもつかぬ、超ちよう文明と呼よぶべきものが存在したという論ろんも立つが、ドラグ・ヘッドが発はつ掘くつされたのは三百から二百年前の地ち層そうからだ。一世紀の空白を現在の考古学者がその痕こん跡せきを見つけるまで誰も気付いていなかった。その周辺の時代の記録にもそのような記き述じゆつはない。だが、そんな事はこの施し設せつの発はつ展てんぶりを見れば可か能のうなのかもしれない。そしてそれだけ進んだ文明が、ほんの一世紀間にのみ発生し、そして消しよう滅めつしたなど考えられるものではない」

「で、レスフォールは世界の外からやってきた……と？」

　結論を言われてラングスはまたも不快そうに顔を歪めた。嫌きらいな相手が嫌いやがるのは喜ばしい事だ。ナギリはにやりと笑って見せた。

「だが、まだ納なつ得とくできないものもある」

「ん？」

「《卵たまご》だ」

　その単語に、今度はナギリが嫌な顔をした。先日、その《卵》を巡めぐって目の前の錬金術師とやりあったばかりだ。

「あれは、レスフォールの遺い産さんだ」

「……根こん拠きよは？」

　ナギリが表ひよう情じようを消した。慎しん重ちように相手の言葉の意味を探さぐろうと、瞳ひとみを険けわしくしてラングスを見つめる。

「儂わしは以前、ここ以外でレスフォールの遺跡を見たことがある。まあ、そこはここほど完全な形では残っておらなかったが、それでもある一つの装置が動いておるのは見た。そこで儂は《卵》が作られるのを見た。……知らんとは言わせんぞ、アソビベの神子。なぜならば儂がそれを見たのはアソビベの聖せい地ち、天あまの遊あそびの大たい社しやの地下だからな。儂はあれを見て、なぜアソビベには多くの神や物ものの怪けがおるのか納得したものだ」

　過か去こに思いをはせて遠くを見るラングスに対し、ナギリの表情は見る間に険しくなっていった。

「……思い出した。ずっと前に由ゆ真ま家から勘かん当どうされた神子がいたわ。されたのは大社の秘ひ奥おうの地に外部の者を招まねき入れたから。あんただったんだ。さすが詐さ欺ぎ師し。女を騙だますのもお手のものってわけだ」

「勘かん違ちがいしてもらっては困こまる。儂はあの女を騙すつもりなどなかった。それどころか、由真家には敬けい意いを抱いだいておった。あの頃ころの儂は《混こん沌とん》の増ぞう幅ふく炉ろとしての《卵》を研究しており、そのためには《卵》によって変じた聖せい霊れいの多いアソビベが最さい適てきだと判はん断だんしただけだ。由真家にあんな秘ひ密みつがあるなど、考えてもおらなかったわ」

「ふん。どんな言い訳わけしたって、女一人を不幸にしてそ知らぬ顔をしてる奴やつなんてクズに決まってる」

　ナギリは零れい下かの視し線せんを叩たたきつけると、移動装置の円から無理やり飛び出した。光の円はわずかに抵てい抗こうをみせたが、それでもナギリを解放する。

「クズ野や郎ろうとこれ以上一いつ緒しよになんていられない。あんたの命が今あるのは、おばさんの嘆たん願がんのおかげだって身に染しみな。下げ衆す！」

　吐はき捨すてると、ナギリはラングスに背せを向けた。

　ただ一人、移動装置で運ばれるラングスはその背を黙だまって見つめる。その目は過去の後こう悔かいに胸むねを突つかれ、苦く渋じゆうに満ちた光を放っていた。
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　その頃シィナは、苛いら立だちを隠かくせなかった。

「どうなってんだ！」

　兵器管理室の操作卓コンソールを叩き、シィナはモニターに怒ど鳴なりつけた。それで何か別の答えが返ってくるわけもなく、モニターには『残有兵力なしエンプテイ』の文字が点滅するのみだった。

「マシン・ドライブを一機も残してないなんて……手て抜ぬきもいい所だ！」

　この場にいないレスフォールに怒鳴り、シィナはさらに操作卓コンソールをいじり、工こう房ぼうの様子を確たしかめた。そこには三機のマシン・ドライブが修しゆう理りのために格かく納のうされている。

〝ヴェイオウルフ〟と〝ミストレス〟、そして〝円えん卓たく騎き士し〟だ。ジオストックの街に残ざん骸がいを残しておくわけにもいかず、シェルに入れておいたのだが、こんな場所で役立つ事になるとは思わなかった。修理状じよう況きようを確かく認にんする。〝ヴェイオウルフ〟と〝ミストレス〟はそれほど問題はない。長期間の巨きよ人じん石化で使えなくなっていた幾いくつかの兵装が使用可能になるのはありがたい。だが、〝円卓騎士〟の方はあの時、イェンに徹てつ底てい的に破は壊かいされたため、修しゆう復ふくには時間がかかるだろう。

「三機、どっちにしても絶ぜつ望ぼう的だ……」

　メラムプスの情じよう報ほうはすでにグリー基き地ちにも入っていた。解かい析せきができるかどうかはわからないが、その戦せん闘とう能力がドラグ・ヘッドを上回る事だけは確かだ。さらに《蛇タナトス》特有の再さい生せい能力がメラムプスの戦闘能力を支ささえている。ドラグ・ヘッド側の劣れつ勢せいは動かないどころか、敗北の領りよう域いきに押おし込こまれているように思えた。

「くそっ」

「よろしいですか？」

　不意に現あらわれた医い療りよう主しゆ任にんに不ふ機き嫌げんな視線を浴びせ、シィナは深く息を吐はいて気分を落ち着かせた。人工知能に文もん句くを言っても始まらない。

「なに？」

「レアナ・バーミリオン様ですが、あのお方の《マキナ》の情報侵しん食しよくはやはり《蛇タナトス》によるものと判はん断だんします」

「《蛇タナトス》が《マキナ》の解析に成功しているって言うの？」

「完全な解析ではないでしょうが、どのような原理かは知られていると判断してもおかしくないでしょう。イェン・シェンカーに攻こう撃げきした際さい《マキナ》に干かん渉しよう、レアナ・バーミリオン様との契けい約やく部位を集中的に破壊したようです。情報侵食というよりは……ハードそのものを破壊するような乱らん暴ぼうさですが。レアナ・バーミリオン様の負ふ傷しようは、それが原因げいいんです」

「……今後、《蛇タナトス》が《マキナ》に、より深度の強い干渉をしてくる可か能のう性せいは？」

「現在の《蛇タナトス》の状じよう態たいは、基地のデータバンクに存在しないものです。未知数としかいいようがありません。ただ、適てき応おうする事に時間がかかりましたが、応用にも同程てい度どの時間がかかるとは限かぎりません」

　集まってくるのは最悪の情報ばかりだ。シィナは頭を抱かかえたくなった。そもそもシィナはマシン・ドライブを命令どおりに動かす事はできるが、《蛇タナトス》の行動を予よ測そくして作戦を立てるという事はできない。それはマスター主の役やく割わりだ。レアナに会いたいレアナに会いたいレアナに会いたい……レアナにレスフォール時代のマスターの役を求めるわけではなく、ただレアナの顔が見たかった。大だい丈じよう夫ぶと抱だきしめて欲ほしい。それだけでなんとかなるような……

「おねえ……」

「なんていうか……大ピンチ？」

　新たな声に、シィナは慌あわてて言葉を飲み込んだ。振ふり返れば、そこにいたのはナギリだ。

「あんまりうろちょろするな。迷まい子ごになっても知らないぞ」

「ふん」

　ナギリの反はん応のうが普ふ段だんと違う事に、シィナはすぐに気付いた。いつもなら憎にくまれ口を叩こうものなら、喜び勇んでおちょくってくるだろうに……

「レアナの怪け我がってば、ひどいわけ？」

「いえ、怪我そのものは一両日中に回復いたします」

　答えた医療主任に気のない返事をすると、シィナを見る。

「ちょっと、聞きたいんだけど。いい？」

　ナギリの深しん刻こくな表情に、シィナはわずかに逡しゆん巡じゆんした。

「答えられない事は言えない」

　レスフォール時代の事は情報規き制せいがかかっている。話してやりたくても話せない事こと柄がらは多い。ナギリは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたようだが、すぐに表情を改めた。

「《卵たまご》。あれはレスフォールの遺い産さんなわけ？」

　ラングスの放った疑ぎ問もん……ラングス自身は気に入らないが、だからといってその疑問はナギリにとっても無む視しできるものではなかった。ラングスの言う通り、アソビベは世界で最も《卵》の数が多い。そのためにアソビベは術じゆつ理り大国として小さな島国ながら、決して侮あなどられる事なくいままであった。ナギリはそのアソビベの神み子この一族だ。自分の一族にも関かかわる疑問がナギリに問わせた。

「……うん。そうだ」

　シィナは頷うなずいた。以前にバーミリオン家のメイド、リンにも話したことがある。リンは理解しなかったようだが、今、ナギリに話せば、きっと理解するだろう。

「あれの本当の名前はオヴン。《蛇タナトス》に対するデコイとして作られた」

「デコイ？」

「あれは一つの世界だ。模も倣ほうされた、偽にせ物ものの世界だけど……世界を食くらう《蛇タナトス》にはデコイ囮として役に立つから、作られ使用された」

「でも、おかしいじゃない？　《卵オヴン》はレスフォールの時代以前にもあった。歴史の教科書にはそう載のってる」

「…………」

　シィナは何も言えなくなった。唇くちびるは動いたが、息が吐けない。脳のう内ないに施ほどこされた情報規制にひっかかり、ナギリの質しつ問もんには答えられなかった。

「《卵オヴン》はもとからこの世界にあったわけ？　それを、レスフォールが使えるからって作ったの？　それとも、元からレスフォールが作ったわけ？」

「…………」

　シィナは哀かなしげに首を振るだけだった。喋しやべれないと、態度が言っている。ナギリは興こう奮ふんした様子でシィナを見ていたが、やがて首を振って冷静さを取り戻もどした。

「そう……悪かったね」

　ナギリは肩かたを落として兵器管理室を出て行く。

「いまさら秘ひ密みつも何もないじゃない！」

　扉とびらが閉しまるその瞬しゆん間かん、ナギリの激げき発はつした声が響ひびいた。シィナは身を縮ちぢこまらせ、閉とじた扉が沈ちん黙もくし続けるのを見守った。扉はそのまま開くことはなかった。

　やがてシィナは重い吐と息いきを零こぼし、操作卓コンソールに手を伸のばすと、自分のやるべき事に集中した。呟つぶやくべき言葉は飲み込んだまま、喉のどの奥おくから出てくることはなかった。




　ラングスを乗せた移い動どう装そう置ちは、やがて一つの部屋へと入っていった。

「さて、ここはどこだ？」

　なにしろ使い方がわからない。ナギリと二人であーだこーだ言っている間に動き出したのだから、自分がどこに運ばれたのか、ラングスは見当もつかなかった。

　部屋は暗かった。だが、暗くら闇やみの中で立ち回るのには慣なれている。皮ひ膚ふ感覚が、この部屋がそれほど広くないことを教えた。どちらかといえば狭せまい。

「基地と言っていたが……なんとも無用心だな」

　元怪かい盗とうのラングスにとって、この無む警けい戒かいさはかえって気味が悪かった。いままで秘密のベールに包まれていたレスフォール時代の施し設せつが、完全な形で残されているのだ。それなのに部外者に対してなんの対たい策さくも講こうじているようには見えない。

　これではなんのためにドラグ・ヘッドに沈黙させていたのか……

「意味がわからんな」

「この施設に、もう意味がないからよ」

　その声に、ラングスは髪かみのない頭が凍こおりついたような気分になった。どれだけ探さぐっても人の気配はまるでない。ラングスは正体の摑つかめない声に身構えた。

「ああ、驚おどろかせたかしら？」

　落ち着いた女じよ性せいの声は少しもすまなそうではなく、むしろ久ひさしぶりの話し相手の登場に嬉うれしそうにしていた。

「いま、明りをつけるわね」

　次の瞬間、空間に白々とした光が満ち、ラングスはまぶしさに目を細めた。

　予想通りに狭い部屋だ。ラングスの歩ほ幅はばで十歩ほどの正方形の空間。さらに中央に台だい座ざのようなものがあり、狭苦しさを増ましていた。

　台座の上には剣けんが浮ういていた。

　人の姿すがたはどこにもない。

　しばし人がいないことをいぶかしんだラングスだが、これもまたレスフォール時代の技ぎ術じゆつなのだろうと、簡かん単たんに気分を切り替かえた。医い療りよう部ぶとやらいう場所では幻げん影えいの人間を見たのだ。声だけの人間もいるかもしれない。

　それよりも、錬れん金きん術じゆつ師しとしての興きよう味みが目の前の剣に意い識しきを向けさせた。

「これは、ホシルリガネか？」

　夜空を切り取ったかのような蒼そう闇あん色の剣身は、ラングスの視線をその内ない奥おうに吸すい取ってしまいそうなほど深い色をたたえていた。

「なんと、深い色だ。……こんなもの、儂わしにはとうてい作り出せんな」

「あら、嬉しい事を言ってくれるわね」

　剣身に封ふうじられた星の光が声に合わせて瞬またたいたように見えた。ラングスは目を瞠みはる。

「はじめまして、現げん地ちの方、わたしの名はフォルストー・ＬⅡ。この地ではホシルリガネと呼ぶようになったのね。わたしたちは夜殻素材マテリアルナイトと呼ぶのだけれど」

「もしや……」

　滔とう々とうと聞こえてくる声の元を探さがし、ラングスは再ふたたび蒼闇色の剣に目を戻した。声の聞こえてくる方向から考えても……

　クスクスと、声が笑う。

「そうよ。あなたの目の前にいるのが、わたし」

「なんと……剣が喋るのか」

　心構えをしていたにもかかわらず、ラングスは驚き、好こう奇き心しんに目を光らせた。

「あなたは一体、何者だ？　いま、儂を現地の者と言ったな？　ならばやはり、レスフォールに連なる者たちはこの世界の外の生物なのか？」

「連なる者……ね。なかなか素す敵てきな言い方をしてくれる。たしかにそうだけれど、それは言うなれば、あなたを『この世界に連なる者』と言うのと同じような関係かしらね」

「では、《卵たまご》だ。あれはレスフォールの遺産なのだろう？　それなのに、なぜ、それ以前に《卵》に関わる歴史がある？」

　ナギリがシィナにした質しつ問もんだ。この話をしたがためにナギリを苛いら立だたせた事など、ラングスは気にしていない。賢けん者じやに問いを発する求道者のようにラングスは答えを求めた。

「さあて、なぜでしょうね？」

「情じよう報ほうを規き制せいされているのか？　ならば儂の推すい論ろんを聞いてもらおう。《卵》はレスフォールが作った。これは間ま違ちがいあるまい。そして世界に散らばる《卵》の数、世界中で散見できる巨きよ人じん石からして、回かい収しゆうが不ふ可か能のうなものはそのまま放置したと思われる。同時にドラグ・ヘッド、そしてシィナと呼ばれる人型兵器を操あやつる者のような自我のある者には、情報を規制するようにした。あの人型兵器は巨人石なのだろう？　巨人石には何かの処しよ置ちをしたようには見えない。おそらく多くの巨人石は人型兵器に戻る事はできぬのだろう。だが、《卵》は違う。故ゆえに、《卵》は元からあったと思わせる必要があった。なればこその歴史の改かい竄ざんだ」

　ラングスが一気に喋る。その間、フォルストーは沈黙を守った。形が剣であるだけに、どういう表情をしているかなどわかりようもない。苦りきっているのか、それとも楽しげに聞いているのか……ラングスは反はん応のうを待った。

「……半分ほど正せい解かい。という所かしら」

　声は楽しげだった。しかしそれは、ラングスとの問答を楽しんでいるというよりも、会話ができることそれ自体を楽しんでいるように、ラングスは感じた。

「半分？」

「そう、半分。正解に必要な文章が足りない。あと、間違ってる部分もある。だから三角ぐらいなら上げられるけど、丸はだめね。ああ、そうそう。べつにわたしは情報規制なんてされていないわよ。それに、もうすぐ情報規制の意味もなくなるだろうし」

「意味がなくなる？」

　どういう事だと問う前に、フォルストーは言った。

「秘ひ密みつにしておく意味がなくなるという事。どういう経けい緯いがあろうと、《卵》はすでに現げん在ざいの文明にきちんと食くい込んでいる。だからまあ、《卵》──オヴンね──は、それほど秘密にしている意味もないし、事実を知ったところで今のあなたたちならそれほど混こん乱らんもしないのではないかしらね。事実を否ひ定ていしたい人はするだろうし、肯こう定ていしたからといって今の生活が変わるわけでもないもの。ドラグ・ヘッドたちの情報を規制したのは、発見されるのがもっと早い段だん階かいだった場合を考こう慮りよしての事だし……それに孵ふ化かしてしまえば、それどころではなくなるかもしれない」

「孵化？　それどころではなくなる？　どういう事だ？」

「ヒント。オヴンはこの世界を模も倣ほうしている」

　クスリという笑いを零こぼした後、フォルストーは再び沈ちん黙もくした。だがこれはラングスの反応を待っての事だ。

　ラングスは言葉の意味を探ろうと、深い思案に入っていった。
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　レアナは再び夢ゆめの中へと入った。

「フォルストー……」

　レアナを──フォルストーを見て、奇き怪かいな色の液えき体たいに全身を汚よごしたイェンは、呆ぼう然ぜんとした表情を作っていた。イェンのこんな顔を見るのは初めてだ。レアナは胸むねが締しめ付けられる気がした。それははたして、イェンの表情が作り出す感情に感化されてのことなのか、それとも、イェンにこんな顔をさせたフォルストーに対して嫉しつ妬としているのか──答えを意い識しき的に出さず、レアナはイェンを見つめた。

　レアナ──フォルストーは、イェンに摑つかまれていた。それはとてもおかしな構こう図ずだ。まるで自分が人間ではなく、別のものに変化したようなおかしな感覚だった。

「なぜ、こんなことを……」

　虫が這はいまわるような感覚に、レアナは身み悶もだえしそうになった。これはもどかしさだ。そしてレアナの感覚ではない。フォルストーがもどかしさを感じている。話したいのに、話さない。フォルストーの気持ちがレアナにはわかった。

　そして同時に、自分がフォルストーの末まつ裔えいであることをレアナは理解した。レスフォールの血が見せる過か去この再さい生せいならば、その血に宿る記き憶おくの持ち主はレアナの祖そ先せんという事になる。

　レアナの祖先もまたイェンの主だった。それもまた驚おどろきだが。

「私はあなたに……癒いやされたこの世界を見せたかった」

　イェンがフォルストーにそんな台詞せりふを吐はく事が、胸を痛いたくさせた。







　抗こう体たいたちへ捧ささげる葬そう歌か
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　グリー基き地ちで幾いくつかの出来事が起きている間、テルトアではなおも激げき戦せんが続いていた。

「イェンさん！」

　呼よびかけるミランの声に応こたえ、イェンは視し神しん経けいが回かい復ふくした目を開いた。

「あ～、よかったです～」

「たすかりました」

　メラムプスの光こう条じようが放たれる寸すん前ぜんにミランによってたすけられたイェンは、ほっと胸を撫なで下ろす彼女に素す直なおに頭を下げた。《マキナ・ハウル》によって現げん状じようの確かく認にんはできていたが、やはり生の視覚は違ちがう。数分ぶりの鮮せん烈れつな色しき彩さい感覚に軽い目眩めまいを感じ、イェンは頭を振ふった。

「ところで、なんなんですかあれは？」

「さて……」

　ミランの不安な視線から逃のがれるように、イェンは体の再さい生せい具合を確たしかめた。右みぎ腕うでは肘ひじの辺りまで再生が終わっている。体に空いた穴あなもあらかた埋うまり、軽い筋きん肉にくのひきつり以外は問題なさそうだ。

「まるで、ドラグ・ヘッドですよ？」

「あれは私も初めて見ました」

《マキナ・ハウル》からの戦せん況きよう報ほう告こくは最悪を極きわめた。本来の《蛇タナトス》に加え、あのメラムプスだ。メラムプスには手出しせず、《蛇タナトス》への攻こう撃げきに集中するよう指し示じしているが、メラムプスも動かないわけではない。千に近いドラグ・ヘッドがメラムプス一体に翻ほん弄ろうされ、打ち倒たおされていく。確実に戦力を削けずられていた。

「《蛇タナトス》が進化した。そう考えるしかありません。しかも、ドラグ・ヘッドの能力を真ま似ねるという形で」

「そんな……」

　ただし、真似ているのはあくまで外見だけだろう。《マキナ》が解かい明めいされたとは思えない。だが、元々《蛇タナトス》は多数の生命体が寄よせ集まり、状況に応じて己おのれの役割を変える群ぐん体たい生物だ。銃剣などの変化は、やろうと思えば出来るに違いない。それ以外の事は……もともと発生した場所、生命としての質しつ、生きた長さが違う。完全な解明はイェンには無理だ。

「とにかく、あの二つを同時に消しよう滅めつさせる事は現状では不ふ可か能のう……そう判はん断だんするしかないでしょう」

「それじゃあ、どうするんですか？」

　頼たのみのイェンに無理と言われて、ミランの顔は蒼そう白はくになった。だが、イェンは絶ぜつ望ぼうしていない。イェン・シェンカーは絶望しない。主の死以外の事では決して絶望しない。

「無理ならば各かつ個こ撃げき破はをする。それだけです」

　フォルストー前主は、この世界の美しさを愛した。それを破は壊かいする《蛇タナトス》を憎にくんだ。そしてレアナ現主は平和を愛し、争いを憎む、恐きよう怖ふしている。そこにドラグ・ヘッドの、レスフォールの刻きざんだ宿命が重なる──《蛇タナトス》の存そん在ざいは認みとめない。

「《蛇タナトス》の存在を、私は一いつ片ぺんたりとてこの世界では認めない」

　断言するイェンの瞳ひとみに宿ったものを見て、ミランは息を吞のんだ。イェンは底冷えのする光を宿した視線をメラムプスに向け、もう一度呟つぶやいた。

「認めはしない」

　傷きずの癒いえた胸を撫でる。《マキナ》の紋もん様ようを手て触ざわりで感じる事などできないが、胸に大きな穴が開いたままのような錯さつ覚かくに、イェンは眉まゆを寄せた。

　契けい約やくの《マキナ》が消え去っていた。

『お兄さんはレアナの執しつ事じになってくれるの？』

　暗い石室の中からイェンを引きずり出したあの声が、頭の中から遠とお退のいていく……それを必死に摑もうとしている自分に、イェンは血の気の引く寒さに襲おそわれた。そんな事をしなくてはならない自分の無様さを殺してしまいたい。あの時の喜び……フォルストーの血がこの世界で生きているという喜びに、こんな結末を与あたえるわけにはいかない。

「イェンさん……？」

　怖こわ々ごわと話しかけるミランには応えず、イェンは戦場を睨にらみつけた。一体のドラグ・ヘッドが《蛇タナトス》の顎あごにつかまり、嚙かみ砕くだかれた。それを横目に、イェンはメラムプスを観察する。跳ちよう躍やくしたメラムプスの、銃剣を真似た刃やいばが、一体のドラグ・ヘッドを背はい後ごから切り裂さいた。斬ざん撃げきは頭とう頂ちようから股またまで駆かけ抜ぬけ、ドラグ・ヘッドは破は裂れつしたように左右に分かれ、血を撒まいて地面に落ちていく。さらに一体、切りかかったドラグ・ヘッドの剣を、メラムプスは受けるのではなく斬きり飛ばした。剣身は半ばから真っ二つになり、剣の向こうにあったドラグ・ヘッドの肩かたから上が斜ななめにずれて、分かれた。

　空中で跳ちよう躍やくと重力が均きん衡こうし、メラムプスは一いつ瞬しゆん、宙に止まった。そこに十数体のドラグ・ヘッドが銃剣をきらめかせ、光条を収しゆう束そくさせる。光の奔ほん流りゆうはメラムプスを中心に交こう錯さくし、星散光の輝かがやく空に散らばっていった。

「やった！」

　光に飲み込こまれたメラムプスを見て、ミランが快かい哉さいを上げた。皮肉な話だが、《蛇タナトス》に対する戦せん闘とう経験のない最終生産型ドラグ・ヘッドは、対ドラグ・ヘッド戦においてはイェンよりも戦闘経験が豊ほう富ふだった。イェンは《マキナ・ハウル》によって彼らの戦闘経験を自らに流し込むと同時に、彼らの戦い振りと、それに対たい処しよするメラムプスを観察し、自らの物ではない経験に、自らの技ぎ量りようを重ねあわせていくという作業を行う。

（回復した時が、貴き様さまの最期だ）

　再さい生せいされていく神経のむずがゆさを殺気で焼き殺しながら、光が消え去るのを待つ。

「ああ！」

　ミランが悲鳴を上げた。

　メラムプスは光条に貫つらぬかれ、焼き尽つくされ、もはや人の形を残していなかった。握にぎり潰つぶした泥どろ玉だまのような姿すがたになったメラムプスが、煙けむりを噴ふきながら地面に落ちていく。

　その落ちていく最中に、再生は行われた。目を疑うたがうばかりの速さで失われた質量が取り戻もどされ、人の形へ戻る。

「反はん則そくです！」

　訴うつたえてくるミランに、イェンは軽い腹はら立だちを感じた。護ご衛えいのつもりで側そばにいるのだろうが、ミラン一人が側にいた所で、役には立つまいという判断がイェンの中にはある。同時に、普ふ段だんならば受け流せるミランの幼よう稚ちさに苛いら立だちを感じる事が、自身の余よ裕ゆうのなさを露ろ呈ていさせているのに気付いて、思わず舌した打うちしてしまった。

「《マキナ》の再生ならば周囲の空間にある物質を転てん換かんさせるのですが、メラムプスは《蛇タナトス》。裏り面めん空間にある腹に収おさめられた世界から、直ちよく接せつ物質化させているのでしょう」

　あの《マキナ》はただの飾かざり……そう感じると、蠢うごめく黒い紋様におぞましさを感じた。ミランが体を震ふるわせ、イェンに訴えかけてくる。

「じゃあ、死なないじゃないですか！」

「死にますよ。質量保ほ存ぞんの法則は《蛇タナトス》にだって通用する。裏面に備び蓄ちくされた栄養素世界が完全になくなってしまえば、《蛇タナトス》だって再生はできない」

　もっとも、そういうイェンとて《蛇タナトス》が完全に死んだところなど見た事はないのだが……もちろんそんな事はミランには言わない。冷静に考えればミランにだってわかることだ。

（冷静に……？）

　再生したメラムプスは、狼ろう狽ばいするドラグ・ヘッドたちに襲いかかり、数体を切り伏ふせた。……それから視し線せんを外し、《蛇タナトス》に目を向ける。《マキナ・ハウル》も利用して、《蛇タナトス》の全体を調べる。

「新たなメラムプスが出てくる様子はないですね」

「はへ？　そういえばそうですねぇ？」

《蛇タナトス》のどこを見ても、別のメラムプスが現あらわれたような変化は見られない。《蛇タナトス》にしても現げん在ざいの質量を保たもつばかりで、増ぞう殖しよくをしようとはしない。レスフォール時代の戦いでは増殖の速度に、消滅の速度をどう上回らせるかに奔走し、ついに外がい殻かく上に追い出すまで一世紀の時がかかったというのにだ。

「……《蛇タナトス》も、限界の時が近いという事か。だが……」

　メラムプス一体を支ささえるのに、《蛇タナトス》は労力の全すべてを使っているのかもしれない。だが、だからといって、今現在の劣れつ勢せいが覆くつがえるわけでもない。

「ここをしのげば、勝てる」

　それでもイェンは言った。その言葉にミランが表ひよう情じようを明るくする。立ち上がり、完治した右みぎ腕うでの具合を確たしかめると《マキナ》を発動、二本の剣けんを両手に持つと、全員に指し示じを下した。

「《蛇タナトス》に集中攻こう撃げき！　メラムプスは私が押おさえる！」

　イェンのその言葉で、メラムプスを囲んでいたドラグ・ヘッドたちは一いつ斉せいに《蛇タナトス》へと向かった。メラムプスがそれを追おうとするが、横合いから飛び込んだイェンの斬撃を受けて、吹ふき飛ぶ。

　地面に衝しよう突とつする寸すん前ぜんに体を回転させて着地したメラムプスは、涼すずしい顔でイェンを見た。イェンは双そう剣けんを持ち上げ、収しゆう束そくさせた殺意をメラムプスに叩たたきつける。

「やはりお前が来るか。ふむ……個こ体たいを判はん別べつするというのもなかなか楽しいものだな」

「その余裕が後どれほど保もつのか……見せてもらおうか？」

「お前たちを殺し尽つくす間ぐらいは保つよ」

　メラムプスが剣を振ふり下ろす。無む造ぞう作さと言ってもいい動作にはドラグ・ヘッドを凌りよう駕がする膂りよ力りよくが込められている。イェンは双剣を交差させて受け止めると、勢いきおいを右に流す。剣は地面を割わり、長いクレバスを生んだ。イェンが左の人差し指を振るった。小さな衝撃波はメラムプスの右みぎ肘ひじを砕く。支えを失って前のめりになったメラムプスに、今度は全身で衝撃波を生み出し、叩きつける。

「ごっ！」

　息を吐はいてメラムプスが飛ぶ。破やぶれた胸むねから血を撒まきながらメラムプスが孤こを描えがく。溢あふれる血が大気に点を打つ。その血を、追いかけるイェンが引き裂さいた。

　吹き飛ぶ間に再生を終えたメラムプスが慣かん性せいを力任まかせに打ち破って上体を持ち上げる。眼がん前ぜんにはすでにイェンがいた。銃じゆう剣けんに変えた右腕は光こう条じようを放つ前にイェンに斬きり飛ばされ、胸に剣が力任せに突つきたてられた。メラムプスは真まっ直すぐに地面に落下、背せ中なかからぬけた剣先が地面に食いつき、大地に縫ぬいとめられた。

　イェンが高く跳ちよう躍やくする。残った剣を両手で構かまえ、全身をばねにして背中に回す。剣身では大気が渦うずを巻まき、収束しようとしていた。

「ふっ！」

　鋭するどい呼こ気きと共に、剣を振り下ろす。剣身に集つどった大気の渦は細い竜たつ巻まきと化して、大地に縛しばり付けられたメラムプスに食らいついた。

　怒ど濤とうの勢いがメラムプスを押し潰つぶし、大気の乱らん舞ぶが生む真空が数百の刃やいばとなって切り裂いていく。

「ぐおおおお！」

　赤あか紫むらさき色いろの血ち煙けむりが舞まう中、メラムプスの怒号とも悲鳴ともつかない声が響く。地面が爆ばく砕さいし、土ど砂しやが宙ちゆうを飛び交かう中、反動でさらに宙高く舞ったイェンはさらに剣を振り、衝撃波を叩き込んでいく。爆風が血煙をかき消し、メラムプスの姿は土煙の中に埋うもれた。

「！」

　空気に違い和わ感を覚えた瞬しゆん間かん、イェンは近くにあった砂さ礫れきを踏ふみ、跳躍する。イェンが今までいた場所に光が線を引く。身を翻ひるがえしたイェンは、爆風に押し上げられた土砂に異い物ぶつが混まじっているのを見た。

　腕だ。肘から先の腕が宙に浮うき、銃剣へと変化し、砲ほう口こうに新たな光を溜ため込んでいる。

　気温の変化を、イェンは敏びん感かんに察知した。……気が付けば、周囲には銃剣に変化した腕が無数に土砂の陰かげに隠かくれるようにしてあった。

　その全てが、イェンに向けて光条を放とうとしていた。

「ちぃぃぃぃ！」

　イェンは跳とんだ。周囲の土砂を利用して連続跳躍する。光条が次々と放たれ、イェンの跳躍の軌き跡せきに交こう錯さくする。光と熱に追い立てられ、イェンは土砂の中で跳躍を繰くり返した。

「人の姿すがたを保つ必要がないという事ですか！」

　眼下を見れば、大地に傷きずを癒いやしたメラムプスが立っていた。その姿が一回り小さいように思える。イェンは開いた左手を銃剣に変え、応おう射しやする。光条同士がぶつかり合う。威い力りよくはメラムプスの方がはるかに上だが、土砂の中を舞うメラムプスの銃剣はそれ自体で飛んでいるわけではない。砲口の向き程てい度どは変えられるようだが、後は銃撃の反動に従したがって落下している。イェンはそれらを全て撃うち落とし、地上から光条を放つメラムプスから退たい避ひ、距きよ離りを取って着地した。

「ふむ」

　メラムプスが小さく呟つぶやくのが聞こえた。

「やはりお前は他の個体とは違ちがうな」

「…………」

　イェンは黙だまって新たな剣を生み、再ふたたび双剣を構えた。撃げき墜ついした銃剣分の体積が戻もどったのだろう、イェンの見ている前でメラムプスが元のサイズを取り戻した。

「うるさい奴やつらに指示しているのはお前だ。その方法は……その肌はだの紋もん様よう、それにこの音か？　《私》における脳のうの役やく割わりを果たすのがお前、しかも代だい替がえは利きかんと見た。……それならば」

　イェンは耳を疑うたがった。《マキナ・ハウル》の放つ人の可か聴ちよう領りよう域いきを超こえた高音に、異音が混じったのだ。その音は《マキナ・ハウル》の旋せん律りつを乱みだし、情じよう報ほうの伝達を阻そ害がいした。異常エラーの発生に、イェンは激はげしい頭ず痛つうに襲おそわれた。意味のない情報の羅ら列れつが脳内に飛び込んでくる。

「いやああああああ！」

　一ひと際きわ甲かん高だかい悲鳴はミランのものだ。他のドラグ・ヘッドも苦鳴を発し、動きを乱す。そこを《蛇タナトス》に突つかれ、新たな犠ぎ牲せい者しやが口内に飲み込まれていった。

「くっ！」

《マキナ・ハウル》を解とく。途と端たんに脳を搔かき乱す屑情報ジヤンクの流入は止まったが……ドラグ・ヘッドを指示する事ができなくなった。

「もはやそれはできんぞ。あちらの《私》にもこの音はコピーさせたからな」

　楽しげなメラムプスの声に、イェンは黙って剣を構え直した。
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　再さい生せい液えきの中で泡あわが立つ音が、ときおりガラス筒づつからくぐもって聞こえてくる。それ以外は静かなものだ。薄うす暗ぐらい室内を背はい後ごのガラス筒からの発光が淡あわく照らし出す。足あし下もとに長く伸のびた自分の影かげだけを見つめ続けるのは意外に重労働だった。

　そうでなくても、この雰ふん囲い気きはリオンを苦しい気分にさせる。

「レアナさんの様子はどうです？」

「…………」

　質しつ問もんは黙もく殺さつされた。リオンは苦い顔をして振ふり返ろうとして……

「見ないで！　変へん態たい！」

「見ませんよ！」

　慌あわてて視し線せんを元の位置に戻し、リオンは怒ど鳴なった。背後にはレアナの親友がいて、彼女がリオンを見み張はっている。背中に当たる視線の刺とげ々とげしさが、リオンの感じる窮きゆう屈くつさを強くしていった。

「僕ぼくは、レアナさんの様子を心配してるんです。怪け我がどうです？　治っていますか？」

　答えはやはり沈ちん黙もく。リオンを警けい戒かいする気配だけははっきりと伝わってくる。

「僕は本当に、レアナさんを心配してるんです」

　どれだけ訴うつたえても、やはりセレンは答えない。締しめ付ける胸むねの圧あつ力りよくに押し出される怒いかりを抑おさえようと、リオンは胸から下げたペンダントを握にぎり締めた。そのペンダントには、今は亡なき母親の写真が収おさめられている。チャラチャラと銀ぎん鎖ぐさりの鳴る音が空くう虚きよな室内に流れた。

　脳のう裏りに浮かぶのは一瞬だけ見たレアナの姿。ガラス筒の中に浮かぶレアナは瞳ひとみを閉とじ、生気のない眠ねむりに落ちているようだった。胸の辺りには白い泡が張り付き、所々が赤く染そまっていた。腹はらに刻きざまれた黒い紋様……契けい約やくの《マキナ》が目に焼きついている。

　重なるのはペンダントに収められた過か去この記き憶おく。

「なぜ、レアナさんがこんな危き険けんな目に……」

　リオンはレアナの過去を知らない。世界に名だたるバーミリオン財ざい閥ばつの会長一族にして、祖そ父ふはレンドラントの大だい統とう領りようという、これ以上ない家か系けいに生まれたレアナがなぜこんな危険に直面しているのか……リオン自身もオースティン・エンジニアリングスという、それなりに名の知れた営えい利り団だん体たいの一族だが、リオンがラングスに従って怪かい盗とうのような真ま似ね事ごとをするのは伯お父じであるラングスに恩おんがあり、同時にそれ以前の不ふ甲が斐いない自分が嫌いやだったからなのだが……

「レアナさんにだって、事情がある」

　そうでなければ、イェンにシィナという二人のレスフォールの遺い産さんと出会うことはないだろう。バーミリオン財閥の令れい嬢じようという特とつ権けんは、同じ人間には価か値ちがあっても、イェンたちには意味のないものだ。

「いや……」

　そんな事は関係ない。リオンにとって大切なレアナが危険な目にあって怪我をした。それが許ゆるせないのだ。そこに自分がいれば──仮か定ていの世界を想そう像ぞうして、リオンは首を振った。《蛇タナトス》の話を聞いて、自分に何かが出来たとは思えない。彼女自身の性せい格かくは前回の事じ件けんで理り解かいしている。リオンの怒りはイェンに向けられた。なにをしていたんだ、あの執しつ事じは！

　だがその怒りも、自分の無力さを押し隠すための誤ご魔ま化かしだと気付いていた。

「無力だな……僕は」

　怒りと一いつ緒しよに全身から力が抜ぬけていくようで、リオンは肩かたを落とすと影にため息を吐つきかけた。

　大切な人を失うかもしれない……その恐きよう怖ふをリオンは知っている。両りよう腕うでとともに失われた母の姿を、リオンは頭に浮うかべた。

「あっ」

　セレンが上げた声に、リオンは反はん応のうした。振り返ってもセレンが咎とがめる事はなかった。彼女はガラス筒に張り付き、こちらを見てはいない。

「レアナさん！」

　セレンが叫さけぶ。レアナが目を開けていた。リオンもガラス筒の前に立ち、彼女に呼よびかける。

　レアナは焦しよう点てんのあっていない瞳を虚こ空くうにむけている。二人の声は、ガラスに遮さえぎられているのか、それともレアナの意い識しきが戻もどっていないのか、届とどいている様子はなかった。

　だが、それでも意識を取り戻そうとしているのがわかる。レスフォールの遺産であるこの施し設せつがどんなものかはわからないが、リオンはこの時、その技ぎ術じゆつ力りよくを信じてもいいと思った。

「レアナさん！」

　安あん堵どするリオンの横で、セレンが悲痛な呼び声を上げ続けている。リオンはレアナの茫ぼう漠ばくとした表情を眺ながめながら、耳はその声を聞き続けた。泣き声も混まじったその声に、リオンは幼おさない日の自分を思い出した。失われた両腕の激げき痛つうに神しん経けいを焼かれながら、ベッドに押さえつけようとする看かん護ご士したちの手を撥はね除のけ、母の所へ行こうとした自分を思い出していた。

（ああ、この人は大切な人を失った事がないのだな）

　リオンがかつて感じた恐怖を、セレンは今感じているのだ。

「落ち着いて、レアナさんはきっと大だい丈じよう夫ぶだ」

　涙なみだを浮かべたセレンの目が、きっとリオンを睨にらんだ。

「何でそんな事があなたに分かるのよ！　お医者様でもないくせに！　適てき当とうな事を言わないで！」

　悲痛な怒鳴り声をリオンは黙だまって受け入れた。セレンは再ふたたびレアナを見上げたが、再さい生せい液えきに浸ひたる彼女は再び目を閉じ、癒いやしの眠りに戻っていった。セレンがもう一度レアナの名を呼び、それから顔を押さえて泣き始めた。リオンは二人から背せを向け、元の位置に戻った。

　また、自分の長い影かげを見下ろす。レアナの無事を確かく認にんした安堵と、背はい後ごの泣き声というそりの合わない二つを感じて、リオンは声に出さず影に問いかけた。

「僕も、ああだったのかい？」

　リオンという人間を見つめ続けてきた影はそれには答えず、ただ淡あわい光を受けて地上に映うつるのみだった。
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　レアナの瞳は現げん在ざいを映してはいなかった。その視覚は再生液によって活かつ性せい化かされた血液に、そこに秘ひめられた記憶に向けられていた。

　フォルストーという名の、レアナの中に流れる血脈の祖……その人物の映えい像ぞうを見ていた。

　彼女の目には一人の少年が映っていた。不思議な質感のある、単色の部屋だ。

「へぇ……」

　フォルストーの視線は少年に注がれている。銀ぎん髪ぱつの少年だ。十歳さいほどなのだが、その顔には子こ供どもらしい無む邪じや気きさはない。淡たん々たんとした冷たい表ひよう情じようでフォルストーを見返していた。

「この子がシェンカーの新作？」

　背後には人工知ち能のうの立体映像があった。瘦そう身しんの、厳げん格かくな初老の紳しん士しという姿すがたをとった人工知能は、子供と同じ、感情を面おもてに表さない顔で軽く顎あごを動かした。

「うむ、データ収しゆう集しゆう用ようのテストタイプだが、この体格で現行のドラグ・ヘッドと対等の性能があるぞ」

「へぇ、それは成長が楽しみだ」

　人工知能……シェンカーの話に、フォルストーはさほど興きよう味みを示しめさなかった。行ぎよう儀ぎよく直立する少年に視し線せんを合わせる。少年は少し虚きよを突つかれたように軽く仰のけ反ぞって、近づくフォルストーの顔から逃のがれた。

「名前は？」

「イェンです。フォルストー様」

「ふうん」

　いきなり、フォルストーが少年……イェンの頰ほおをつまんだ。イェンは逆さからわなかったが、目を丸くしてフォルストーを見つめている。

「シェンカーに似にてつまらない顔してるわね。笑え～」

　その声を命令と思ったのか、イェンがなんとか表情を作った。だが、フォルストーは気にいらない。

「作り笑いすんな」

　片かた手てだったのが両手に代わる。両頰をつねられ、イェンはもうどうしていいのか分からず硬こう直ちよくしてしまった。そんな事に構かまわず、フォルストーはイェンの頰をぐにぐにと動かす。
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「ほれみてごらん。動かさないからほっぺた硬かたいじゃない」

「感情など関係ない。イェンはあくまで後のシェンカー我がシリーズのための、テストタイプにすぎん。そもそも、ドラグ・ヘッドに感情など必要あるまい。人の脳のうをモデルにしているからといって、思考まで人に近づける必要はない」

　ドラグ・ヘッド生産工場の一つを統とう括かつする人工知能は、フォルストーの態たい度どに渋しぶい顔をした。さらに不満の言葉を積つみ上げていく。

「本来ならば、感情など完全にキャンセルしてしまいたいのだ。それを、レスフォールは否いなという。兵器が人の手から離れる事を否というのなら、それこそ感情など無む駄だであろうに。マスターユニットもそうだが、マシン・ドライブにすらＳ・システムのために最低レベルではあるにしても感情を与えている。一体どういうつもりなのだ」

　自分自身も人工知能だという事すら忘れて、シェンカーは不平を零こぼす。それも自分の被造物の前でだ。言われた当人も特に気にした様子がない。これは人工知能であるというよりも同じ思考形態を持っている──シェンカーが聞けば多いに反論するだろうが──親子だからだろう。良く似ていると、フォルストーは思った。

「まぁ、唯ゆい一いつの自由を奪うばう必要もないでしょう？　それにしてもシェンカーはソートとはまったく反対のことを言うわね」

「ソートと私は違うよ。あれは特に感情を重視するな。契けい約やくにＳ・システムを併へい用ようして、マスターとの相あい性しようで潜せん在ざい力の底上げをするとか言っているようだが、そんな事よりも個体の能力を引き上げてしまえばいい。そもそも、契約をどうにかするなど……レスフォールが《マキナ》の秘密を明かさなければ不可能だ。それ以前に、契約の《マキナ》による能力の向上など、私は『気のせい』で片付けるがね」

「あら、愛の力って素直に言えない？」

「くだらん」

　一言で切り捨てたシェンカーに、フォルストーは苦笑した。

「やれやれ、オンラインですぐに他者と接せつ触しよくできる連中はこれだから……」

「私から見れば君たちの方が不可解だ。自ら作っておいてなんだが、ドラグ・ヘッドにしたところで、どうしてわざわざ契約などしたがるのか……《マキナ》の副作用か？」

　その言葉にフォルストーはもう一度苦笑した。

「それは、きっとあなたにもわかることだと思うけどね。寂さびしいからよ。ねえ、イェン。ほら、だから笑いなさいって」

「フォルストー……」

　苦りきった声を無視し、頰ほおをぐにぐにされて目を白黒させるイェンに、フォルストーは笑いかけた。




　瞬しゆん間かんの暗転の後、場面が変わった。荒こう涼りようとした大地が目の前には広がっている。鼻び孔こうを痛いたくさせる強きよう烈れつな臭しゆう気きは《蛇タナトス》を見た時に感じたものと同じだ。溶よう岩がんの沼ぬまがあちこちにできあがり、噴ふき上がる蒸じよう気きが空を覆おおっていた。

　長期に及およぶ激戦が終わり、残ったのはこの荒あれ果てた大地だけだった。レスフォールの軍はフォルストーの背はい後ごで撤てつ収しゆうの準じゆん備びを始めている。別の地ではまだ戦いが続いている。そこに応おう援えんに行かなくてはならない。

　フォルストーは一人、それらの作業を背にして戦場の跡あとを眺ながめる。

　胸むねが切り裂さけるような痛みを、レアナは感じた。これはフォルストーの痛みだ。傷きずの痛みではない。その痛みは顔面にあった。視界の左側がふさがれて、そこに熱く疼うずく痛みがある。精せい神しんと肉体、両方の痛みを黙もく殺さつするフォルストーの精神力に、レアナは言葉をなくした。

「フォルストー様」

「ん？」

　振ふり返ると、そこに赤あか紫むらさき色いろの血に汚よごれた少年が立っていた。少年といっても、もう青年にさしかかっている背せ格かつ好こうだ。頭一つ追い越した長身を、フォルストーは見上げた。

「ああ……イェンね。久ひさしぶり。元気にしていた？」

「はい」

「ふうん。……噂うわさは聞いているわよ。クリムゾンなんて呼よび名ももらって、シェンカーもずいぶん鼻を高くしてるんじゃなくて？」

「あの方は変わりません」

「まぁ、そうかもしれないわね」

　少年の頃ころと変わらない淡々とした口調に、それ以上の興味を見せずに頷うなずくと、フォルストーはイェンの顔をマジマジと見つめた。

「なにか？」

　けげんそうに首を傾かしげたイェンの顔に、フォルストーの手が伸のびた。頰をつねる。イェンの驚おどろく顔を見て、フォルストーは首を振った。

「やれやれ……つまらない成長をしたわね」

　つねられたまま、イェンは目を大きく見開いた。

「つまらない……ですか？」

「そうよ。むっつりした顔のまま淡々とやれと言われた事やって、何か楽しいわけ？　この戦いだって永えい遠えんに続くわけじゃないんだから、戦いが終わった後の事とか、考えた事ある？」

　それが難なん問もんである事はフォルストー自身、理り解かいしている。この戦いのために生み出された生体兵器に戦いの後の事を聞く。酷こくな質しつ問もんだ。

　だが、それがわかっているからこそ、フォルストーはあえてイェンに質問した。

「戦後……ですか？」

　予想通り、イェンは呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべた。

「そうよ。まさか、《蛇タナトス》を倒たおした後にはより強大な敵てきが待まっている……とか思ってたわけじゃないわよね？　レスフォールはそんなに好戦的じゃないわよ。必要な戦いを無視するつもりはないだろうけど、こちらから戦いを起こすつもりもない。そもそも、好戦という嗜し好こうがあの人にはあるのかしらね？」

　最後のは自分に向けた質問……そして半分は冗じよう句くのつもりだった。もちろんイェンにはわからなかったに違いない、啞あ然ぜんとした顔のまま、立ち尽つくしている。

「戦後……」

　難問を突きつけられたイェンはもう一度、その言葉を繰くり返した。

　繰り返した後、イェンはフォルストーを見る。

「私も質問があります」

「ん？　なに？」

「あなたは、ドラグ・ヘッドを信用しておられないのですか？」

　その質問をされる事に、フォルストーは慣なれていた。だが、あえて意地の悪い笑えみを浮かべると問い返す。

「どうしてそう思うわけ？」

「他のマスター方は皆みな、後方におられます。それなのに、あなたは戦場に立たれる。失礼ですが、あなた方の《律りつ法ぽう》の力はドラグ・ヘッドには及ばない。それとわかっているのに……なぜです？」

　イェンの視し線せんはフォルストーの顔の左側に注がれていた。

「そうね……」

　注がれた視線の元を撫なでる。そこには腫はれあがった傷があった。額ひたいから頰ほおにかけて腫れが線を描えがいている。線上には左目があり、まぶたが閉とじたまま開く事はなかった。開いた所で眼がん球きゆうは潰つぶれてしまって、見る事はできない。再さい生せいポッドに浸つかればすぐに治ってしまう傷だが、戦いの最中ではそうはいかない。ドラグ・ヘッドのような《マキナ》による再生能のう力りよくのないフォルストーたちには、《律法》の力で傷を埋うめるぐらいしかできなかった。

「一つにはレスフォールに対しての意地かしらね」

「意地？」

「はるか高みにおわす方にだって、まぁ、欲よつ求きゆうっていうものがあるのよ。その欲求の形がわたしたちみたいな下マ位ス模タ倣ー体ズなわけだけど。だけど男の生理現げん象しようみたいに、作られて放出されて『はいおしまい』ってのは腹はらが立つじゃない？」

「…………」

「言うなれば、あなたたちドラグ・ヘッドは理り性せいで創つくられたけど、わたしたちは本能で作られたわけ。それをうまく関係付けることができるのは、まぁ、レスフォールだからできることなんだけどね。……そういう取って付けられた立場ってのが、なんだかわたしは好きじゃないのよ。だから、戦場に立つのはわたしの意地。あなたたちには迷めい惑わくなのかもしれないけどね。それに……」

　フォルストーの目がイェンから大地に戻もどされた。見み渡わたす限かぎり焦しよう土どが続くこの大地も、ほんの少し前までは緑がまぶしいほどに敷しき詰つめられ、あるいは人の住む街があった。

　イェンは黙だまっていた。黙っていればフォルストーが答えを言ってくれる、そう信じているのだろう。戦場においてクリムゾン・イェン・シェンカーと呼ばれるこのドラグ・ヘッドが、まるでなにも知らない子こ供どものように見えて、フォルストーは笑った。

「それにね、わたし、この世界を初めて見た時、ちょっと感動しちゃったわけよ」

　心の奥おくに隠かくしていた言葉を口にして、フォルストーは笑えみに照れくささを混まぜた。

「守りたいものは自分の手で守る。そうおかしな考え方ではないでしょう？　実力とか、力の違いとか、重要なことだけど、わたしには大切な事ではない。わたしは、守りたいものにはわたしの手を伸のばす。他人に任まかせておくだけなんて、まっぴらなのよ」

　言い切ると、呆ぼう然ぜんとした顔のイェンに背を向け、戦場からも視線を外し、艦かんへと足を向ける。戦場はここだけではない。フォルストーの愛する光景が破は壊かいされているのはここだけではない。すでに離り陸りくの準じゆん備びを終えた艦は、フォルストーの帰艦を待っていた。戦いは終わっていないのだ。

　しばしの時を置いて、イェンが追ってくる。

「待ってください！　私を……私の主あるじとなってください！」

　不意打ちの言葉にフォルストーは驚いたが、すぐに表ひよう情じようを笑みに戻した。

「いいわよ。こき使ってあげる」




　　　　†




　地が大きくうねった。戦いの熱が氷の縛ばく鎖さを溶とかし、汚お泥でいの中から《蛇タナトス》が身を上げたのだ。体積の三分の一をすでに失った《蛇タナトス》は、星散光の輝かがやく空に吠ほえ声を上げ、カーニルに向かって移い動どうを開始する。ドラグ・ヘッドたちがそれを止めんがために攻こう撃げきを激はげしくするが、《蛇タナトス》は多少の痛つう打だをものともせず、カーニルへの驀ばく進しんを強行した。

　それを止める事も、ドラグ・ヘッドたちに指し示じする事もできず、イェンはメラムプスの剛ごう剣けんを受け流す。全身を打つ衝しよう撃げき波はを衝撃波で弾はじき返し、笑うメラムプスを睨にらみつける。

「ははは、やっと見つけたな！」

　言うや、メラムプスは目の前にいるイェンを無視して跳ちよう躍やくした。イェンが追う。振ふるった剣が背せ中なかを切り裂さいてもメラムプスは一向に気にした様子もなく、カーニルの街へ飛び込こんでいった。

　カーニルの人々の退たい避ひは完全とは言えないが、すくなくとも戦場の反対側には移動していた。一夜の内に廃はい墟きよと化してしまった街を二つの影かげが飛び交かう。

《蛇タナトス》を追い越こしてカーニルへと入ったメラムプスは、並ならび建つ屋根を踏ふみ砕くだきながら跳躍を繰り返す。イェンは大気に舞まう粒りゆう子しを足がかりに跳躍し、メラムプスの上を取るとその背中に光こう条じようを撃うった。最大射しや撃げきで放った光条はメラムプスの肩けん甲こう骨こつに突つき立ち、突き抜ぬける。足あし下もとにあった石いし造づくりの建物が時間をおいて爆ばく発はつした。

　宙ちゆうに舞い上がったメラムプスにイェンが迫せまる。

「邪じや魔まをするな！」

　メラムプスが吠えた。突き上げてくる爆風に翻ほん弄ろうされていた体を力任まかせにイェンに向けると、銃じゆう剣けんから光条を放つ。視界を埋め尽くす光に、イェンは上じよう昇しようして逃のがれた。放射熱が追い上げてき、イェンの足を焼く。火傷やけどの疼うずきにかまわず、イェンは連続跳躍でメラムプスの背はい後ごに回ると剣を振り下ろす。

　まるでその斬ざん撃げきに合わせるかのように、メラムプスが跳とんだ。

　剣けん閃せんはメラムプスの肩かたから走り、股またにまで達した。切り離はなされた右半身が、跳躍に置いていかれる。左半身はそのままイェンの頭を飛び越して目的の場所へと向かっていった。

　半身を犠ぎ牲せいにして、メラムプスは距きよ離りを稼かせごうとしたのだ。

「くっ！」

　意図を察知して、イェンは左半身を追おうとする。

　その背後で大気が爆発した。

「！」

　振り返ったそこで見たのは凄すさまじい勢いきおいで迫る刃やいばの群むれだった。切り落とされた右半身が変化したのだ。イェンは冷静に、メラムプスの置き土産みやげを衝しよう撃げき波はで吹ふき飛ばす。

　だが、変化はそれだけでは終わらなかった。四方に弾はじき飛ばされた剣がまたも形を変える。今度はより原形に近い、澱よどんだ紫むらさき色いろをした肉の縄なわが網あみのように交差してイェンを覆おおう。隙すき間まなく四し肢しにまとわりつくと、イェンの動きを縛しばった。

「おのれ！」

　もがけばもがくほど、肉の縄はより緊きん縛ばくを強めていった。イェンは首をひねりメラムプスの姿すがたを追う。だがその姿はすでに、イェンの視界にはなかった。




　カーニル中央部からほんの少し西にずれた場所にアルリオス教の大きな教会があった。街を襲った土ど砂しやの津つ波なみによって天てん井じようが破やぶれ、降ふり注いだ石くれが礼れい拝はい堂どうを荒あらしていた。正面に飾かざられていた聖せい者じやアルリオスの像ぞうは上半身が砕かれ、無む惨ざんな傷きず口ぐちを晒さらしている。

　数人の神父が教会には残っていた。逃にげ惑まどう人々に混じる事なく教会を守るために残ったその神父たちは、砕けたアルリオスの像に一時は悲ひ嘆たんに暮くれていたが、やがて気を取り直し、もくもくと像の破は片へんを集めていた。たとえ砕けても聖者アルリオスを模もした像だ。無下にはできない。

　いきなり、轟ごう音おんが彼らを襲った。天井の穴あなが広がり、砕けた破片が神父たちの頭に降り注ぐ。冷たい石の床ゆかが砕け粉ふん煙えんが上がった。

「ここか」

　粉煙の中心から聞こえた声に、神父たちは狼ろう狽ばいした。乱みだれた大気が煙けむりを押おし流していく。立っているのは、メラムプスだ。そこに立っているのが異い形ぎようの存そん在ざいである事に気付いたのは、別に神父たちに特別な能のう力りよくがあったからではない。人の形をしたモノは右肩から右足にかけて、線を引いたようにすっぱりと体を無くしている、しかも傷口から血や内ない臓ぞうがこぼれるという事がなかった。

　片かた足あしだけで平然と立つものが尋じん常じようの生命体でないことは、幼よう児じにだってわかる。

「化け物め！」

　神父の一人が吠えた。彼は払魔師エクソシストだった。メラムプスをアルリオス教の教えに従したがって魔まの性に属ぞくする者と判はん断だんすると、彼は遅ち滞たいなく滅めつするための行動に出る。

「《断ウ罪ル使ト》よ！」

　神父の呼よび声に応こたえ、彼の背後にアルリオス教の聖せい霊れいが姿を現あらわす。他の神父たちもまた払魔師エクソシストだった。彼らの呼びかけによって合計三体の《断ウ罪ル使ト》がメラムプスの前に立ちはだかる。

「ほほう。これはまた、面おも白しろい形をしている」

　メラムプスは唇くちびるの端はしを吊つり上げ、剣と槍やりを振り上げて襲いかかってくる《断ウ罪ル使ト》に銃剣を向ける。

　光条を放つような事はしない。それでは、せっかくの餌えさがだめになってしまうではないか……

　振り下ろされる巨きよ大だいな質しつ量りようの塊かたまりをメラムプスは片足だけの体でなんなく避よけた。懐ふところに飛び込み、跳ぶ。峻しゆん厳げんな表ひよう情じようをした《断ウ罪ル使ト》に嘲ちよう弄ろうの笑えみを投げかけると、銃剣を広い胸むねに突きたて、そのまま押し込んだ。《断ウ罪ル使ト》が表情を強こわ張ばらせて動きを止めた。腕うでが引き抜かれた時、剣の先には《卵オヴン》が突き刺ささっていた。存在の核かくを奪うばい取られ、《断ウ罪ル使ト》の姿が薄うすれていく。それには見向きもせず、着地したメラムプスは剣に刺したままの《卵オヴン》を口に運び……飲み込んだ。口の面積よりも大きかったはずの《卵オヴン》がやすやすと飲み込まれていく。頰ほおが《卵オヴン》の形に膨ふくらみ、そしてその形は喉のどへと移動し、腹はらへと消えた。

　払魔師エクソシストの一人が絶ぜつ叫きようを上げた。それを背に、残った二体の《断ウ罪ル使ト》が襲いかかって来る。

　だが、末路が変わる事はなかった。最初の一体と同じ運命を、二体の《断ウ罪ル使ト》も賜たまわる。胸を切り開かれ、《卵オヴン》を取り出され、そして食われた。

　絶望に膝ひざをついた払魔師エクソシストたちには目もくれず、メラムプスは失望を浮うかべた表情で傷口を見た。肩の辺りに吹き出物が出たぐらいの、小さな肉の芽ができている。メラムプスはそれを忌いま々いましげに見つめている。

「偽にせ物ものか……」

　吐はき出された言葉には怒いかりがこもっていた。

「どこだ…………」

　怒りに目を赤紫色に染そめ、メラムプスは意い識しきを拡かく大だいさせた。餌の匂においをさぐる。《混こん沌とん》の流れを……《混沌》を食くらう存在をさぐる。世界は《混沌》を食らうのだ。そして《混沌》を食らうモノを、《蛇タナトス》が食らうのだ。

　感覚をさぐるうちに、メラムプスは愕がく然ぜんとした。外がい殻かくの外から流れ込んでくる《混沌》の流れが一つではないのだ。それは無数に存在した。先ほど食らった《卵オヴン》だけではない。世界の中で生きる無数の寄き生せい生物どもが《混沌》を利用する術すべを得ている。

「おのれ！」

　メラムプスは声を張り上げた。《混沌》を利用する技ぎ術じゆつを持つ者をメラムプスは知っていた。それはこの世界の外殻上で《蛇タナトス》を妨ぼう害がいする者たちが使っていた。《蛇タナトス》の食指から逃のがれて成長したレスフォールの、下マ位ス模タ倣ー体ズどもが《律りつ法ぽう》と呼んでいた技術だ。

　レスフォールの仕し業わざだ。奴やつがこの世界の寄生生物に下マ位ス模タ倣ー体ズの情じよう報ほうを混まぜ、《律法》の技術を伝えたに違ちがいない。

　いますぐ外殻上にいる下マ位ス模タ倣ー体ズどもを殲せん滅めつさせたくなったが、それ以上にメラムプスは飢うえに苦しめられていた。時という概がい念ねんに囚とらわれる事なく無数の世界を食らい続けてきた《蛇タナトス》は、ここに来て初めて、三百年以上もの長きにわたる絶食を強しいられてきた。ただ食えないだけならば良かったのだが──千年単位で放ほう浪ろうすることもあるのだから──さらに戦いによって裏り面めん空間の腹に貯ちよ蔵ぞうされていた世界は、あらかた食らい尽つくしてしまっている。

　このままでは外殻上で最後の攻こう勢せいを行っている本体が、レスフォールの下マ位ス模タ倣ー体ズどもの率ひきいる艦かん隊たいによって滅ほろぼされてしまう。そしてその時は、メラムプスも再さい生せいの力を失い、この地に残っていたドラグ・ヘッドたちによって消滅させられるだろう。

　彼の怒りはすぐ側そばにいた払魔師エクソシストたちに向けられた。彼らは《断ウ罪ル使ト》を苦もなく倒たおされて、恐きよう怖ふと絶望に動けなくなっていた。そんな払魔師エクソシストたちにメラムプスが腕を振ふるう。放たれた衝しよう撃げき波はに払魔師エクソシストは吹ふき飛び、砕くだけた聖像の破片に串くし刺ざしになって死んだ。

「くそっくそっくそっ！」

　それで気が晴れるわけもなく、裏面空間の内臓が締しめ付けられる感覚に背せ中なかを突つき飛ばされ、メラムプスはさらに感覚を研とぎ澄すませて、餌の匂いを探さがした。無数の《混沌》の流れの中から、より貪どん欲よくに《混沌》を食らうものを、より強い《混沌》の流れをさぐる。そこに、この世界という卵の殻からの中で生まれようとするモノがいる、この世界の真なる主がいる。

　本能だけで生きてきた《蛇タナトス》が初めて手に入れたメラムプスという名の理り性せいは、気が狂くるいそうなほどに餌の存在を求めた。発生した時から一度として感じたことのない死の恐怖が、メラムプスに焦あせりを与あたえる。額ひたいに深い皺しわを幾いく本ほんも作るメラムプスからは飢えた獣けものの狂きよう暴ぼうさが滲にじみ出て、廃はい墟きよと化した教会にわずかに残っていた粛しゆく然ぜんさが吹き消された。

　焦りの表情を浮かべ、仮かり初そめの静せい寂じやくの中に立ち尽くしていたメラムプスは、ある瞬しゆん間かんに表情を変えた。

「……見つけたぞ」

　地の底から染しみ出してきたかのように笑えみを作る。だがそれは、決して余よ裕ゆうの笑みではなかった。汗かん腺せんがあれば脂あぶら汗あせを滲ませていただろうほどに、苦しみの果てに見つけた光明を襲おそわんとする暗い笑みだった。

　場所は……ここからそう離はなれてはいない。メラムプスの身体能のう力りよくをもってすれば、この世界の時間で一両日中には到とう着ちやくできるだろう。

「もうじきだ……」

　そこまで呟つぶやいて、メラムプスは突とつ如じよとして後方に跳とびさがった。爆ばく発はつが視し界かいをふさぐ。その爆発が収おさまる間もなく、粉ふん煙えんを切り裂さいて一いつ個この影かげが飛び出してきた。

「しつこい！」

　影はイェンだ。肉にく縄なわを力任まかせに引きずって現れたイェンの斬ざん撃げきを、メラムプスは受け止める。イェンの双そう剣けんがメラムプスの銃じゆう剣けんに食い込む。膂りよ力りよくでならメラムプスが上回っているはずだが、今は片かた腕うで片足だ。肉縄を戻もどし、体を回かい復ふくする。その際さいに肉縄の一部を砲ほうに変え、光こう条じようを撒まき散らしてイェンを追い払はらった。

「貴き様さまと遊んでいる暇ひまなどないのだ！」

　メラムプスは次々とイェンに向けて光条を放つ。イェンは宙ちゆうに飛び上がると連続跳ちよう躍やくして光条を回かい避ひし続けた。ばら撒かれた光条は礼れい拝はい堂どうを突き崩くずし、廃墟から残ざん骸がいへと変えていく。

「くっ……」

　自らの能力を楽しむ余裕は、すでにメラムプスにはなかった。刻こく一いつ刻こくと飢き餓がの感覚は強まっていく。その焦りが攻撃に正せい確かくさを欠き、イェンを仕し留とめられないのだとは、メラムプスは気付かない。

　光条の一いつ閃せんが砕けた天てん井じようを抜ぬけ、星散光で白く染そまる夜空に吸すい込まれていく。イェンがなんとか残っていた壁かべを蹴けって、メラムプスに迫せまろうとした時、事じ態たいは変化した。

「なっ！」

　イェンが狼ろう狽ばいの声を上げた。踏ふみ台にしようとした壁がいきなり崩ほう壊かいしたのだ。石の壁を突き破やぶったのは一個の塊かたまりだった。それが壁に大おお穴あなを空け、さらにそれを追いかけるようにして現あらわれた《蛇タナトス》の頭部が壁を決定的に砕いた。

　体たい勢せいを崩されたイェンは行動を変へん更こうし、飛び散る瓦が礫れきを足がかりにしてイェンに向けて襲いかかって来る《蛇タナトス》から退たい避ひする。

　偶ぐう然ぜんの好機を、メラムプスは逃のがさなかった。背中の肉が変化し、翼つばさになった。色こそ、《蛇タナトス》特有の肉の色だったが、それは先ほどの《断ウ罪ル使ト》を真ま似ねている。メラムプスは跳躍すると探さがし当てた餌えさの方角に向けて飛ひ翔しようした。

「くっ！」

　それを追いかける余裕は、イェンにはなかった。《蛇タナトス》はメラムプスを援えん護ごしようと、複ふく数すうの頭部をイェンに向けてくる。別の場所ではさらに数を減へらしたドラグ・ヘッドたちが《蛇タナトス》に集中砲火を浴びせている。

「イェン……さん」

　戦いの轟ごう音おんにかき消されそうな弱々しい声を、イェンは耳にした。地上を見下ろすと、声は壁に大穴を空けた塊からしている。

「……ミラン」

　塊はミランだった。足をやられたらしく、その場から動けなくなっている。イェンは急きゆう降こう下かしてミランを拾うと、追いすがってくる《蛇タナトス》の頭から逃れた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ある程てい度どの距きよ離りを置き、ミランを地上に下ろす。ミランの足は膝ひざから下がなかった。《蛇タナトス》の牙きばにかかったのだろう。腿ももにも荒あら々あらしい肉の裂け目ができ、骨ほねが覗のぞいていた。

「痛いたいです～」

　煤すすに汚よごれた頰ほおに濡ぬれた黒い線ができていた。泣いている。それを見たイェンは、変化に乏とぼしい表ひよう情じように驚おどろきを乗せた。ドラグ・ヘッドが泣く姿すがたを初めて見たのだ。悲しみという感情は知っていても、泣いた事はない。フォルストーが死んだ時も泣かなかった。

「もう嫌いやです」

　顔を押さえてミランが泣く。イェンは黙だまってそれを見つめた。驚きがしばしの間、イェンに戦いを忘わすれさせた。

「ロイさんの所に帰りたいです」

　戦せん術じゆつ歩ほ兵へい師し団だんに所しよ属ぞくする少しよう尉いの名を呼よぶと、ミランはくぐもった声を上げて泣きつづけた。
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「ミラン・ソート……そうか、ソートシリーズか」

　常つね々づね、ミランには再調整の必要があると思っていた。だが、そうではない。ミランはこれが正せい常じようなのだ。

　だが……

「主にもなれない現げん地ち人じんを慕したうとは……」

　それは、ドラグ・ヘッドにとって異い常じような事ではないのか？　そう思う。だが、それでミランを欠けつ陥かん品ひんだと軽けい蔑べつする事はできなかった。同情することもなかったが……

　だが、わかるような気がするのだ。

　下マ位ス模タ倣ー体ズの例もある。ドラグ・ヘッド自分たちに男女の別があるのは、模も倣ほうの際に起こる情じよう報ほうの劣れつ化かのためだとばかり思っていた。レスフォールという高位次元の存そん在ざいを物ぶつ質しつレベルで模倣した際の必然だと。

　しかし、そうでないのだとしたら？　生体兵器として生まれたドラグ・ヘッドたちの〝戦後〟をレスフォールが考えていたのだとしたら？

『お兄さんはレアナの執しつ事じになってくれるの？』

『戦いが終わった後の事とか、考えた事ある？』

　二人の〝元〟主の言葉を思い出し、イェンは微かすかに表情に苦いものを混まぜた。

（だが……今は！）

「あなたこそが、戦いの後に生き残れるドラグ・ヘッドなのかもしれませんね」

「へっ？」

　泣き声を止めて、ミランがイェンを見た。しかしその姿はすでにミランの側そばにはなかった。

　イェンは《蛇タナトス》に真まっ直すぐに向かっていった。自分の吐はいた言葉、自分の脳のう裏りに浮うかぶ言葉、そしてミランの嘆なげきの言葉……全すべてを振ふり切るようにして《蛇タナトス》の懐ふところに飛び込こむ。

「一気に殲せん滅めつしてメラムプスを追うぞ！」

《マキナ・ハウル》は使えない。イェンは声を張はり上げた。ドラグ・ヘッドの数はすでに三百ほどにまで減り、その戦力にイェンは──振り切れなかった言葉を思い出した──絶ぜつ滅めつを覚かく悟ごした。

「この世界を食わせるわけにはいかぬ！　汝なんじら主命を全まつとうせよ！」

　イェンは叫さけんだ。その言葉が残ったドラグ・ヘッドたちの命を投げ出させることだとわかっていても、躊ちゆう躇ちよする事はなかった。ドラグ・ヘッドたちの目に宿っているものを見たからだ。

　レッグモール事じ件けんで、そしてシィナをめぐる事件で剣けんを合わせたドラグ・ヘッドたちにはない輝かがやきを、イェンは三百対ついの瞳ひとみの中に見ていた。なにをして良いかもわからぬまま国家という仮かりの主に飼かわれていたドラグ・ヘッドたち。レスフォールアークマスターに捨すてられたのだと思っていた彼らにも主命はあったのだ。記き憶おくの封ふう印いんを解とかれ、主命に目覚めた彼らはイェンの言葉に応こたえた。

　雄お叫たけびではなく、砲ほう火かで。

　イェンが切り捨てた頭部を、数すう条じようの光が焼き尽つくす。再さい生せいを開始する傷きず口ぐちにも光条は突つき立った。再生を阻そ害がいされて、《蛇タナトス》が苦く痛つうにのたうつ。

　五百のドラグ・ヘッドたちの犠ぎ牲せいは決して無む駄だではない。《マキナ・ハウル》が途と絶だえた後も彼らはイェンが与あたえていた指令をこなし《蛇タナトス》の質量を確実に削けずっていた。イェンはそこに、さらに巨きよ大だいな傷を加えていく。

　イェンを筆頭に五十体のドラグ・ヘッドが《蛇タナトス》に突とつ貫かんする。残ったドラグ・ヘッドたちが特とつ攻こう隊たいが加えた傷を光条で焼く。マシン・ドライブがいればより簡かん単たんにできる作業に、ドラグ・ヘッドたちは能のう力りよくの限げん界かいに挑ちよう戦せんしていた。

　剣を振るうイェンの背はい後ごで爆ばく音おんがした。爆発は砲ほう撃げき隊からしていた。最大熱量の連続射しや撃げきに耐たえられなくなった銃じゆう剣けんが暴ぼう発はつしたのだ。全身を燃もえ上がらせて倒たおれるドラグ・ヘッドを誰だれもたすけようとはせず、皆みな、必死に《蛇タナトス》の再生を阻そ止しした。次が我わが身である事をドラグ・ヘッドたちは赤く染そまる砲身を見て痛感していた。それでも、誰も銃撃を止めようとはしない。二百を超こす光の線は《蛇タナトス》とドラグ・ヘッドを繫つなぎ、この世ならざる存在を少しずつ消し去っていく。

　イェンも限界領りよう域いきに突入していた。ステューピッドして以来感じた事のない、己おのの能力の頂ちよう点てんを見せ付けられていた。ステューピッド特有の矛む盾じゆん──守るべき主の命を食らう特とく性せい──に悩なやむ事はあっても、自らの能力それ自体に限界を感じた事はなかった。たとえステューピッドしなくとも、クリムゾン・イェン・シェンカーはレスフォール時代、百万のドラグ・ヘッドの中で上位の存在だった。

　そのイェンが自らの戦せん闘とう能力に苛いら立だちを感じていた。

　もっと速く！　もっと強力に！

　なまじステューピッドした際さいの己を知っているだけに、思う通りに動かない体に苛立った。思考だけが疾しつ走そうを続け、体はその後を必死に追いかけるという有り様だった。筋きん肉にくの切れていく音が、奇き妙みようなリズムを作っていた。《マキナ》による肉体の修しゆう復ふくが追いつかないのだ。

　イェンの横で、ドラグ・ヘッドの一人がバランスを崩くずした。剣を振りぬいたら、そのまま肩かたから腕うでが引きちぎれたのだ。《蛇タナトス》の体の上をしばらく転がったそのドラグ・ヘッドは数すう刹せつ那な、失った腕に呆ぼう然ぜんとしていたが、次の瞬しゆん間かん、残った腕を銃剣に変えて《蛇タナトス》の体に突き刺さした。鱗うろこを割わって、肩まで埋うめる。その背せ中なかに《蛇タナトス》の牙きばが迫せまる。イェンの剣が牙ごと頭部を砕くだく。

　次の瞬間、ドラグ・ヘッドを飲み込んで光の柱が立った。圧あつ力りよくに突き飛ばされる中、イェンは何が起こったのかを悟さとった。銃剣の中にある光条を発生させる機関をわざと暴走させたのだ。光の爆発を受けて、《蛇タナトス》の体が今までにない深さに抉えぐれた。

　爆風に飛ばされながら、その威い力りよくを見たイェンは危き険けんな誘ゆう惑わくにかられた。かつてイェンのグラビトロ・カノンを弾はじいた、〝ヴェイオウルフ〟の光の吐と息いきに匹ひつ敵てきする威力をドラグ・ヘッドが可か能のうにする方法……いままでイェンが考えた事もなかった方法だ。

　だが、イェンにはこの選せん択たくはとれなかった。《蛇タナトス》を倒しても、まだメラムプスが残っている。

　だが、その危険な誘惑に乗った者たちがいた。

「イェン・シェンカー、後は頼たのんだ！」

　誰が言ったのかもわからないまま、新たな光の柱が上がった。

「やめろ！」

　イェンは叫んだ。だが、止まらなかった。光の柱は次々と上がり《蛇タナトス》を焼く。特攻隊だけではない。砲撃隊の中からも、《蛇タナトス》に取り付き、自爆をする者が現あらわれた。

「やめろ！」

　度たび重かさなる爆風で《蛇タナトス》から遠ざけられながら、イェンはなおも叫んだ。なぜ、自分が叫んでいるのかわからない。冷静な判はん断だんの上からでなかったのだけは確たしかだ。自らの命を投げ出すその行こう為いに激はげしい嫌けん悪おを感じた。

　ドラグ・ヘッドのいきなりの行動に、《蛇タナトス》はいままで以上に激しい抵てい抗こうを見せた。取り付こうとするドラグ・ヘッドを牙にかけ、体当たりして突き放そうとする。だが、牙にかかったドラグ・ヘッドは自らその口内に飛び込んだ。体当たりされた者は避よけようともせず、自らその巨体にぶつかっていった。

　連続して起こる爆光が《蛇タナトス》を飲み込んだ。その余よ波ははカーニルの街を飲み尽くし、暴風が地上にあるあらゆる物を吹ふき飛ばした。

　イェンも複ふく雑ざつな気流の中に飲み込まれた。あらゆる物を飲み尽くす轟ごう風ふうの中では、自分が声を上げていることもわからない。何かを叫んでいたように思う。心に激しい痛いたみを感じた。怒いかりと、悲しみを感じたように思えた。ドラグ・ヘッドという生命──《蛇タナトス》と戦う生物──にとって、今、目の前で起こっていることが極ごく当たり前だと感じる一方で、他種生物のためにドラグ・ヘッド自分たちが命を捨てるという行為に理り不ふ尽じんさを感じた。

　そう感じた事をイェンは気流に弄もてあそばれながら叫んでいたように思える。だが、なにを叫んでいたのかは、当のイェンにすらもわからなかった。

　距きよ離りが離はなれてもがく余よ地ちが生まれると、イェンはなんとか大気の流れを読み、さらに破は片へんを足場にして地上へと向かった。

「ひゃ～～～～！」

　次なる足場にしようと目を付けた塊かたまりが悲鳴を上げているのに、イェンは直前で気付いた。体を回転させて上下を逆ぎやくにすると、その塊を摑つかむ。塊は「ぎゃん！」と鳴いたが、イェンは気にする事なく塊から突つき出た紐ひもを握にぎり締しめ、別の足場を探さがして地上に下りた。

「ひどいです～」

　トレードマークである三つ編あみの付け根を涙なみだ目めで押おさえながら、イェンに二度も塊と間ま違ちがえられたミランは抗こう議ぎした。イェンはそれを無む視しし、突き放された戦場に目をやる。

《蛇タナトス》を飲み込んで大地に生まれた太陽を、イェンは身動きできないまま見守るしかなかった。足がまだ回かい復ふくしていないミランは、イェンにしがみついて轟風に耐たえている。

「す、すごいです……」

　光景に飲まれたミランからは単たん純じゆんな感想しか出なかった。何がすごいのかとイェンは問おうとして……やめた。一瞬だけ振ふり返ったイェンが見たのは、こちらの反はん応のうを見てきょとんと首を傾かしげた姿すがただった。擬ぎ似じ太陽に視線を戻もどす。ドラグ・ヘッドの命を燃ねん料りようにした爆光は消え去る様子を見せない。

「なにが、起こってるんですか？」

　その言葉を聞いて、イェンは鎮しずめようとしたものが再さい燃ねんした事に気付いた。ミランはわかっていなかったのだ。

「故こ意いに銃剣の暴発を起こしているのですよ」

　平静を保たもつので精せい一いつ杯ぱいだった。唇くちびるが微び細さいに震ふるえるのが止められない。だが、ミランはイェンの声こわ音ねの変化には気付かなかった。それよりも、言葉の内ない容ようの方が衝しよう撃げき的てきだったのだろう。

「そんな……どうして、こんな……」

　呆然と呟つぶやくミランの言葉は起き爆ばく剤ざいだ。イェンは止められない言葉を吐はき出した。この場にいる誰もが答えられない問いを発した。答えられる存そん在ざいはイェンたちを置いてこの世界から去ってしまっている。推すい測そくに価か値ちはない。あるのは当人のみが知る真実だ。

「レスフォールはなぜ、我われ々われに感かん情じようなど与あたえたのだ」

　そんなものさえなければ、今この瞬間、自爆するドラグ・ヘッドたちの姿を見てもなんとも感じなかっただろう。頭の奥おくにいまなお行われている冷れい徹てつな計算に嫌悪することもなかったろう。……メラムプスを追うためにイェンが自爆の列に加わる事ができない。個こ体たいの戦せん闘とう能力でイェンよりも上のドラグ・ヘッドが、この場にはいないのだから。

　そしていざともなれば彼らと同じ方法でメラムプスを葬ほうむる事が、イェンの役目だ。

「どうしてそんなに、死にたがるんですか？　死ななくったって、なにか方法があったんじゃないですか？」

　ミランが叫さけんでいる。イェンの疑ぎ問もんは、ミランの耳に届とどく前に風に吹き消されたようだ。いや、ミランこそがイェンが本当に言いたいことを引き継ついでくれているのかもしれない。そしてだからこそ、こんなにも苛いら立だつのだ。

「変です。こんなの変ですよ！」

「……私たちは、この世界に投とう与よされた、《蛇タナトス》に対する抗体なのです。《蛇タナトス》を殺せない抗体に何の価値があります？」

　苦い現げん実じつを、イェンは嚙かみ潰つぶしながら呟いた。ミランは何も言い返してこなかった。たとえソートシリーズであっても、ドラグ・ヘッド本来の役やく割わりまで忘わすれたわけではない。

　卑ひ怯きような正せい論ろんだと、イェンは自分に唾つばを吐きかけたい気分だった。

「……ロイさん」

　ミランの呟きがイェンには聞こえた。主でもない、主にもなれない者を慕したう気持ちは理り解かいできない。それでも、ミランの言葉が鍵かぎとなって、イェンの脳のう裏りに元主となってしまったレアナの姿が浮うかんだ。胸むねを撫なでる。消え去った契けい約やくの《マキナ》……それが刻きざまれた時の感かん触しよくを思い出した。普ふ段だんは思い出しもしない、存在を感じる事もない刻こく印いんであるのに、失われたとたん、不在の冷たさがイェンを苛さいなんだ。ステューピッドができないというだけの話ではない。それどころかステューピッドできないことを、イェンは心のどこかで喜んでいた。

　主の命を奪うばうこの力は呪じゆ縛ばくだ……解とき放たれたとすらイェンは感じていた。

　それでも喜びは胸の冷たさを払ふつ拭しよくする事ができない。

　失われた故ゆえに惜おしんでいるのか……それとも……

『お兄さんはレアナの執しつ事じになってくれるの？』

（どうしてこの言葉ばかりを思い出す？）




　──本物の太陽がカーニルの街を染そめた時、偽いつわりの太陽はその姿を消した。傷きずの癒いえたミランと爆心地に向かう。曙しよ光こうに照らされた残ざん骸がいの作り出す陰いん影えいが複ふく雑ざつに絡からみ合い、空くう虚きよな光景を作り出していた。人々がほんの少し前までこの地で生活していたなど信じられない。

　イェンたちはそれらの光景を後にすると、残骸すら残る余よ地ちのなかった戦場に足を踏ふみ入れ、熱のこもった大気の中に飛び込み、惨さん状じようを見つめる。

「…………」

　ミランが息を吞のむ音が、感想だった。すり鉢ばち状じようの穴あなの中央では溶よう岩がんが泡あわを吹ふいている。それ以外は黒ずんだガラス質しつが表面を覆おおっていた。

《蛇タナトス》の姿も、ドラグ・ヘッドの姿もない。いや、いることはいる。すり鉢の外側、かなり離はなれた場所で、全身に火傷やけどを負ったドラグ・ヘッドが倒たおれているのが見えた。おそらくは最初に銃じゆう剣けんが暴ぼう発はつした者たちの中で、なんとか生き残れた者たちだろう。《マキナ》が再生を行っているようだが、暴発による最初の火傷の後に、暴風による強打と、爆光による熱を浴びている。いかにドラグ・ヘッドの生命力が強きよう靭じんとはいえ、回かい復ふくが間に合わず、やがて力尽つきる者も現あらわれるだろう。現在確かく認にんできるだけでも十名にも満たない……八百九十三体いたドラグ・ヘッドがここまで減へらされた。人間の戦争で考えれば、とても勝利とはいえない。ドラグ・ヘッドの価値観で考えても──まだメラムプスが残っている──勝利とはいえない。

「……見事です」

《蛇タナトス》の消しよう滅めつを確認し、イェンは同どう胞ほうたちに手た向むけの言葉を送った。それ以外に自分に何ができる？　彼らの行動と結果を褒ほめ称たたえること以外？

　メラムプスを滅ほろぼす役割が自分にあるのだと、言い聞かせる気にもなれない。そんな事は当たり前だ。

「あなたたちの行こう為いを無む駄だにはしない」

　そしてメラムプスを倒せなければ、この地での《蛇タナトス》の消滅も無駄に終わってしまう。イェンは自分の肩かたに責せき任にんの重さがのしかかるのを感じた。レスフォール時代には感じたこともない。あのときはただひたすらに己おのれの役割に徹していれば良かった。

（なぜいま感じる？）

　その疑問を解消させている暇ひまはなかった。メラムプスがどこへ向かったのか？　大まかな方向しかわかっていない。《蛇タナトス》の消滅を確認するためだけにこの地に残っていたのだ。それが終わった以上、今すぐにでも追わなければ……

「ご苦労だった」

　ミランがそう言った。しかし、声はそうでも、口調はミランのものではなかった。イェン以上に淡たん々たんとし、イェン以上に冷徹な声がイェンの体を痺しびれさせた。振ふり返ったイェンに向けられていたのは、彼女の個こ性せいである愛あい嬌きようの消え去った、硬こう質しつな視し線せんだった。

「お前たちは本当の意味で役割を終えた。こちらの戦いも直じきに決着が付くだろう」

「レスフォール……」

　声こわ色いろが違ちがおうとも、言葉に乗った強力な力をイェンが忘わすれるはずもなかった。抗あらがいようもない。それはドラグ・ヘッドの本ほん能のうゆえなのか、レスフォールという存在の巨きよ大だいさゆえなのか……イェンは膝ひざを付いて頭こうべを垂たれた。レスフォールの言葉を頭に浴びて、イェンは体の震ふるえを止める事ができなかった。フォルストーの姿すがたが頭に浮かんだ。平然とレスフォールの前に立つことのできたフォルストーは、やはり偉い大だいな方だったのだ。

「この者を中ちゆう継けいして声を伝えるのが、今の私にできる精せい一いつ杯ぱいの干かん渉しようだ。故ゆえにお前を代表者として私の言葉を伝える。汝なんじらは命を果たした。汝らにかけられた制せい限げんは解く。これより先、お前たちは主を求める必要もなく、何者と戦う必要もない。この世界に残り、自らの情じよう報ほうを繫つなげていくも良し、帰き艦かんを望む者がいるのであれば、こちらの戦せん闘とうが終しゆう了りようし次し第だい、回かい収しゆうに向かわせよう」

　イェンはその言葉を呆ぼう然ぜんと聞いた。それ以外になにかしようもなかった。『汝らは使命を果たした』そう言われたというのに、『制限を解く』と、『主を求める必要もなく、何者と戦う必要もない』と言われたのに、イェンの中で、何か劇げき的てきな変化が起きた……ということはなかった。

　フォルストーの言う〝戦後〟は唐とう突とつに訪おとずれた。

　戦いはまだ終わっていないというのに……

「まだ、メラムプスが残っている」

　イェンはなんとかそう言えた。役目を終えたドラグ・ヘッドは、その役目にすがりつくようにレスフォール創造主に告げた。今まで考えていたドラグ・ヘッド自分自身への不満──なぜドラグ・ヘッドに感情があるのか？──をレスフォールに問う余よ裕ゆうもなかった。

「まだ、メラムプスが残っている。レスフォール。私たちの戦いはまだ終わっていない」

　まるで、レスフォールが自分たちの大切なものを奪っていく──そうとすら感じて、イェンは訴うつたえかける。

「その必要はない」

　レスフォールの声は淡々と告げた。

「メラムプス特異体の向かう先はわかっていた。確認もしている。グリー基き地ちだ。そこには私が残した策さくがある。グリー基地もろとも、メラムプスは消滅する」

　淡々とした声が、イェンに絶ぜつ対たい零れい度どの冷たさを浴びせかけた。

　そこにはシィナがいる。ナギリと、セレンがいる。

　……そしてレアナがいるのだ。

「ご苦労だったイェン・シェンカー。フォルストーの望みをかなえるが良い」

　その声を最後に、レスフォールの気配はミランから消えた。







　手を伸のばす先……







　　　　†




　鼓こ膜まくを何かが揺ゆさぶっている。

「ん？」

　膜がかかったような意い識しきに、レアナは戸と惑まどった。寝ね起おきは良い方だと自認するレアナにとって、意識の焦しよう点てんが定まらないという感覚はもどかしく、起き上がって頭を振ろうとした。

「ああ！　そんな急に起き上がらないでください？」

「……セレン？」

　肩かたを押さえる手の先を見て、レアナは首を傾かしげた。頰ほおや眼鏡めがねを濡ぬらしたセレンが目の前にいる。その背はい後ごにも見知った顔があった。

「リオン？　どうして？」

「よかった。本当に良かった」

　リオンはレアナの疑ぎ問もんを解といてはくれず、笑え顔がおで何度も頷うなずいている。何もかもが不ふ可か解かいな状じよう況きようにレアナは苛いら立だち、硬かたいベッドに寝かされたまま辺りを見回す。ランプやガス灯よりもはるかに明るい、術じゆつ理りの蛍けい光こうよりもなお白々とした光が天てん井じようから降ふり注いでいて、レアナは目を細めて他の場所に目を向けた。木材でも石でもない、白いのっぺりとした壁かべ。正体不明の建材は天井にも床ゆかにも延びている。隣となりにもベッドがあり、同じ物がさらに奥おくにも続いている。広いが、誰だれもいない。レアナたち三人以外、誰かがいる様子はない。清せい潔けつさが際きわ立だっているが、それゆえに人のぬくもりを微み塵じんも感じさせない空間だ。疑問は解決されず、レアナは再ふたたびセレンを見た。

「ここは？」

「えぇ、よくわかりませんが、レスフォールの遺い跡せきだとか、何かの施し設せつだとか……シィナちゃんが」

「レスフォールの……」

　呟つぶやいていると、意識の膜が剝はがれていった。急に明めい晰せきさを増ました思考が言葉の意味を理解させる。そして目の前のセレンがそれを喋しやべっているという意味を……

「シィナちゃんから、聞きましたわ」

　はっとして見ると、セレンはハンカチで頰の涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「この間の事じ件けんの後、ナギリさんと話していたんです。そうじゃないかなって」

「……ごめんなさい」

「いいんですよ。……正直水みず臭くさいとは思いましたけど、でも、レアナさんの気持ちもわかるような気がしますから」

「ありがとう」

「うう……レアナさ～ん」

　瞳ひとみをまたうるませてセレンが抱だきついてきた。レアナも目の奥が熱くなり、セレンの背を撫なでる。

「なんだか、安心したらお腹なかが空すきましたね」

　リオンが明るい調子で言ってくる。水をさされたと感じたのだろう、レアナから離はなれたセレンがむすっとした顔でリオンを睨にらんだ。

「そうね。わたしも、なんだかとてもお腹が空いたわ。それに……シィナやナギリは？」

　気を失う前の記き憶おくが少しずつ戻もどってきた。カーニルの街にいたというのに、今は場所も知れないレスフォールの遺跡にいる。その事はセレンに聞くよりもシィナに聞いた方が早いだろう。

　イェンのことが気にかかる。それをシィナに聞かなければ……

　そう考えていると、レアナの目の前で音もなく壁が開き、シィナが姿すがたを現あらわした。息を荒あらくして部屋に飛び込こんだシィナは、レアナを強こわ張ばった表ひよう情じようで見ていた。

「シィナ」

「お姉ちゃん！」

　シィナの反はん応のうにリオンやセレンが驚おどろいた顔をしていたが、シィナはかまわずレアナの胸むねに飛び込んだ。

「ごめんなさい。心配かけたわね」

　シィナは黙だまって、レアナの胸の中で頭を振ふる。体の震ふるえが腕うでに伝わってきた。ここはレスフォールの遺跡だ。誰よりもしっかりしなければいけないと肩かた肘ひじを張っていたのだろう。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだからね」

　シィナが安心するまで、レアナは何度も妹の髪かみを撫でてやった。




　落ち着いたシィナに伴ともなわれて、一同は食堂に移い動どうした。

「二人とも、どこに行ったのかしら？」

　広いテーブルが並ならぶが、やはり人気のない食堂でレアナは首を傾げた。リオンに聞いてラングスがいる事も知ったのだ。
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「伯お父じさんはきっと寝しん食しよくも忘わすれてうろついているでしょうね」

「ナギリさんもきっとそうですわ」

「そうね、そうかもしれないわね」

　人類が初めて目にするレスフォールの遺跡だ。ラングスの方はよくわからないが、ナギリは好こう奇き心しんが強い。そういうものかもしれないと、レアナは頷いた。そうしていると、食堂の奥からシィナが戻ってくる。

「こんなものしかなかった」

　そう言って持ってきたのは長方形の固形物と、硬い紙らしいカップに注がれた何かの液えき体たい。レアナたちはテーブルに置かれたそれをまじまじと見つめた。

「なに、これは？」

「保ほ存ぞん用の食料と、ドリンク。どっちも栄養はある」

　代表して質しつ問もんしたレアナに、シィナはそっけなく答えた。赤くなった目がテーブルの表面を睨んでいる。先ほどのことを思い出して、恥はずかしくなっているのだろう。

「そう」

　レアナは一つ頷うなずくと、手を出しかねている二人に代わって固形物をつまみ、口に運んだ。保存食と言っていたが、二百年以上放置されている。二人がためらう理由はそこにあるのだろう。レアナもそれは感じたが、シィナが食べられないものを出すわけがない。固形物は口の中で簡かん単たんに崩くずれた。微かすかな酸さ味んみと甘あま味みがあるが、それほど美お味いしい物でもない。水気がないため、ドリンクで流し込んだ。ドリンクの方は柑かん橘きつ類るいに近い味がした。こちらは美味しい。

「パン……というよりも、お菓か子しみたいな感じね」

「うん」

　レアナに続いてシィナも食べ始める。それを見て、セレンたちも食べ始めた。

　食事が終わると、シィナがレアナを食堂の外に引っぱり出した。セレンはリオンと残される事に強い不満を訴うつたえたが、レアナが頼たのむと、不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頷く。

「で、どうなっているの？」

　移動装そう置ちに軽い驚きを見せた後、レアナは聞いた。シィナは事情を全すべて話した。メラムプスの事、《蛇タナトス》との戦いが膠こう着ちやくしている事、そして……

「え？」

　レアナの負ふ傷しようの原げん因いん、イェンとの契けい約やくがメラムプスによって解かい消しようされた事を。

「噓うそ……」

　呆ぼう然ぜんと、レアナは服の上から《マキナ》のある腹ふく部ぶを撫でた。レアナが着ているのはカーニルで着ていたものとまったく同じだ。おそらくはこの施設で洗せん濯たくと血ち抜ぬきが行われたのだろうが……染しみ一つ残っていない服を脱ぬいで確かく認にんしたい衝しよう動どうに、レアナは駆かられた。

「本当だよ。……わからない？」

　言われて、レアナはイェンとの間にあった繫つながりのようなものが感じられない事に愕がく然ぜんとした。

「そんな……」

　シィナと契約した時に、レアナは初めてイェンとの間にこんな精せい神しん的な繫がりがあった事を知った。イェンと契約した時は幼おさなくて、そんな変化があったことは覚えていなかった。そしてそれ以後はそれが当然のことに思えて、気にした事もなかった。

　シィナと最初に出会ったあの巨きよ人じん石で、ドラグ・ヘッドに襲おそわれた時もイェンはその繫がりを頼たよりに追いかけてきてくれたのだ。それを知った時に、契約という名の鎖くさりの重さと、イェンとの繫がりを再さい認にん識しきした喜びを同時に感じた事をよく覚えている。

　虚きよ無む感が体を襲おそう。座すわり込みそうになるのを、気き丈じようさを奮ふるい起おこしてなんとか堪こらえた。

「それで、イェンは今も無事なの？」

「うん。今は何か空間が安定しなくてモニターできないけど、それまでは大丈夫だった。〝円えん卓たく騎き士し〟ももうすぐ直るから、そうしたら……」

　そこまで話して、レアナたちは前方から同じく移動装置に乗ってやってくる巨漢の姿を目にした。

「ラングスさん」

「うむ、無事に治ったようだな」

　レアナの姿を見ても、ラングスはそれほど驚いた様子を見せなかった。

「おぬしを迎むかえに来た。こちらに来てくれ」

　いきなりの申し出にレアナは驚いたが、ラングスはぎこちなく装置を操そう作さすると、もと来た通路を戻っていく。シィナが装置を動かして、ラングスの後を追わせた。

「なんなのかしら？」

「さあ？」

　小首を傾かしげる二人の前でラングスの装置が止まり、部屋へと入っていく。レアナたちもそれを追った。

「連れてきたぞ」

「あら、早かったのね。ご苦労さま」

「え？」

　聞こえてきた声に、シィナはまた首を傾げた。シィナの態たい度どに不ふ審しんを感じながらも、レアナは部屋に入る。

「あなたがそうなの？　ふうん……似にている……のかしらね」

「儂わしにはわからんな」

「それもそうね」

　楽しげな女じよ性せいの声が聞こえてくるが、部屋にはラングスしかいなかった。それほど広くもない部屋の中央で大きな剣けんが宙ちゆうに浮ういている。

「悪いけど、二人きりにしてくれないかしら？」

　ラングスが頷き、シィナを視し線せんで促うながした。シィナは口をぽかんと開けて宙に浮く剣を見ていたが、ラングスに促されて素す直なおに従したがう。

「シィナ？　ラングスさん？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　何が大丈夫なのかもわからないまま、レアナは部屋に一人にされた。もう一人残っているはずだが、レアナには見えない。

「はじめましてね、わたしの名前はフォルストー・ＬⅡ。……あなたの目の前にいるのだけどわからないかしら？」

「……え？」

　フォルストー……その名前を聞いて、レアナの脳のう裏りに映えい像ぞうが浮かび上がる。フォルストー。それは夢ゆめの中の人物。蒼そう闇あんの剣を見た。声は剣からしているようにしか思えない。

「あなたが？」

　剣身に宿る星明りを瞬またたかせて、剣は肯こう定ていした。

「そうよ。名前を教えてくれないかしら？　わたしの可愛かわいい末す裔え」

「……レアナ・バーミリオンです」

　夢で見た映像がどっと思い出されてくる。レアナは呆然と剣を見た。目の前にいるのが、レアナの中に流れる血の源げん流りゆう。

　……そしてイェンの前の主。

「良い名前だわ。わたしは、ここから世界を見ていた。あなたも見ていたわ。なんて可愛い子が生まれたのだろうと、とても嬉うれしく思っていたのよ」

「イェンは良い人に出会えたわね」その言葉がレアナを緊きん張ちようさせた。イェンの事をそんな風に語る人物に初めて出会った事、そして夢で見たイェンが見せた態度……フォルストーの言葉がレアナの胸むねに痛いたみを走らせる。

「さて……楽しく語り合いたい所だけれど、残念ながら予想以上に時間がなかったようね」

「え？」

「そういうわけで……逃にげなさい」

　フォルストーがそう言ったすぐ後……

　世界が赤く変色した。部屋を照らしていた白い光が、赤い点てん滅めつ光こうに変化したのだ。

　そして、耳を覆おおいたくなるほどに激はげしい高音。機械があげる金切り声のようで、レアナは驚おどろいて朱あけに染そまる部屋を見上げた。

「なに？」

「さいごに……」

　戸と惑まどうレアナの耳に届とどいた声は、部屋を覆う金切り声にかき消された。




　　　　†




　その音はグリー基き地ち全体に鳴り響ひびいていた。

「なに？」

　不ふ機き嫌げんに、ナギリは赤く染まる広い空間を見回した。移い動どう装そう置ちに運ばれて最初の場所にまで戻もどってきていたナギリは、そこで頭を冷やしていたのだ。自分の一族にかかわる事とはいえ、頭に血が昇のぼりすぎた。よく考えれば《卵オヴン》にどんな秘ひ密みつがあっても、由ゆ真ま家に後ろ暗い事ができるわけではない。

　ようやくシィナに謝あやまりに行こうと決心を固めた所だったので、この異い変へんには少々腹はらが立った。

　甲かん高だかい、金きん属ぞく音おんとも微び妙みように違ちがう高音、全身が赤く染まる光にナギリは顔をしかめる。

「まったく！　なんだっていうのよ！」

　いつまで経たっても鳴り止やもうとしない高音に、ナギリが苛いら立だって音の発生源げんを探さがしていると……

　いきなり、地面が揺ゆれた。

「地じ震しん？　また？」

　カーニルの街を襲おそった揺れに続いて二度目の強きよう烈れつな震動に、ナギリは膝ひざを付いた。壁かべや床ゆかが縦たてに揺れている。頭の上で高音を押おし退のける轟ごう音おんが唸うなりを上げ……そして炸さく裂れつした。

「うあっ！」

　天井から降ふり注ぐ瓦が礫れきにナギリは頭を抱かかえる。あちこちで巨きよ大だいな塊かたまりが床を叩たたく音がし、ナギリはさらに身を縮ちぢめる。周囲で鋭するどい、空気を切るような音がしたが、それを確かく認にんする余よ裕ゆうはなかった。

　音が去り、ナギリは目を開け……光景に愕がく然ぜんとした。

　予想通り、広い空間には瓦礫が散らばっていた。どれもこれもがナギリよりも体積がありそうなものばかりだ。基き地ちの壁に使われていた正体不明の材質の塊、それが自分を潰つぶさなかった事の奇き跡せきにナギリはしばし呆ぼう然ぜんとした。

　しかしそれは、奇跡ではない。

　自分の周囲に瓦礫以外のものがある事に、ナギリはすぐに気づいた。ただ、正体は分からなかった。やけに光こう沢たくの良い金属に覆われた物体──なにかの機械──がナギリの周囲だけではなく、瓦礫のあちこちにあった。

　じっと観察すれば、それが何かを包囲しているのがわかっただろう。

　ナギリの目が、瓦礫の陰かげから現あらわれるものを見た。

　人の形はしていたが、人ではない事はナギリにだってすぐわかる。その背せには腐ふ肉にくのような色の翼つばさがあり、全身には黒い紋もん様ようが蠢うごめいている。

「うあ～、嫌いやな予感……」

　護ご法ほう童子を出すか否いなか……ナギリは迷まよった。予想通りならば、ナギリに敵かなう道理はない。その姿すがたを見てはいないが、ナギリの中で『レスフォールの施し設せつを襲おそう存そん在ざい＝《蛇タナトス》とかいう化け物』という簡かん単たんな構こう図ずが成り立っていた。

　ナギリの予想は外れる事なく、そこに立っているのはメラムプスだ。

　メラムプスが周囲に目をやり、一歩を踏ふみ出す。

　そこに光の線が集中した。放ったのは包囲していた機械だ。機械──防ぼう衛えい兵器──は、メラムプスに光線を放つ。音もなく放たれた光線はメラムプスに突つき刺ささる。瞬しゆん間かん、強い光が周囲を白く浮うき出した。眩まばゆい光が生み出した陰いん影えいが、ナギリの周囲を球体の形で切り出す。目に見えない何かに守られ、ナギリはメラムプスを見た。

　そこに、メラムプスはいなかった。

「え？」

　その声と重なるようにして、メラムプスの周囲にあった防衛兵器が次々と火を噴ふいた。防衛兵器たちは狂くるったように宙ちゆうで回転し、光線を放ちだす。事じ態たいのわからないナギリは、光線の乱らん舞ぶする空間を眺ながめ、立ち尽つくしていた。

　そうしている間にも、防衛兵器は次々と破は壊かいされていく。

　ナギリの耳は、鉈なたで風を切るような太い音が高速で発されているのに気付いた。宙にときおり現れる横切る影を確認するのが、ナギリの知覚の限げん界かいだった。

「クァグ・ネレイドー！」

　野太いその声がナギリの背はい後ごで響く。

　新たな音は、数瞬の時間差で到とう来らいした。メラムプスの空けた巨大な穴あなから、多た腕わん女身の巨人が轟音を立てて舞まい降おりた。

「詐さ欺ぎ師し！」

　振ふり返った先にいるのは、シィナを伴ともなったラングスだった。ナギリの言い種ぐさに顔をしかめる暇ひまもなく、ラングスは自身の最大兵器であり、《卵オヴン》を内ない蔵ぞうした術じゆつ理り増ぞう幅ふく装置でもあるゴーレム巨人に命じる。

「抜ばつ刀とう！　斬ざん奸かん！」

　ラングスの声に従したがい、クァグ・ネレイドーが剣けんを抜ぬく。狙ねらいも何もない。振ふり上げられた多種の刀剣は叩たたきつけるように床めがけて振りぬかれた。

「ば、ばか？」

　啞あ然ぜんとするナギリの前で、変化が起こる。斬ざん撃げきによって斬きり砕くだかれた床が次々と形けい質しつを変えていくのだ。見た目は石に近かった物体が、溶とけるようにして形を剣に変える。巨人サイズの剣が次々と地面から生えるという光景が、ナギリたちの目の前で展てん開かいされた。

「万ばん剣けん陣じんよ！　どうだ!?」

　意気揚よう々よう、鼻高々といった様子でラングスが言い放つ。目で追えないのなら避よけようもない攻こう撃げきをという身も蓋ふたもない作戦だが……ナギリたちは変化が起こるのを待った。

　できれば倒たおされていて欲ほしいという淡あわい期待は、簡かん単たんに打ち崩くずされる。

　クァグ・ネレイドーの肩かたに荒あら々あらしい光こう条じようが突き立った。

「ぬおっ！」

　ラングスが驚おどろきの声を上げる中、巨人は身をよじる。光条の突き抜けた左肩は爆ばく発はつし、熱によって溶かされた左ひだり腕うでたちが地面に落ちていく。

　乱立する巨剣の一つに、メラムプスが立っていた。その周囲の巨剣が突とつ如じよとして折れ砕ける。空間に三つの黒い穴が開き、三機の新たな巨人が姿を現した。

　〝ヴェイオウルフ〟、〝ミストレス〟、そして〝円えん卓たく騎き士し〟の三機のマシン・ドライブがメラムプスを囲む。

「滅ほろぼせ！」

　ナギリたちの背後で、シィナが叫さけんだ。
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　揺れは、レアナの部屋にも及およんでいた。

「今、なんて……」

「逃にげなさい」

　足あし下もとをすくわれかけたレアナは体たい勢せいを崩した。問いは無む視しされ、フォルストーはその言葉を残すと姿を消した。

「待って！」

　マシン・ドライブも使った転てん移いだとはわかったが、それでもレアナは手を伸のばした。だが、届とどかない。それ以前に距きよ離りが足りていない。手は虚こ空くうの感かん触しよくを摑つかんで床を叩く。

『逃げなさい』

　フォルストーが繰くり返した言葉、そして部屋を覆おおう光に甲かん高だかい音……すべてが危き険けんを知らせていた。

「逃げるなんて……」

　レアナにその選せん択たくができるわけがない。レスフォールの基き地ちに現あらわれる危機、そしてカーニルでの《蛇タナトス》の出しゆつ現げん。ナギリと同じ単たん純じゆんな構図が頭に浮かぶ。そしてそれ以外の状じよう況きようなど、考えられるはずがない。

　イェンが立ち向かっている危地に、レアナが目を背そむける？

「できるわけがない」

　言葉を嚙かみ締しめると、レアナは部屋を飛び出した。移動装そう置ちがレアナを取り囲もうとするが、それから逃のがれると自分の足で走る。今は、使い方のわからない装置に頼たよっている暇はない。

　レアナはまず、食堂に駆かけ込こんだ。

「レアナさん！」

　セレンとリオンは異い口く同どう音おんに名前を呼よぶ。

「これは一体、何事ですか？」

「わからない。けど、危険な状況なのは確たしかだから、あなたたちは逃げて」

　言い方に失敗したと思ったのはリオンの顔を見た時だ。額ひたいに皺しわを寄よせた苦い顔をして、リオンは言った。

「ぼく〝たち〟だけが逃げるなんて事はできませんよ。レアナさん、あなたもです」

「そ、そうですよ！　また、あんな怪け我がをしたらどうするんですか？」

　リオンの言葉でレアナの意図を理り解かいしたセレンが青い顔で腕を摑んでくる。

「いいえ……わたしは」

　そこまで言って、一いつ旦たん、口を閉とざす。

「あなたの思想は素す晴ばらしいと思います。だけど、勇気と無む謀ぼうは違ちがいますよ。死んでしまってはなんにもならない」

　たたみかけて来るリオンには、絶ぜつ対たいに一人にはしないという意志が瞳ひとみから漲みなぎっていた。

「そう……かもしれないわね」

「そうですよ！　レアナさん！」

　すがりつくセレンにもう一度頷うなずくと、レアナは言い直した。

「わかったわ、脱だつ出しゆつしましょう。その前に、シィナたちも見つけないと」

　話が付くと、レアナたちは食堂から飛び出す。

「レアナ！」

　飛び出したところで、ナギリとラングスが移動装置に乗ってやってきた。

「シィナは？」

「あの化け物を抑おさえるそうだ。これに乗れば、そのまま脱出口まで運ばれる。乗れ」

　端たん的てきなラングスの言葉にレアナは頭かぶりを振る。

「シィナも連れて行くわ。わたしの妹よ」

「ああ、もう！　そう言うと思ったんだけどね！」

　悔くやしげにナギリが声を上げた。脱出しろと言われて、その事で押し問答になったのかもしれない。

「ならば儂わしが付いていく」

「伯お父じさん、ぼくも」

「だめだ。地上がどうなっているかもわからん。女じよ性せいだけを地上に上げるなど、紳しん士しのする事ではないぞ」

　その言葉をナギリが鼻で笑った理由はレアナにはわからない、理由を聞いている暇ひまもない。

「それに、装置を動かせるのはこの中では儂だけだ。これに乗れば地上まで一気に運ばれる。万が一を考えれば、残るのは最少人数がいい」

　ラングスに押し切られ、リオンはしかたなく頷いた。

「レアナさん、気を付けて下さいね！」

「シィナに代わりに謝あやまっといて！」

　三人を見送り、レアナとラングスは別の移動装置に乗って、外部転移口……戦場まで戻もどる。

　辿たどり着くまでに多少の時間があった。

「ナギリと、なにかあったんですか？」

　まともに会話したことなどない事に気付いて、レアナはおずおずと訊たずねてみた。

「昔、由真家に迷めい惑わくをかけた事があってな。その事をあの娘むすめに知られたのだ」

「はあ……」

　事じ情じようを聞いてよいものか迷まよい、レアナの返事は曖あい味まいなものになった。ラングスはうっすら髭ひげの生えてきた顎あごをなで、遠くを見る目で呟つぶやく。

「人生、何もかもが思い通りにいくわけではない。特に、これがしたいと言っているだけの連中にとっては、なんとも不満だらけの世の中だろうし、世に不平等を感じもするだろう」

　いきなり語り出すラングスに、レアナは呆あつ気けに取られた。

「だが、だからと言って、すぐに諦あきらめてしまう奴やつは嫌きらいだ。口ばかりの奴も嫌いだ。ままならぬと思うのなら、ままなるようにすればいい……あがく者が儂は好きだ」

　そこまで言うと、ラングスはレアナを見、にやりと笑った。

「お嬢じようさんのあがき、手伝わせてもらうぞ」

　レアナは啞あ然ぜんとし、それから顔を赤くした。見み透すかされていたのだ。

「すいません」

「かまわんよ。ドラグ・ヘッドに……レスフォールに敵かなわぬという現実に、儂も承しよう服ふくできんしな。人の知力が、儂の技ぎ術じゆつがどこまで高みを目指せるのか、それを見み極きわめるためにも、今敵わぬものたちを見るという事は役に立つ。……まあ、儂のあがきの一つが、あナのギ娘リに嫌きらわれる結果になったのも確たしかだがな」

　最後の言葉は余よ計けいだと思いつつも、レアナはラングスに感かん謝しやした。

「シィナ、無事ならいいのだけれど……」

　レアナは妹に意い識しきを向け、違い和わ感に気付き……顔を青くした。
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　イェンは駆かけていた。大気に穴あなを穿うがち、大地を破は砕さいしながら駆けていた。慣かん性せいを無む視しした砲ほう弾だんの如ごとく、底のない奈な落らくへと落とされた雷かみなりの如く……

　慌あわてて追いかけてきたミランは放置した。いまや視界の届とどかない遥はるか後方だ。どうなっているのか、イェンにはわからない。わかろうとする余よ裕ゆうもない。

『お兄さんはレアナの執しつ事じになってくれるの？』

　頭の中で繰くり返される言葉は、擦すり切れるどころか、いまや耳元で囁ささやかれているほどにはっきりと聞こえてくる。呪じゆ詛そのようにイェンの焦しよう燥そうを駆り立てた。

　グリー基き地ちの場所をイェンは知っている。レスフォール時代の地図と現げん代だいの地図は脳のう裏りで鮮せん明めいに重ね合わされ、テルトアの南にあるサンオートニーという小国を目指し疾しつ走そうを続けていた。

「くっ！」

　吐はき出された言葉ははるか後方に投げ出され、イェンは跳ちよう躍やくした。目の前には進路を塞ふさぐ長い山脈がある。連続跳躍で山を飛び越こえる。疾走ほどの速度を稼かせぎ出せない未み熟じゆくに舌した打うちし、大地にクレーターを生んで着地した。

　体たい勢せいを立て直すのももどかしく、イェンは再ふたたび走り出す。イェンのこの疾走を目もく撃げきした者は数え切れず、その前日にテルトアの首都が謎なぞの怪かい物ぶつによって滅ほろぼされた事もあって、正体不明の怪かい異いとして後々まで語られる事となるのだが……そんな事は今のイェンにはどうでもいい事だった。

（なぜ、私はここまで必死になっている？）

　走りながら、イェンは自問した。メラムプスを倒たおす役やく割わりが自分ではなくなった事……まずその答えは消した。レスフォールにドラグ・ヘッドとしての制せい限げんを解かい除じよされた時は確かに戸と惑まどった。だがそれは、自分たちの存そん在ざい意い義ぎが変化することに対する戸惑いだ。今ここで必死にならなければならない理由ではない。自分が出る必要もなくメラムプスが倒されるというのなら、それでいいではないかと思う。レスフォール時代を戦い抜ぬいた自分が、その戦いの本当の最後の場面に立ちあえない事への未練を感じないでもないが、それはことさら重要視するほどのものでもない。

　レアナだ。いま自分が急ぐ理由は、ただそれだけしかない。

　だが、レアナはもはや主ではない。解除が行われた現在、もはや主となる事もない人物だ。イェンはもはや主を求める必要もなく、その可か能のう性せいのある人物を追い求める感覚に悩なやまされる事もない。生き残り、この世界に残る事を選んだドラグ・ヘッドたちがいたとしても、仮の主国家という情なさけないものにすがって自分の本能を誤ご魔ま化かす必要がないのだ。

　では、イェンは今、本当の意味で、自分の意志でレアナを救おうと思っているのか？　解除されたドラグ・ヘッドの本能の残ざん滓しに惑わされているだけではないのか？

（どうなのだ？　イェン・シェンカー！）

　迷いが足をゆるめさせるということもなく、イェンは自問を繰り返す。

（なぜ、私はお嬢じよう様さまを救いたいと思っている？）

『そんなに不ふ思し議ぎですか？』

　キョトンとしたミランの顔が頭に浮かんだ。

　カーニルからの途と上じよう、まだミランがイェンの後に付いてこれていた時の事だ。




「あなたは、バーホーデン少しよう尉いに好意を持っているのですか？」

「えっ、えっ、え～～～！」

　いきなりの問いにミランは顔を真っ赤にして慌あわてた。疾しつ走そうしながらの問いだ。ミランは一いつ瞬しゆんつんのめった。背後に大きな土砂の津つ波なみが立ち、転げかけたミランは手をばたばたしながらイェンに追いつく。

「な、なんですかいきなり～」

「違うのですか？」

　ミランがどうしてそこまで狼ろう狽ばいしているのかがわからない。恨うらめしげに見つめるミランを、イェンは不可解だと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そ、そうですけどぅ……でも、いきなりそんな事を言うのはだめですょ～。恥はずかしいじゃないですか！」

「では、間違いないのですね？」

　ミランの言い分に聞く耳をもたない。わからないというのもあるが、それよりも余よ裕ゆうがないというのが実情だった。

「なぜです？　ロイ・バーホーデンには下マ位ス模タ倣ー体ズの遺い伝でん子しは存在しません。彼とは契けい約やくできないというのに、なぜ？」

　意味がない。契約による能力の向上も望めないような相手に好意を抱いだいた所で、なんの価か値ちもないではないか。

　ドラグ・ヘッドにとって、戦う事がすべてだというのに……

「そんなに不思議ですか？」

「ええ、不思議です。そんな事には何の意味もない。ソートシリーズは全て、そのようなチューンが施ほどこされているのですか？」

「うーん、それは知りませんよ～。ソートさんには会った事がないんですから。そんな事よりも、そういう事ではないんです！　ドラグ・ヘッドだとか、人間だとか、関係ないじゃないですか。嬉うれしいとか、悲しいとか、あたしたちにだってあるんですよ？　だったら、マスターになれない人を恋しいって思ったって、おかしくないじゃないですか！」

　力強く言い切るミランに、イェンはなんとも言えない表情を作った。

「イェンさんは、ただ能力が上がるってだけで、レアナさんをマスターに選んだんですか？」

　どこか責せめるようなその瞳ひとみから、イェンは視線を逸そらせた。

（どうなのだ？）

　改あらためて、己おのれに問う。

　耳に届く答えは狂きよう暴ぼうな風の吠ほえ声だけだ。

　やがてサンオートニーの国こつ境きようを抜けたイェンはグリー基地へ意識を集中した。

　答えは、レアナを救い出した時に得ればいい。開き直りに近い想おもいがイェンの足に力をこめさせた。
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　外部転てん移い口での戦いは熾し烈れつを極めていた。シルエットだけを見れば、それは三人の人間がうるさい羽虫を追いまわす図に見えたかもしれない。

　しかし、その羽虫はただの羽虫ではない。メラムプスという名の……ラングスの言う〝レスフォールに連なりし者たち〟が敵てきとする《蛇タナトス》の変異した存在だ。そしてこの世界を食くらうという、人類にとって見ればこれ以上のものは存在しないという害敵。

　青の巨きよ人じん、〝円えん卓たく騎き士し〟の鎧よろいの各所から光こう条じようが放たれる。メラムプスは残ざん骸がいを飛び回って避よける。〝ミストレス〟の放った突つきも虚むなしく空を切り、〝ヴェイオウルフ〟の左右の爪つめもまたラングスの術じゆつ理りによって生まれた剣けんの林を切り払はらっただけに終わった。

　周囲にあった防ぼう衛えい兵器はとっくに沈ちん黙もくしていた。

　広大な外部転移口にこもった熱気に、シィナは通路まで退たい避ひした。

　そこでレアナの声を聞き、驚おどろいて振ふり返った。ラングスを伴ともなって、レアナがやってくる。

「なにをしてるんだよ！」と叫さけびかけて、シィナは言葉を止めた。カーニルの街でも似たような言い合いをしたような気がする。

　そのシィナに、レアナはほっとした顔を見せた。

「無事だったのね」

「あたりまえだろ」

「だって、あなたとの繫つながりも消えたから心配したのよ」

「え？」

　驚いた顔でシィナは《マキナ》を確かく認にんした。レアナのように目で確認しなくても少し意い識しきを向ければ状じよう態たいが調べられる。確認して、シィナは愕がく然ぜんとした。

「あたしのまで消えてる……」

　その言葉にレアナは戸惑いを隠かくせない様子だが、やはりと頷うなずいた。

「でも、なんで？　《蛇タナトス》の攻こう撃げきは受けてないはずだし……」

「レスフォールが制限解除したのでしょうね」

　唐とう突とつな声はフォルストーのものだった。見れば夜殻素材マテリアルナイトの剣身を宙ちゆうに浮うかせ、フォルストーがいる。

「なんで？」

「カーニル……だったかしら？　そこにいる《蛇タナトス》の始末が終わったからでしょう？　この様子だと、外殻上うえの戦いももうすぐ終わるのでしょうね」

「それにしても……」と続き、レアナはフォルストーの意識がこちらに向くのを感じた。

「逃にげろと言ったでしょう？」

「妹を置いて逃げるなんてできません」

　きっぱりと言うレアナに、フォルストーはため息らしき声を吐ついた。

「その性せい格かくはわたし譲ゆずりなのかしら？　わかってしまうからそうなんでしょうねぇ。まったく、二世紀の間にずいぶん情じよう報ほう濃のう度どが薄うすくなったように思っていたのだけれど」

「そんな事よりも、さきほどの言葉はなんなのですか？」

「言葉の通りよ」

　フォルストーは投げやり気味に答える。

「レスフォールだって、戦いが終わった後までドラグ・ヘッドを拘こう束そくしようとは思っていない。別に嗜し好こうで戦争やるほど物好きでもないからね。非ひ生産的だからとかではなくて、彼の持つ存在的な次元の高さが、戦争という行こう為いに意味を見み出いださないからなんだけれど……だから今回の戦いは、より大きな世界の観点から見れば、とても特とく殊しゆな事態なのよね」

　後半の部分がレアナには良くわからなかったが、ラングスが好こう奇き心しんに瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ふむ……ではやはり、レスフォールは神なのだな？　この世界にいる《卵オヴン》から生まれた偽にせ物ものではなく、本物の」

「そうね、この世界で該がい当とうする単語と言えばそうなのかもしれないわね。まぁ、神っていうほどありがたくもないから、高位次元知性体とか、そこら辺が妥だ当とうだと思うけど」

「なるほどな。では……レスフォールがここに来た理由は、あの《蛇タナトス》とかいう怪かい物ぶつにこの世界が襲おそわれているからだ。そして本来は争いを好まぬ高位次元知性体のレスフォールがこの世界を守るためにドラグ・ヘッドなどを作ったのは……この世界そのものがレスフォールと同位の存在だからか？　あなたの言葉から推すい測そくするとそのように導みちびきだせるが？」

「うん、正せい解かい」

「……面おも白しろいな。では我われ々われは世界という生命体を構こう成せいする細さい胞ぼうのようなものなのか？」

「その考え方を、レスフォールは世界連れん環かん論ろんと呼よんだわ」

「難むずかしい話なんてどうでもいいから！」

　たまらずに叫んだのはシィナだ。彼女は苛いら立だたしげにフォルストーとラングスを睨にらみつける。

「戦いが終わってもいないのにそんなこと言われても困こまる！　ここに《蛇タナトス》がいるじゃないか！　向こうの戦いが終わったんなら、ドラグ・ヘッドをこっちに呼んでくれよ」

「呼んでも無む駄だよ。だってもう全ぜん滅めつに近い状態だもの。ものの役に立たないわ」

「ぜん……」

　フォルストーの言葉にシィナの顔から血の気が引いた。その顔を見ながら、レアナは気が遠くなりかけた。今度は耐たえられない。視し界かいがぐらつき、妹の顔が歪ゆがむ。レアナはすがりつくようにフォルストーの剣身を摑つかむ。刃やいばが手に食い込こんだが切れるという事はなかった。

「イェンは!?」

「無事よ。心配しなくても、ステューピッドがなくったって、あの子は簡かん単たんに死ぬようなことはない」

　安あん堵どしたものの、イェンが『あの子』と呼ばれる事に複ふく雑ざつな気持ちになる。

　こんな時でなければ、もっと聞きたいことがあるのに……

「さあ、さっさとお逃げなさい」

「でも……」

　逃げろと言葉で背せ中なかを押おすフォルストーと、渋しぶるシィナ……レアナもフォルストーの意図がわからない。

　口を開いたのはラングスだった。

「ここで逃げようとあれを倒たおさなければ何も解決しないのではないのか？　策さくがあるといことかな？」

「まぁね、そういうことよ」

「それを説明してくれなくては、こちらのお嬢じようさん方は退ひかんのではないかな？」

「しかたがないわね……」

　また、ため息。それからフォルストーは早口で説明を始めた。

「レスフォールが外がい殻かく上に上がる前、万が一に備そなえてこの世界この地に施ほどこした策は二つ。一つが最終生産型ドラグ・ヘッド。そしてもう一つがこの基き地ち。ここには《混こん沌とん》の吸きゆう収しゆう量を強めた《卵オヴン》があるのよ。《蛇タナトス》はそれを目指してやってくる。そこで基地ごと爆ばく破は……単たん純じゆんな作戦だし、あの時代に比くらべればチャチな罠わなだけど、これで防ふせげないような状態にまでなっていたのなら、どちらにしろ外殻上の艦かん隊たいは全滅してるだろうし、そうなればこの世界が《蛇タナトス》に対たい抗こうできる状態にでもなっていない限かぎり、この世界の死は決定したも同然……ていう、投げやりなんだかアフターケアがしっかりしてるのか微び妙みような作戦なんだけどね」

　まくしたてるようなフォルストーの言葉に、レアナたちは納なつ得とくした。するしかない……一見おちゃらけているように感じる言葉の底には逆さからいようのない雰ふん囲い気きがあった。迫はく力りよく負けしたと言ってもいい。レアナは返す言葉もなく、頷くしかなかった。

　レアナは、シィナとなにか打ち合わせをしているフォルストーの姿すがたをじっと見つめた。夢ゆめで見たフォルストーの記き憶おくは、彼女の視点で見ているだけにどんな容よう姿しだったのか、まったくわからない。美しかったのだろうか……イェンを魅み了りようするほどに。

　そしてなぜ、こんな姿にならなければいけなかったのだろうか。

　問いたい、もっと話したい。

　この基地から脱だつ出しゆつできた後、それができるのだろうか？

　しかし、聞きたいのと同じほどに、イェンとフォルストーが再さい会かいする事を恐おそれる気持ちがあった。
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　目の前に迫せまる青い金きん属ぞくの巨きよ塊かい……〝円えん卓たく騎き士し〟の槍やりを、メラムプスは身をよじって躱かわした。巻まき起こる暴ぼう風ふうがメラムプスの体を揺ゆさぶる。追い討うちをかけるように振ふり下ろされた紅くれないの巨人の大たい剣けんには、銃じゆう剣けんの光こう条じようで応おう射しや。光条は大剣の表面を跳はね、角度を変えて紅の戦いくさ乙おと女め、〝ミストレス〟の鎧よろいに突つき立ち、あるいは天てん井じように穴あなを穿うがった。分ぶ厚あつい質しつ量りようがメラムプスの体を斬きる……というよりも叩たたき潰つぶした。

　圧あつ力りよくの爆ばく発はつがメラムプスの形を壊こわした。手足が引きちぎれ、頭部と胴どう体たいは原形をとどめる事なく大剣が食くらい付いた床ゆかの断だん面めんに張はり付く。

　その体たい勢せいのまま、〝ミストレス〟の体が傾かしいだ。メラムプスの光条は鎧に穴を開け、内部の機関に損そん傷しようを与あたえていたのだ。

　原形をとどめていないメラムプスだが、それで死んだというわけではない。倒れる寸すん前ぜんに虚こ空くうへと消えた〝ミストレス〟に内心でニヤリとする。その体はすでに再生の兆きざしを見せていた。

　その目が最後の一機、獣じゆう人じん〝ヴェイオウルフ〟に向けられる。その口こう腔こうから荒あら々あらしい光が零こぼれていた。マシン・ドライブにとっては狭せまい空間で、いままでためらっていた光の吐と息いきを放とうとしている。

「ぬうううう！」

　回かい復ふくもままならぬまま、メラムプスは跳ちよう躍やくした。もとより不定形であるメラムプスは、平らに伸のびた体全すべてを筋きん肉にくに変え、板バネの要よう領りようで跳いどんだ。その跳躍速度は板バネの比ひではない。一気に天井付近まで上じよう昇しようしたメラムプスは、光の奔ほん流りゆうによって瞬しゆん時じに溶とけていく床を見た。

　今までの戦いに加えて〝ヴェイオウルフ〟の光の吐息……外部転てん移い口こうの床はついに崩ほう壊かいした。〝ヴェイオウルフ〟と〝円卓騎士〟、二機のマシン・ドライブがガクリと体を揺らすと、崩壊に巻き込まれ、瓦が礫れきと共に落下していく。

　開いた穴から溢あふれ出した匂においに、落下しつつ体を回復させたメラムプスは狂きよう喜きした。餌えさがすぐ近くにある。しかも、この匂いの流れ方からして開いた穴のすぐ近く。

「愚おろか者どもが！」

　哄こう笑しようしながら、メラムプスは落下した。基地を守る最大の兵力がメラムプスのために道を開けたのだ。皮肉な結果にメラムプスは敵てきの愚かさを嘲あざ笑わらった。

　二機のマシン・ドライブはすでに落下した先で体勢を整え、メラムプスを待ち構かまえていた。メラムプスは躊ちゆう躇ちよする事なく突き進む。勝利が間近にある。メラムプスに恐おそれるものはなかった。
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「まだやることがあるのよ。その後で、脱出するわ」

　そう言い残し、フォルストーはレアナたちの前から姿すがたを消した。シィナを加えたレアナたちは再ふたたび移動装そう置ちに乗り、脱出ルートへと向かう。移動装置は静かにレアナたちを運び、警けい戒かい音の消えた通路は静せい寂じやくに包まれていた。

「なるほどな。秘ひ密みつにする意味がなくなるとはこういう事か……」

　押し黙だまっていた一行の中で、ラングスが沈ちん黙もくを破やぶる。

「レスフォールの遺い産さん……そのほとんどが地上から消え失うせるのであれば、秘密にしておく意味などないという事だな。しかし、まだ《卵オヴン》の謎なぞが残っているが……」

　答えを求めるようにシィナを見る。だが、シィナは黙もく然ねんと進む先を見つめていた。フォルストーとの打ち合わせどおりにマシン・ドライブを操あやつらなくてはならないため、答える余よ裕ゆうなどないのだろう。

「ふむ」

　ラングスが再び考え込む。

　レアナもまた、考えていた。

　フォルストーの迫力に押されて大人しくここにいる。それ自体は悪い事だとは思わない。メラムプスが倒たおれるなら、それでいいと思う。

　だが、何かが引っかかる。

『逃にげなさい』というフォルストーの言葉にはおかしな所はない。この基地の役やく割わりを知れば、その通りだと思う。だから、これではない。他のフォルストーの言葉を思い出しても、おかしな所があったようには思えない。

　ではなにが？　フォルストーの雰囲気？　外見が剣では、表ひよう情じようの変化など読めない。雰囲気だとは言い切れない。だが、それが違ちがうとも言い切れない……とりあえず保ほ留りゆう。

（他ほか……他に何か、おかしなところはなかった？）

　思い出そうとしても、これ以上思い出せない。レアナとフォルストーが直ちよく接せつ顔を合わせたのはこの短い時間で二回。思い出せるものは全て思い出した。それでもなにもおかしな所が見つかるという事はない。

　だが、フォルストーの何かがレアナに不ふ吉きつな予感を抱いだかせる。

（フォルストーはわたしに似にていると言った。似ているというなら、彼女の立場なら、わたしも同じ行動を取るかもしれないという事？）

　彼女の立場……イェンの元主。人間の体を捨すてて剣になっている。この基き地ちに一人でいた。

（二百年の間……一人で）

　レアナの今までの人生の十倍以上の長さをただ一人で生きる。その途と方ほうもない感覚にレアナは立ち眩くらみそうになる。なんのために？　フォルストーはこの基地から世界を見ていた。レアナを見ていたと言った。イェンとレアナが契けい約やくした事を喜んでいた。

　なんのために？

　夢ゆめの中で見た記き憶おくも掘ほり返す。思い出せる限かぎり、思い出す。意地になっていたのかもしれない。だが、レアナはフォルストーの事をより深く知りたかった。ラングスのようにレスフォール時代の謎を解ときたいのではなく、フォルストーという人間を知りたかった。

『それにね、わたし。この世界を初めて見た時、ちょっと感動しちゃったわけよ』

　イェンに向かってフォルストーは言った。

『レスフォール。わたしはこの世界が大好きなの』

　ジオストックの事じ件けんで見た夢では、レスフォールにこう語りかけていた。

（フォルストーはこの世界を個こ人じん的に愛してくれていた。だから、レスフォールたちがこの世界を去っても残っていた。あんな姿になっても……。この基地で、この世界に何かがあった時、《蛇タナトス》と戦うために……この基地で、あの人は何をするの？　あの人は何をするためにわたしたちから離はなれたの？）

　考え込むうちに、移動装置は目的の場所に辿たどり着いた。大きな円柱が気の遠くなるほど高い位置まで延び、暗くら闇やみの中に消えている。

「後はこれに乗るだけだ」

　ほっとした声でシィナが告げた。円柱の根元で扉とびらが開き、レアナたちを迎むかえ入れる。

『さいごに……』

　異い変へんが起こった直前に、フォルストーが言いかけた言葉だ。聞き逃のがした言葉があるとすれば、これだけのはずだ。

（さいご？　さいこの後はなんだったの？　最後…………最さい期ご？）

　レアナの脳のう裏りで光が閃ひらめいた。そしてそう感じた時には閉まりかけた扉の隙すき間まに体をねじ込ませていた。

「お姉ちゃん！」

「行って！」

　シィナの悲鳴が漏もれ、ラングスの伸ばした手が虚こ空くうを摑つかむのが隙間から見えた。その隙間もすぐに閉じる。扉が再び開かれる事がないのを確たしかめると、レアナは走った。フォルストーがどこにいるのかわからない。それでも走った。

（お願い、教えて！）

　自分の血の中にある記憶、レアナはそれに願って走った。
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　フォルストーは静けさの中にいた。すぐ側そばにあるはずの戦場の轟ごう音おんもここには届とどかない。基地内で特別強固に作られたこの場所では、マシン・ドライブの起こす破は壊かいの嵐あらしの余よ波ははほんのわずかな震しん動どうとしてしか、伝わってこない。

「意外に長く生きられたものね」

　感かん慨がい深く、フォルストーは呟つぶやいた。彼女の背はい後ごにはこの空間の中央があり、台だい座ざが置かれている。その上にはラングスほどの高さのある肌はだ色いろの楕だ円えん球が鎮ちん座ざしていた。

《卵オヴン》だ。

　一ひと際きわ大きなそれは厳げん重じゆうな思念防ぼう御ぎよの処しよ理りを施ほどこされ、ひたすら、この空間に流れ込む《混こん沌とん》を吸すい取っていた。空間の上部には《混沌》を取り入れるための穴あなが開いている。すでに《律りつ法ぽう》を操る事のできないフォルストーには《混沌》の流れを見る事もできないが、《蛇タナトス》にはさぞ美お味いしい餌えさがあるように思えるのだろう。

「とんでもなく複ふく雑ざつ化かした高位次元知ち性せい体たいが恐おそれるのが、単たん純じゆんな獣けものの食しよく欲よく……世の中ってのはなんて面おも白しろくできているのかしらね」

　肉食動物が草食動物を食らうように、《混沌》で育つ世界を、《蛇タナトス》が食らう。この世界を内包するより大きな世界を支し配はいする法ほう則そくがこの世界、フォルストーの育った世界と何一つ変わっていない。

　それでも、フォルストーの育った世界と、この世界は違う。

　だから面白いと思うし、この世界を特別に愛いとしく思う。

「まったく……」

　背後からの音に、フォルストーはため息を零こぼした。本当に息が零れるわけではないが、零したい気分だった。

（もしかしたらわたしは、とんだ厄やつ介かい者ものだったのかもしれないわね）

　過か去こを振ふり返ってそんな気分になり、視し線せんを背後に向ける。

「人の言う事を聞けないのかしら？」

　レアナがいる。必死に走ってきたのだろう、息が荒あらく、肩かたが上下していた。上気した頰ほおの上にある瞳ひとみは、まっすぐにフォルストーを見つめている。

「死ぬつもりなんですね？」

　真正面からの言葉に、フォルストーは心の中で笑えみを作った。レアナには沈ちん黙もくと受け止められたかもしれない。

　どちらにしろ沈黙は肯こう定ていの証あかし。ここまで来て、否ひ定ていするつもりはなかった。

「どうして、ですか？」

「一つには、わたしが《蛇タナトス》を滅ほろぼす爆ばく弾だんだから。この、夜殻素材マテリアルナイトの中ちゆう枢すうにレスフォールが手ずから作った炎滅弾メギドブリツトが込こめられている。撃げき鉄てつを下ろせるのはわたしだけ」

「そんな……」
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　愕がく然ぜんとするレアナに、フォルストーは優やさしく語りかけた。

「もう一つは、放ほうっておいてもわたしの寿じゆ命みようがそれほど長くはないからよ。ステューピッドによって、わたしの寿命はギリギリまで削けずられていた。あのままなら……たとえあの時助かっていたにしても、戦いが終わった後にすぐに死んでしまっていた。無機の情報集積体この体になっていたとしても、それほど変わりはなかった。ここまで生きていられたのは、こうなる条じよう件けんと引き換かえに、レスフォールに延えん命めい措そ置ちを頼たのんだからよ」

「そんな！　そんなのって！」

　フォルストーの話に、レアナは憤いきどおった。レスフォールの非ひ情じようさに腹はらを立てたというところだろう。その率そつ直ちよくさはフォルストーの中にはない。いや、あったのかもしれないが、ひねくれてしまった。

　それでもフォルストーはレアナが似にていると思う。面おもてに現あらわれる性せい格かくの事ではない。生きる事への姿し勢せいが似ている。納なつ得とくできないのなら、納得するため、自分の意志を押おし通すために前へ出ようとする。その姿勢が良く似ている。

　だから、わかってくれるはずだ。

「それは怒おこるところではないわよ。レアナ」

「でも！」

「レスフォール神様がなにもかも奇き跡せきでよくしてくれる。……そんな世の中に、生に価か値ちなんてないわ。生き物は自らの命の限かぎりに生きるから意味がある。わたしは、わたしの命を戦いのために惜おしげもなく投げ出した。死ぬべき魂たましいが二百年以上もここにある。それはおかしな話でしょう？　ここにあるわたしは未練の結けつ晶しよう。そしてその未練ももうない。ならばきれいさっぱり、華はな々ばなしく散って見せるのがせめてもの……そうじゃないかしら？」

「…………」

　言うべき言葉が見つからない。納得できるが、納得したくない……レアナはそういう顔をしている。

「それ以上、止める事は許ゆるさないわよ。それは子こ供どもの我わが儘ままだわ」

　機先を制せいしたフォルストーの言葉にレアナは泣きそうな顔をした。それが可愛かわいくて、フォルストーは心の中で笑みを浮うかべる。頭を撫なでてやれない今の体が、少し恨うらめしかった。

　可愛い末す裔えとは呼よんだが……まさか自分が子持ちになるとは思わなかった。もちろん、本当の子供ではない。子し孫そんと呼ぶ方が正しいのだろうし、その子孫とて、生物として正しい生せい殖しよく行こう為いで生まれたわけではない。《蛇タナトス》を外がい殻かく上へ追い払はらった時、レスフォールが施した隠いん蔽ぺい工作の際さいに、現げん地ち人じんの幾いく人にんかにフォルストーの遺い伝でん子し情報を混まぜってもらったのだ。

　それでもレアナが、自分の遺伝子情報がこの世界に生きている。それが嬉うれしい。

「悲しむ事はないわ、レアナ。わたしは十分に生きた。本当なら見る事もできなかった、再さい生せいされたこの世界を見る事ができた。わたしの未練ていうのはこれよ」

　思い出す。フォルストーは脳のう裏りに、この世界に初めて訪おとずれた時の光景を思い浮かべた。緑広がる平原に、頂ちよう点てんに雪を残した峻しゆん厳げんな山脈。文化レベルはひどく低いが、どこか懐なつかしさのようなものを感じさせる自然の建材を使った建物たち。

「生まれた時にはすでに人工の世界にいたわたしには、この世界は眩まぶしすぎた。一目で好きになったわ。だからこそ、それを荒あらす《蛇タナトス》が許せなかった。そして未練ももうない。後こう悔かいもない。生き物っていうのは放っておいたってどうせ死ぬ。わたしはわたしの生を価値あるものとして終わらせたい」

　全身を震ふるわせて沈ちん黙もくしていたレアナが恐おそる恐る訊たずねてきた。おそらく、ずっと誰だれかに問いたかったのだろう。だが、問うたところでその答えを知る者はいないに違いない。イェンは知るはずもない。必要である事は知っていても、どうして必要となったのかは知らなかったはずだ。なぜならイェンが生まれた時には、すでに世界は戦場だったのだから。

「どうして、レスフォールはやってきたのですか？　わたしたちを、この世界を助けて……」

「そう難しく考える必要なんてないのよ。たぶん、あなたがレスフォールの立場ならこの世界を見み捨すてたりはしなかったでしょう？　簡かん単たんな理り屈くつ……赤ん坊や子供を見捨てる大人は、そういないはずでしょう？」

　フォルストーの言葉にレアナは息を吞んだ。そしてフォルストーの気持ちもまた同じだ。

　この世界を、そしてこの世界で生きる自分の末まつ裔えいたちを、見捨てるなんてできない。

「わたしは……どうしたら？」

　潤うるむ瞳ひとみから涙が一いつ滴てき、頰ほおを撫なで落ちていく。無力感の涙だ。身を切られるような辛つらさをレアナが感じているのを、フォルストーは悟さとった。どうにかしたい。そう思って前へ前へと進んでいく。それはフォルストーと同じだ。だからこそ、今のこのどうしようもない状況にレアナが打ちのめされているのが、フォルストーにはわかった。

「生きなさい。この世界で、思うが儘ままに。だから今は……」

　爆音が会話の邪じや魔まをした。

「逃にげなさい！」

　扉とびらを打ち破やぶり現れたメラムプスを見て、フォルストーは叫さけんだ。叫ぶと同時に、切っ先をメラムプスへ向けて突とつ進しんする。夜殻素材マテリアルナイトの剣けんは蒼そう闇あんの残ざん像ぞうを引いてメラムプスの胸むねに迫せまった。




　空間に響ひびき渡わたる乾かわいた音に、レアナは思わず目を閉とじた。

　レアナは言葉に従したがいたかった、従おうとしていた。

　しかし、足が動かなかった。

「……やっとか」

　うめくように聞こえた声に、レアナは心しん臓ぞうを、精せい神しんを摑つかまれた。メラムプスは赤あか紫むらさき色いろに血走った目を、レアナに向けていた。レアナの背はい後ごにある巨きよ大だいな《卵オヴン》に向けていた。視線の通つう過か線せん上にいたレアナは、自分の体をすり抜ぬけていった視線の力にとらわれてしまった。

　そこに込められていたのは狂きよう暴ぼうなまでの飢き餓が。内ない臓ぞうを全すべて失ってしまったかのような空くう洞どうの感かん触しよくに、レアナの足は凍こおり付いてしまった。

　フォルストー……夜殻素材マテリアルナイトの剣は壁かべに突つき立っていた。メラムプスは咄とつ嗟さに避よけ、片かた腕うでを粉ふん砕さいされたにとどまった。そしてその腕も、飛び散った肉が慣かん性せいや重力を無視してメラムプスの腕に集つどい、三歩進む内に再生してしまった。

「《私》の勝ちだ」

　獲え物ものににじり寄よる獣けものは、いまにも涎よだれを垂たらさんばかりに口を広げレアナに近づいていった。口内にこもっている闇が、レアナには底なしに思えた。飲み込まれた時、どことも知れない場所へと運ばれる……恐きよう怖ふが想像を呼び、想像が恐怖を膨ぼう張ちようさせる。悪あく循じゆん環かんに囚とらわれているのはレアナにもわかっている。逃げなければ……手を腰こしのポーチに伸のばそうとする。震ふるえる指に力を込める。符ふをつかみ、放て！　だが、動いてはくれない。精神がまだ恐怖を感じているだけマシだと、レアナは思った。強大な存そん在ざいの放つ想像を絶ぜつした飢餓感に、レアナはまた、メラムプスに食われ、その腹に、底なしの闇に落ちていく想像に足をつかまれた。

　金かな縛しばりを解といたのは、二つの澄すんだ音。

「ぐっ！」

　メラムプスが唸うなった。二振ふりの剣が肩かたから突き刺ささり、メラムプスの体を床ゆかに縫ぬいとめる。

　頭上から、何かが墜つい落らくしてきた。

「きゃあ！」

　衝しよう撃げき波はがレアナの体を浮かせ、《卵オヴン》の後方まで吹ふき飛ばされる。全身を叩たたいた痛いたみがレアナを我われに返した。

　むっとする熱気が、起き上がったレアナの顔を撫でる。

　メラムプスの進路を遮さえぎった新たな人物は、その両手から新たな剣を生み出した。紐ひもが解ほどけて乱みだれた銀ぎん髪ぱつが、熱気の起こす上じよう昇しよう気流に乗って宙ちゆうをゆらぐ。

　その背せ中なかをレアナは知っていた。

「イェン！」

　レアナの上げた驚おどろきの声を、その広い背中は黙だまって受け止めた。




　　　　†




　こうなっているのではないか……そういう予感がイェンの中にあった。基き地ちの状じよう況きようなどまったくわからなかったが、それでもお嬢じよう様さまならばこうするのではないか？　そう思っていた。

　予想通りになどなって欲ほしくはなかったのだが……

「お嬢様……」

　背後を見ずにイェンは苦い声をレアナに向けた。メラムプスにもう少し冷静な判はん断だん力りよくがあれば、声に反はん比ぴ例れいした顔を怪け訝げんに思っただろう。

「お下がりください」

　表ひよう情じようを引き締しめると、イェンはメラムプスに意い識しきを集中させた。双そう剣けんを持ち上げ、殺意をメラムプスに収しゆう束そくさせる。

　餌えさをまさしく目前にしての邪魔者に、メラムプスの顔は憎ぞう悪おでどす黒く染まった。

「邪魔を！」

「これで終わりですよ」

　メラムプスは叫んだが、光こう条じようを放つ事はなかった。イェンの背後には《卵オヴン》がある。餌を破は壊かいするわけにはいかない。剣を抜いて、イェンに襲おそいかかった。

　上じよう段だんから振り下ろされた斬ざん撃げきを双剣で受け止め、流す。メラムプスの剣は床に突き立ち、動きが止まった瞬しゆん間かんにイェンの指から放たれた衝撃波が肘ひじを砕くだき、双剣がメラムプスの全身を切り刻きざむ。

　カーニルでの戦いに酷こく似じした流れで、死し闘とうは開始された。

　切り刻まれたメラムプスは全身を変化させた。肉にく縄なわの応おう用ようだ。自らの体の扱あつかいに熟じゆく練れんしたメラムプスは全身を網あみのように変化させ、その先せん端たんを刃やいばに変える。

　多方向から次々と迫る刃をイェンは双剣で受け止め、流し、身をひねり、跳ちよう躍やくして躱かわした。

　メラムプスの変化は止まらない。上空へと逃げたイェンに光条の連れん射しやが襲いかかった。《卵オヴン》に被ひ害がいが及およばないとなれば、メラムプスは遠えん慮りよしない。壁に足をつけて疾しつ走そうするイェンを光条の雨が追い立てる。

「イェン！」

　いきなり投げかけられた声に、イェンは驚いて視し線せんを向けた。その声はレアナのものではなく、レアナとはまったく違ちがう場所から発せられた。

　声の発せられた場所を見る。

「な、まさか……」

　そこには遠い過か去この記き憶おくを喚かん起きさせる、蒼そう闇あんの剣けんが突き刺さっていた。

「夜殻素材マテリアルナイト？　まさか！」

「イェン！　わたしを取りなさい！」

「フォルストー！」

　イェンは声を上げ、剣の前に着地する。壁かべに深く突つき立った剣を一息に抜ぬくと、再ふたたび跳躍して光条を避よけた。

「ああもう……まったく！　ことごとく予定と違うわね！」

「フォルストー、なぜ？」

　苛いら立だたしげに怒ど鳴なる剣に、イェンは呆ぼう然ぜんと問いかけた。あの時……レスフォール時代の最後の戦いで夜殻素材マテリアルナイトの剣となったフォルストーは命尽つきて、この剣だけとなったはずだ。

　その剣も、レスフォールに取り上げられた。

　それなのになぜいま、ここに剣があり、そしてフォルストーは喋しやべっているのだ？

「いつまでも甘あまえられても困こまるからよ」

「！　そんな理由で……」

　光条がすぐ近くに突き刺さる。破壊された壁材に紛まぎれて、宙へと連続跳躍した。

「どんな理由だろうと、わたしの都合でしょうが！」

「なんて言い種ぐさだ！」

「がたがた言ってないで、さっさとわたしであいつを刺しなさい。それで決け着りがつくんだから」

「……どういうことです？」

「説明している暇ひまなんて……イェン！」

　フォルストーの硬かたい声に、イェンは方向を転じた。メラムプスがこちらへの攻こう撃げきを中止して《卵オヴン》に近寄ろうとしている。

　囮おとりだとわかっていても、そう簡かん単たんに食わせるわけにはいかない。ここでメラムプスに全力など出されては、近くにいるレアナが無事で済すむはずがないのだ。

　網の目のように放たれる光条の隙すき間まを抜いて、イェンはメラムプスに迫せまり、蒼闇の剣を振ふり下ろす。人型に戻もどりがけていたメラムプスはその一撃を剣で受け止めようとした。

　剣同士の食い合いが火花を散らせる。

　剣と剣の戦いは一瞬で勝敗を決した。

　大気の塊かたまりを大岩で破は裂れつさせたかのような重く鈍にぶく、そしてどこか澄すんだ……表ひよう現げん不ふ能のうの複ふく雑ざつ怪かい奇きな音をさせてメラムプスの剣が折れる。破壊の余よ波はが折れ飛んだ剣身を落下までに粉々の破は片へんに変え、蒼闘の剣はメラムプスの肉体に食くらいつき、嚙かみ潰つぶす。

　肺はいを押おし潰したような音をさせて、メラムプスが喉のどから空気を吐はき出した。かつてイェンの窮きゆう地ちをすくった夜殻素材マテリアルナイトの剣は、その時の威い力りよくをまったく損そこなわず、メラムプスに叩たたき付けられた。

　だが、夜殻素材マテリアルナイトの剣は重い。かつてはそれが世界の重さだと感じたイェンだが、今はその重さがイェンの速度を削けずった。

　粘ねん度ど細工が破裂したような、前ぜん衛えい的過すぎる奇怪なオブジェと化したメラムプスが殺意の視線を光らせる。

　イェンの感覚が事象を先取りした。体の数すう箇か所しよに熱を感じ、後こう退たいする。眼がん前ぜんで閃ひらめいた光条の雨が視覚を焼く。何も見えないままイェンは跳躍、すんでで直撃はさけたが、駆かけ巡めぐる破壊の光こう牙がが皮ひ膚ふを削り取っていった。

「この……大バカヤロウ！」

　宙ちゆうに舞まい上がり、視覚を回かい復ふくさせたイェンを待っていたのはフォルストーの盛せい大だいな罵ば声せいだった。

「なんでわたしをあのままにしない！　それで決け着りがついた。あんたはそのまま、レアナを連れて脱だつ出しゆつすればいいのよ！」

「やはり、そういうお考えでしたか……」

　額ひたいに皺しわを浮うかべて、イェンは手の中の剣を見つめた。フォルストーの言葉を聞いた時、どこか頭に引っかかるものがあったのだ。それ以前にカーニルでドラグ・ヘッドたちがあんな行動自爆を取らなければ、気がつかなかったかもしれない。

「わたしに、あなたを二度見殺しにしろと？　そう言うのですか？　血ち迷まよわないでください！」

　イェンの叫さけびが大気を切った。血を吐くような痛いたみを伴ともなった言葉の刃をフォルストーに突き立てる。

　だが、夜殻素材マテリアルナイトの女はその言葉を冷たく撥はね返した。

「血迷っているのはあなたよ、イェン。わたしを見てのぼせあがっているような暇が、今どこにあるっていうの？」

「のぼせあがるなど……」

「あなたの今の主は誰だれか!?」

　鋭するどい言葉に、イェンは反はん論ろんを飲み込こんだ。

「契けい約やくが解かい除じよされた事は知っている。あなたは今、自由を得ている。だけれど、忘わすれてはいけない事は、あなたが今、守りたいと思うものがどこにあるか、それでしょう？」

　イェンの視し線せんの先にはレアナがいた。彼女は身動き一つせず、飛ひ翔しようするイェンを見ようと目を凝こらしている。その姿すがたが、視線をそらしてなお目にこびり付いて離はなれない。

「なら、わたしはあなたとお嬢じよう様さま、両方を……」

「甘あまえた事を言うな！」

　フォルストーの怒ど声せいはイェンの心を叩いた。

「いつまでなにも知らない子こ供どものままでいるというの？　ふざけた事を言うのもたいがいにしなさい！」

「しかしフォルストー。私は……」

　言葉にならない想おもいに、イェンはもどかしく言葉を切った。そのもどかしさはフォルストーにも通じたようだ。彼女は優やさしくイェンに語りかけた。

「イェン、あなたにあの特とく異い体たいは倒たおせない。それはもう十分に戦ったあなた自身がわかっている事でしょう」

　辛つらい現実を押し付けられて、イェンは何も言えない。だからこそ、イェンはここに来るまでカーニルで散った同どう胞ほうたちと同じ方法を取る事を考え続けていた。

「ここであれを倒さなければ、外がい殻かく上での戦いも無む駄だになる。メラムプスがこの世界の雛ひなを見つけてしまえば、それこそ散っていった多くの同胞たちの命が無駄になる。命を削ったわたしの願いが無駄になる。矛む盾じゆんの苦しみに耐え続けた、あなたの行こう為いそのものが無駄になる。……すでに消えたはずの幻影わたしを見たからといって、血迷った判はん断だんなんかするものじゃない」

「フォルストー」

「そしてなにより、あの子を悲しませる結果を、わたしは生み出したくはない」

「…………」

「さあ、イェン・シェンカー。わたしを大事に思ってくれるのなら、かつてあなたに渡わたした遺ゆい言ごんを守って。それは、あなたの想いと合がつ致ちしているはずでしょう？」

「あなたは……ひどい人だ」

「その話は、もう前にしたわ」




　乱みだれ打たれる光こう条じようを連続跳躍で躱かわし続けていたイェンは、再ふたたびメラムプスとの距きよ離りを詰つめた。

「小こ癪しやくなんだよ、貴き様さまら！」

　メラムプスが吠ほえる。イェンは突つき放たれた剣を上体をそらして躱す。黒い旋せん風ぷうを引き連れて、イェンは回転して夜殻素材マテリアルナイトの剣でメラムプスの胴どう体たいを薙ないだ。切り離された上半身は重力につかまれて傾かしいだが、すぐに切断面の肉が伸のび、再さい生せいが行われる。メラムプスの左ひだり腕うでが銃じゆう剣けんに変わる。銃口がこちらに向くよりも早く、イェンの手の《マキナ》から剣が飛び出し、銃口に突き立った。

　剣をそのまま振り上げる。先ほどの斬ざん線せんに重ね合わせて振られた剣は、銃剣を爆ばく発はつさせながら飛び退すさったメラムプスの胸むねを浅く裂さいただけに終わった。

　爆発の余よ韻いんで体たい勢せいを崩くずしたままのメラムプスの懐ふところに飛び込む。夜殻素材マテリアルナイトの厚あつい剣先をメラムプスの胴体に向けて、刺し突とつの構かまえで突っ込む。

　上体を仰のけ反ぞらせた格かつ好こうのメラムプスにはイェンの刺突を躱す事はできない。そして、切られても再生すればいいという余よ裕ゆうがメラムプスに隙すきを作っていた。

　夜フ殻オ素ル材スのト剣ーをその胸に突き立てる……ただそれだけならば、イェンにとって難むずかしい事ではなかった。

（だが、それでいいのか？）

　これで全すべてが決する……そう感じた瞬しゆん間かん、剣先が鈍にぶる。

「イェン！」

　フォルストーが叫んだ。メラムプスが跳ちよう躍やくし、刺突は大気に穴あなを穿うがつだけに終わった。

「なにをしている!?」

　背はい後ごに回ったメラムプスの剣を受ける。弾はじき返し、斬きりつける。黒い斬ざん撃げきはメラムプスを再び追い込み、刺突の好機を生んだ。

　貫つらぬけ！　イェンが培つちかった戦せん闘とう技ぎ術じゆつが自然な流れで刺突を生み出す。

（いいのか！　それで？）

　問いは自然に脳のう裏りに浮き上がってくる。

「わたしはもう、望みを果たした。この基き地ちから、再生されたこの世界を見た。わたしにはもう未練はない。わたしにはもう命はない。イェン、やりなさい！」

　イェンの体を、フォルストーの叫びが押す。

　剣先がメラムプスの胸に触ふれる。半瞬の後には剣はメラムプスの胸を割わり、突き刺ささる。

『お兄さんは、レアナの執しつ事じになってくれるの？』

　耳に、レアナの言葉が甦よみがえった。

「違ちがう！」

　刺突の流れを、イェンはむりやりに押さえ込んだ。剣はメラムプスの胸にわずかに埋まっただけで止まる。

「違う違う違う違う違う！」

　剣を引き、メラムプスを衝しよう撃げき波はで突き飛ばす。狂くるったように繰くり返し叫さけぶと、イェンは夜フ殻オ素ル材スのト剣ーを放ほうり投げた。剣はレアナの足あし下もとに突き刺さる。

「イェン！　なにを……」

「私には、まだあなたにしてやれる事がある！」

　双そう剣けんを生み出すと、イェンは吹ふき飛ぶメラムプスに向けて跳躍した。

（私はまだ、この世界をフォルストーに見せていない）

　その想おもいが、イェンを突き動かした。

『お兄さんは、レアナの執事になってくれるの？』

　イェンを暗い石室から引きずり出したあの言葉。あの時に感じた喜び……フォルストーの血がこの世界に生きている。本当にただそれだけだったのか？

（違う！）

　イェンは強く否ひ定ていした。あの時感じた喜びはそれだけのものではない。フォルストーの末す裔えを見守るというイェンの役目のためだけでもない。

『レアナの執事になって』

　この言葉こそが嬉うれしかったのではないのか。ドラグ・ヘッドを前にして執事になってという……無む邪じや気きな平和さが嬉しかったのではないのか？

　カーニルでのドラグ・ヘッドたちの死に様は、そしてステューピッドは……まさしく二百年前の戦いが凝ぎよう縮しゆくされたような行こう為いだ。

　レアナの争いを憎にくむ心は、イェンにとって珠しゆ玉ぎよくの宝たからなのだ。フォルストーの取ろうとしている行為は、その争いの悪あしき面ではないのか？

　そしてカーニルで自分が覚かく悟ごした事もレアナが憎むことなのではないのか？

　そう思うと、イェンにはもう、これしか選せん択たく肢しはなかった。

「滅ほろぼしますよ、あなたを」

「なめるな！」

　切り刻きざまれたメラムプスの一部が変化する。無数の銃剣がイェンを取り囲み、光条を乱らん射しやした。連続跳躍でそれを避よける。双剣が舞まい、取り囲む銃剣の群むれを切り伏ふせる。

　その間に体の大半を退たい避ひさせたメラムプスは再生を開始……失われた肉体がうねるようにして現あらわれ、人の形に編あみこまれていく。

「…………」

　その様子を見て、イェシは眉まゆを片かた方ほう、跳はねさせた。

「滅びろ！」

　メラムプスが積極的にイェンに向かってきた。迫せまる斬撃を双剣で受け流そうとして、メラムプスが腕を自ら切り離はなす。体の流れたイェンに残った腕が叩たたきつけられた。顎あごに衝撃を受けて、イェンは床の上を滑すべる。摩ま擦さつ熱が煙けむりを上げる中、イェンは滑る体を跳ね起こした。

　その隙に、メラムプスがイェンから離れた。逆ぎやく方向に疾しつ走そうし、《卵オヴン》に向かう。

「ちっ！」

　メラムプスの動きを制せい限げんしているのはあの《卵オヴン》だ。偽にせ物ものだとばれてはならない。数瞬の遅おくれを取り戻もどさんと、イェンは全力を込めて跳躍する。

　そこで、メラムプスが足を止めた。振ふりり返ると、銃剣をこちらに向ける。

「！」

　罠わなだ。だが、気付いた時にはすでに遅おそい。

「ちぃぃぃぃぃ！」

　イェンはむりやりに体を仰のけ反ぞらせ、連続跳躍の体たい勢せいを作る。間に合わない。

　光条が放たれた。




　　　　†




「イェン！」

　光に飲み込まれるイェンを見て、レアナは悲鳴を上げた。

　メラムプスは悠ゆう然ぜんと振り返ると、こちらに……《卵オヴン》に向かって歩き始めた。

「よくも、イェンを！」

　メラムプスの視し線せんがこちらを向いていないという事もある。怒いかりがレアナを突つき動かした。

「汝なんじ、紅くれないの打ちよう擲ちやく！」

　符を放つ。《卵オヴン》の周囲に集まっていた《混こん沌とん》を使ったレアナの符ふ術じゆつは深しん紅くの火球となってメラムプスを飲み込んだ。

　しかし、メラムプスには通じていない。露つゆほども気にした様子もなく、メラムプスは歩き続ける。

「くっ！」

　レアナは諦あきらめない。イェンが諦めなかったのだ。イェンはレアナが出せなかった答えを出したのだ。その答えを無む駄だにできない……メラムプスに屈くつするなど考えてはいけない。

　さらに符をばら撒まく。レアナの生み出す符術……火球が、紫し電でんが、飛剣がメラムプスに襲いかかるが、やはり痛いた手でを与あたえているようには見えなかった。メラムプスの肌はだに刻まれた傷きずはできた瞬しゆん間かんに再さい生せいされてしまう。

　焦あせるレアナにメラムプスの視線が注がれた。その途と端たん、レアナの体が硬こう直ちよくしてしまう。メラムプスの瞳ひとみの奥おくにあるものが、またレアナを縛しばる。

（負けて……たまるものか！）

　震ふるえる指を腰こしのポーチに伸のばす。

　大気を搔かく感かん触しよくにレアナは愕がく然ぜんとした。符が切れたのだ。

　絶ぜつ望ぼうの淵ふちに追い込まれたレアナを救い上げたのは、フォルストーだった。

「レアナ、わたしを摑つかみなさい」

　フォルストーの緊きん迫ぱくした声に、レアナは意図がわからないまま従したがった。ひんやりとした感覚が掌てのひらに伝わる。

「情じよう報ほう転写」

　フォルストーの声は耳ではなく、頭に届とどいた。全身の血が振しん動どうした気がした。その後、レアナの脳のう裏りに何かが流れ込んでくる。
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　それは大量の情報だ。新たな記き憶おくが次々と刻まれていく。一瞬で数十年生きたような圧あつ縮しゆくされた感覚に、レアナは頭を搔き乱みだされた。

「寄き生せい生物が……」

　メラムプスが忌いま々いましくレアナを睨にらみつけていた。その視線がもたらす精せい神しん的な暴ぼう力りよくが情報転写を妨さまたげる。

「ちっ」

　レアナの悲鳴にフォルストーは舌した打うちした。今のこの状じよう況きようで情報転写を中ちゆう断だんする事はできない。そんな事をすれば、レアナの脳のうに重大な障しよう害がいを残す事になる。だが、メラムプスの精神的な威い圧あつが続けば、やはり同じ結果が……

「レアナさんに近づくな、この下郎が！」

　その声は頭上でした。イェンが空けた穴あなから数すう個この影かげが舞まい降おりる。影の一つが無む防ぼう備びにメラムプスに近づくとその頭を摑む。

　リオンだ。彼の義ぎ手しゆ、勝利者の腕うでが極高周波をメラムプスに叩きつける。

「離れろ！」

　野太いその声に、リオンは自分の攻こう撃げきが何の効こう果かも及およぼさなかった事に歯は嚙がみしながら飛び下がる。続くのはラングス。

「鎖くさりよ！」

　空間に朗ろう々ろうと響ひびいた声と共に、メラムプスの足あし下もとから生えた太い鎖が全身に絡からみつく。

　さらに声が続く。

「八やつ彦ひこ！　切きり彦ひこ！」

　ナギリの言葉が、ここまで彼らを運んだ二匹ひきの巨きよ犬けんを変化させる。水すい干かんを纏まとった童子となると、双ふた子ごの護ご法ほう童子は短たん剣けんを投げつけ、大刀を振り下ろした。短剣の雨が鎖の間からメラムプスに食い込み、大刀が頭部に深くめり込む。

「レアナさん！」

　悲鳴に近い声が、倒たおれかけたレアナの体を支ささえた。セレンだ。

「セ、レン……？」

　いまだ脳内に膨ぼう大だいな情報が流れ込み続けるレアナは、現げん実じつの世界を茫ぼう漠ばくとした意い識しきで見つめた。セレンが、ナギリが、リオンが、ラングスがいる。

「お姉ちゃんに手を出すな！」

　そしてシィナの声が。

　身動きをほんの一瞬邪じや魔まされたメラムプスは、そのために自分の体を覆おおう光の塊かたまりから逃にげ出す事ができなかった。光はやがて青い鉄の塊となり、太い五指がメラムプスを握にぎり締しめる。

　転てん移いしたマシン・ドライブが姿すがたを現あらわす。

　全身の装そう甲こうが剝はがれ、内部の筋きん繊せん維いを露あらわにした〝円えん卓たく騎き士し〟がメラムプスを摑み上げた。兜かぶとも破は損そんし、その素す顔がおが大気に晒さらされている。鋼はがね色いろの肌には鼻び梁りようと唇くちびるが乗り、流れる銀ぎん鎖ぐさりの髪かみに隠かくれたガラス質しつの瞳は片かた方ほう潰つぶれ、もう片方は消しよう滅めつさせるべき真の敵てきを赫あかい視線で貫つらぬいていた。

「滅ほろびろ！」

　〝円卓騎士〟の肩かたに乗ったシィナが吠ほえる。シィナの言葉に従したがって、〝円卓騎士〟の胸むねから細い光条が自らの手に、その中に摑まえたメラムプスに突き立った。

　しかし、メラムプスはすでにそこにはいなかった。

　形けい態たい変化して融ゆう解かいしていくマシン・ドライブの手の中から先んじて脱だつしたメラムプスは〝円卓騎士〟に光こう条じようを放つ。光条は〝円卓騎士〟の胸を叩たたき、貫き、装甲を失っていた巨人は火を吹ふいてその身を傾かしがせた。

　〝円卓騎士〟の肩からシィナが落ちる。ラングスの鎖が小さな体を受け止めた。

　それを満足に確かめもせず、メラムプスは《卵オヴン》に目を向ける。

　その眼がん前ぜんに、無数の鋼が待ち受けていた。

　その感覚が消えた時、レアナは自分の知らない事を知っていた。

「多少の時間稼かせぎにはなる！」

　フォルストーの声で我われに返り、セレンの支えから抜ぬけて一人で立つ。感覚が研とぎ澄すまされたように、《混こん沌とん》の流れがより明めい確かくに感じられる。符ふを介かいしなくても、より効こう率りつ的に収しゆう束そくさせる術じゆつが、変化させる術がレアナにはわかった。

　もう符はいらない……レアナは発動の咒しゆ音おんを叫さけぶ。

「汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ……破軍の飛剣！」

　レアナの言葉に従って周囲に無数の、かつてレアナが見たこともないほどの数の剣が現れた。それらの剣はレアナの指差すままに、メラムプスに向けて剣雨となって降ふり注ぐ。

　さすがにそれを、メラムプスは無む視しする事ができなかった。

「ええい！」

　飛剣の速度それ自体は、メラムプスにしてみれば止まっているのとそれほど変わらなかったろう。だが、隙すき間まなく行く手を遮さえぎる剣の数それ自体が、防ぼう壁へきとなる。

　さらに次々と術理を放つ。炎ほのおの壁かべが立ち塞ふさがり、紫し電でんの蛇へびが巻まきついた。フォルストーによって伝えられた《混沌》錬れん成せい術じゆつ……《律法》がレアナの術理を強化し、メラムプスの足を止める。

　だが、決定打には決してならない。

「邪魔を……するな！」

　メラムプスの吠え声が炎の壁を吹き飛ばし、紫電の蛇を引き千切った。暴風がレアナを叩き、レアナはセレンを抱だいて床ゆかに転がった。ナギリたちも同じ暴風に足を取られ、思うように動けない。

「そこで大人しくしていろ！　すぐに滅ぼしてくれる！」

　言い放つと、メラムプスはもはや余よ裕ゆうもなにもなく《卵オヴン》に飛びつく。

　台に鎮ちん座ざした《卵オヴン》は巨大だ。メラムプスが大きく口を開けても先せん端たんも収おさまらない。メラムプスの口が開く、顎あごが外れるほど開き、さらにとどまる事なく伸びていく。口こう腔こうが広がるほどにメラムプスの体も変化し、一つの肉にく袋ぶくろのようになった。

　その中に巨大な《卵オヴン》がすっぽりと収まる。

「今よ！」

　夜フ殻オ素ル材スのト剣ーが叫ぶ。

「汝、我が界の律法に則せよ……」

　そして《律法》を遣つかう少女の咒音……

　メラムプスはそれを見ても、なにもしてはこなかった。レアナの術理ではメラムプスを滅ぼす事はできない。メラムプスにはそれがすでにわかっている。二百年前の大戦時、レスフォールの下マ位ス模タ倣ー体ズどもが操あやつる《律法》ですら、《蛇タナトス》に対たい抗こうできなかったのだ。それよりも今は、《卵》を裏り面めん空間の腹はらに飲み込まなくては……

「断だん末まつの炎えん狼ろう！」

　その言葉の後、メラムプスの内部で異い変へんが起きた。飲み込もうとした《卵オヴン》が破は裂れつし、圧あつ力りよくがメラムプスの内部を押おしまくる。

「がっ！」

　苦鳴をもらした口からは、炎が零こぼれ出した。

「どういう……」

　混こん乱らんの中で、メラムプスはフォルストーを見た。夜フ殻オ素ル材スのト剣ー……レスフォールの被ひ造ぞう物ぶつ。レスフォール。答えはそれしかない。餌えさの分ぶん際ざいで《蛇タナトス》に逆さからう忌いま々いましい存そん在ざい。

「たばかったな！」

　炎を吐はいて、メラムプスは憎ぞう悪おと怒いかりに任まかせてレアナとフォルストーに迫せまる。

　だが、レアナもフォルストーも焦あせりはしなかった。破は壊かいの暴ぼう風ふうの圧あつ力りよくに屈くつする事はない。

　なぜならば、彼女らはこの時のために時間を稼かせぎ、そして最大の隙すきを、最大のチャンスを生み出す事に成功したのだから……

「イェン！」

　レアナとフォルストー、二人が同時に一人の名を呼よんだ。

「私のお嬢様に近寄るな！」

「！」

　振ふり返ったそこになにがあったのか、メラムプスは見る事ができなかった。それより早く、斬ざん撃げきがメラムプスを縦たてに裂さく。内部から溢あふれ出した炎がメラムプスを焼いた。二百年間《混沌》を吸すい続けた《卵オヴン》が生んだ炎はメラムプスにも耐たえることはできなかった。内部から這はい出した四し足そく獣じゆうの形をした炎がメラムプスに食くらいつく。炎の牙きばがメラムプスの肉を焼き、溶とかした。




　地上に落ちたとき、メラムプスの体は半ば失われ、残った体も溶けた蠟ろうのようになっていた。

「ぐお、お…………」

「……やはりもう、再さい生せいできませんか」

　その塊かたまりを見下ろすイェンは、淡たん々たんと呟つぶやいた。イェンの体はメラムプスの光こう条じようによって焼かれ、右みぎ腕うでが胸むねの半ばから抉えぐれ、血が零れている。直撃こそ避よけたものの、右腕の犠ぎ牲せいはやむをえないものだった。

　光条を受ける前、メラムプスの再生速度が落ちている事にイェンは気付いていた。もしかしたらと思っていたが……

「外殻上うえの戦いも終わったのですね」

　深く息を吐き、イェンは残った左腕を銃じゆう剣けんに変える。

　ゆっくりと、照しよう準じゆんをメラムプスに向けた。

「さらばです。我が敵てきよ」

　イェンの放った光条がメラムプスを焼き払はらった。

　しばし、辺りを注意深く探さぐっていたイェンだが、警けい戒かいを解とくと、もう一度、深く長い息を吐いた。

　全身にのしかかる疲ひ労ろう感は心ここ地ち良いものでなく、ただ、重苦しかった。







　エピローグ
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　地上へと出る通路を進む中、フォルストーは不平を垂たれ流した。

「あーもう！　わたしはね、もっとカッコイイ死に方がしたかったのに！　どうしてこの子たちは邪じや魔まばかりするのかしら」

「そんなものは一度で十分です」

　喚わめき散らすフォルストーを抱かかえ、イェンは額ひたいに皺しわを寄よせた。

「そもそも以前の時とて、あなたは勝手をした」

「むっかー、生意気！　イェンのくせに生意気！　鉄てつ面めん皮ぴ小こ僧ぞうがなに一人前な事言ってるわけ？　あ～むかつく！」

　喚き散らすフォルストーに渋しぶい顔をするイェン……その背せをレアナは微び笑しようを浮うかべて見つめた。両腕にはセレンとシィナが巻まきついている。背はい後ごではナギリが面おも白しろそうに声を殺して笑っていた。同じように後ろにいるリオンとラングスがどんな顔をしているのかは、わからない。〝円えん卓たく騎き士し〟をまた大破させて悄しよう然ぜんとするシィナの頭を撫なでて慰なぐさめ、前を行くイェンを見る。二人の言い合いはまだ続いていた。

　胸にかすかな痛いたみを感じないでもないが、この雰ふん囲い気きを否ひ定ていしたい気にはならなかった。

「そもそもわたしはねー……」

　そこでフォルストーの言葉が止まった。

　地上へと出たのだ。

　突つき刺ささる陽光の眩まぶしさに、レアナは目を細めた。通路を抜ぬけた場所は小高い丘おかだった。眼がん下かには牧場と森が広がっている。はるか視し界かいの先にあるのは海だろうか。

　イェンが、フォルストーを地面に刺した。

「あなたはまだ、その目でこの世界を見ていない」

　静かに、イェンが告げる。

　家か畜ちくの鳴き声が、レアナたちの耳に届とどいた。地下での騒さわぎなど地上に届いていなかったとばかりの、のどかな風景だ。違ちがう世界に来てしまったのではないかと、一いつ瞬しゆん、レアナは錯さつ覚かくにとらわれた。

　それほどに、平和な光景だった。

「長かったわね」

　ぽつりと、フォルストーが呟く。吹ふき抜ける風が緑の匂においを運んでくる。鳥のさざめきが頭上を過すぎていった。

「本当に長かったわ。……まさか、この目で見られるとは思わなかった」

「あそこで死ななくて、良かったでしょう？」

「嫌いやな奴やつ……」

　イェンの声はかすかな笑いを含ふくんでいた。

「……でも、いい顔をするようになったわね、イェン。あの仏ぶつ頂ちよう面づらの子こ供どもがこんな顔をするようになった。ああ、まったく夢ゆめのようだわ」

　フォルストーの苦い声……そして沈ちん黙もく。深さのある静せい寂じやくに、誰だれもが次の言葉を出せないでいた。命を削けずり、体を失ってまでこの世界の美しさを愛してくれたフォルストーが初めて自分の目で、自分の望んだ光景を眺ながめる。そこにどんな心しん情じようがこもっているのか。百年の戦い、そして二百年の雌し伏ふく、役目から解とき放たれたフォルストーの眺める光景……それがこれでいいのか、彼女の心は喜びで満たされているのか？　レアナは不安にさえなった。

　静寂を破やぶるのは、本人だ。

「さて、これからどうしましょうかね？」

　両りよう肩かたにのしかかった重さを投げ捨すてるような、軽い声。レアナだけでなく、背後のナギリたちもまた安あん堵どの息を吐ついたようだった。

　軽口の先せん鋒ぽうは、やはりナギリだ。

「どっか～んと世界一周でもしてみる？　休みはまだあるし」

「あら、それはいいですわね。私、ナギリさんの国に行ってみたかったんです」

「自然の美しさもいいですけど、ゴーズベックの建けん築ちく美びも悪くないですよ？」

「ゴーズベックに行くぐらいならば、儂わしはロンツォを勧すすめるな。芸げい術じゆつの都と呼よぶべきなのはあそこだ。儂の研究所もあるし……どうだろうな、フォルストー殿どの？」

「大だい却きやつ下か！」

「なぜだ!?」

　ナギリとセレンだけではない。リオンまでも声を合わせた事にラングスが狼ろう狽ばいする。

　その様子にフォルストーが声を上げて笑った。シィナは大声を上げた三人に目を丸くしていた。イェンが頰ほおを緩ゆるめているのを、レアナは横目で眺めた。

　地じ響ひびきが、全員の体を揺ゆすった。

「なに？」

　音の方向を見ると、土つち煙けむりが上がっていた。連続する爆ばく音おんに立ち昇のぼる煙柱が続き、こちらに近づいてくる。

「あ───！　レアナさ、っふぎゃああああ！」

　煙の帯を引き連れた暴ばく風ふうがレアナの前にくる直前に宙ちゆうに舞まった。勢いきおいよく転がったボールが石に当たったように、宙そら高たかく上がり、落下する。落下の衝しよう撃げきが吹き飛ばした草の葉、細かな土ど砂しやの雨が全員に降ふり注ぐ。

「みなさんご無事だったんですね～、よかったです～」

　土煙が去った後、レアナの爪つま先さきに、全身を泥どろに汚よがしたミランの顔が乗っかっていた。安堵した、ほっとした無邪気な顔を、レアナはこめかみにシコリの感じる笑えみで見下ろした。

「ええ……あなたもね」

「レ、レアナさん？　あれ？　あれれ？　みなさん、どうしたんですか？」

　底冷えのするレアナの声に戸と惑まどい、周囲を見回すミランを、ナギリたちがゆっくりと取り囲む。

「おのれは～……」

　震ふるえるナギリの肩や髪かみから千切れた草の葉や、土砂が零れ落ちる。目をギラリと輝かがやかせると、転げたままのミランを足あし蹴げにした。

「ああ、ちょっと！　やめてください～。ああ！　いやん♪　だめ～」

「ふざけんなー！」

　ゲシゲシ踏ふまれてミランが悶もだえる。「まったく……」レアナが肩から力を抜くと、リオンが背後にいた。

「困こまったドラグ・ヘッドですね」

　苦く笑しようじみた声、続くのは軽い音。後ろを見ればレアナの肩に伸のばそうとしたリオンの手を、セレンが叩たたいていた。黙だまってにらみ合う二人。

「やれやれ……」

　呆あきれるレアナをシィナが見上げていた。不安げな顔をしている事に気付いて、顔を近づける。

「どうかした？」

　深い色の瞳ひとみが、窺うかがうような上目づかいを作っている。弱気に歪ゆがむ眉まゆ毛げ、震える唇くちびるが細い声を紡つむぐ。

「お姉ちゃんだよね？」

「ん？」

「《マキナ》がなくなっても、お姉ちゃんだよね？」

　胸むねを締しめ付ける切ない問いかけに、レアナは妹を抱だきしめた。

「あたりまえよ」

　耳元で呟つぶやくと、シィナが胸に顔を埋うずめてきた。レアナは頭を撫なでてやる。




　イェンとフォルストーは、それらの光景を黙って見つめていた。

「良い子を見つけたわね」

　ポツリと呟かれた言葉に、イェンは黙って頷うなずく。フォルストーの目には、その顔はどこか誇ほこらしげに見えた。

「でも、もう主あるじじゃないわけよ。そこん所はどうなわけ？」

「……相変わらず意地の悪い」

　額ひたいに皺しわを浮うかべるイェンに、フォルストーは短く笑い声を零こぼした。

「大事な事よー。なにしろ、これからのあんたは全部自分で決めないといけないんだから」

「そうですね……」

「例えば、あの子の事をどう思っているかとか」

「…………」

　さらに顔をしかめさせたイェンを笑い、フォルストーは深く息を吐はく。

「まあ、ゆっくり考えなさいな。時間はたっぷりあるんだから」

「フォルストー？」

　こちらを見たイェンが目を見開き、顔を引きつらせた。そのイェンに無言で笑いかける。その笑みは誰にも届とどきはしないのだが、フォルストーはそれでも無言でイェンに、その背後にいるレアナたちに笑いかけた。

「でも、あまり時間をかけすぎてると、あの子がおばあちゃんになってしまうから、気をつけなさい」

「フォルストー！」

　イェンの瞳ひとみに映うつる自分──崩くずれ始めた蒼そう闇あんの剣けん──を見、フォルストーは視し覚かくを閉とじた。

「フォルストーさん！」

　レアナが駆かけ寄よってくる音が聞こえる。冷たい剣身に彼女の手が触ふれる。温かいぬくもりを想そう像ぞうしたが、それを体感する事はもうできなかった。剣身を構こう成せいする夜殻素材マテリアルナイトは崩ほう壊かいを始めており、擬ぎ似じ神しん経けい網もうもまともに働きはしない。消しよう滅めつへ向かう感覚の消失がフォルストーという自じ我がの塊かたまりを包囲していた。

「泣く事はないわ、レアナ」

「でも……こんな！」

「逝いくべきものが逝く……それは自然な事でしょう？」

「でも、さっきはこれからどうしようって！」

　今にも泣いてしまいそうな、レアナの悲ひ痛つうな叫さけびにフォルストーは少女を撫でてやりたくなった。だが、もう手はないのだ。それは二百年も前に失われた。

「わたしという名の情じよう報ほうはあなたの中で生き続ける。わたしにはそれで十分よ。基き地ちの中であなたと出会えた事、本当に嬉うれしかった。わたしの情報がこの大地に生きている。それがわかっただけで十分だった」

　そのはずなのに、あまりにレアナたちが自分を生かそうとするから、欲よくが出てしまった。未練が未練を呼よぶ。切りの良い死に際ぎわなんてものは存そん在ざいしないのだろう。

　情報転写。

「わたしの記き憶おくはあなたの脳のうの片かた隅すみで生きる。記憶のブロックの仕方はもうわかっているわね？　その封ふう印いんを解といてはだめよ。自我の合一なんて、わたしは望んでいないのだから」

「フォルストーさん……」

　レアナの泣き声を聞きながら、フォルストーは全すべての感覚を閉じた。擬似神経網はすでに限げん界かいに達しており、どちらにしろこれ以上外部と接せつ触しよくする事はできない。やがては思考する事もできなくなり、これまで先さき延のばしにしてきた死が訪おとずれるだろう。
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　うらやましかったのだ。多くの人に囲まれて生きるレアナの生が。その輪の中に入りたかったのか、それともその中心にいたかったのか。

　それとも……

「大事にしてあげなさいよ」

　その言葉がもう誰にも届かない事を承しよう知ちしながら、フォルストーは呟き……




　闇の中に身を沈しずめた。
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　気が付けば、イェン以外、レアナの周りには誰もいなかった。手の中にかすかに残る夜殻素材マテリアルナイトの粉、それすらも微び風ふうに乗って去っていってしまう。

　言いようのない哀かなしさがレアナの中にあった。関かかわりだけを見れば、ほんのわずかな時間の事でしかない。会話すらろくにできていない相手の死を、どうしてここまで引きずっているのか……レアナにも不思議だった。もてあました心の重さに引きずられるように、じっと、フォルストーが突つき刺ささっていた地面の跡あとを見つめる。

『可愛かわいい末す裔え』

　フォルストーはレアナをこう呼んでいた。

「お母様みたい……だったのかな？」

「お嬢じよう様さま」

「イェン……なに？」

　視線を上げると、イェンが膝ひざを付いていた。

　いきなりの行動にレアナは戸と惑まどう。イェンは頭こうべを垂たれたまま、続けた。

「フォルストーの事を、お気に病やまれる必要はありません」

「でも、こんな……」

「彼女は十分に生きました。そして望みを果たせました。……私は彼女にこの世界を見せる事ができた事に満足しています。そして彼女もそれ以上の事を望んでいませんでした」

「…………」

「フォルストーの事を想おもってくださるのなら、もう、そのような顔をするのはやめてください」

「……ごめんなさい」

　そうだ。より哀しいのはイェンではないか。その彼が哀しみを面おもてに出さないのなら、レアナもそうするべきだ。

「ねえ、イェンは……」

　自分の口から出た言葉に驚おどろき、レアナは口に手を当てた。イェンは頭を垂れたままで、レアナには表情がわからない。

「さて、私にもよくわかりません。ですが……」

　その後の言葉がなんだったのか、レアナが思う暇ひまもなく次の言葉をイェンは吐き出す。

「私とお嬢様の間にある契けい約やくは解かい除じよされてしまいました」

「あっ……」

「そしてその契約は、二度とできない」

「…………」

　レアナは言葉をなくした。イェンとの間にあった繫つながり、契約の《マキナ》は失われてしまった。もう、イェンを束そく縛ばくするものはない。なにをするのもイェンの自由だ。

　悪い予感が、レアナの胸むねによぎる。シィナが抱いだいていた不安をレアナは理り解かいした。酸さん欠けつになりそうな気分で、イェンの言葉を待った。

「しかし、私はお嬢様のそばにいたいと思っています」

「イェン……」

　その言葉に、レアナはほっとした。同時に熱いものを頰ほおに感じた。

「これからも、お嬢様のそばに置いてもらえるでしょうか？」

「もちろんよ！　誰も解かい雇こするなんて言ってないじゃない」

「よかった……」

　強こわ張ばっていたイェンの表情がふっと緩ゆるんだ。

「あ……」

　安あん堵どの表情。そんなイェンの顔を見るのは、初めてのような気がする。かすかに表情を緩ませる事はあっても、こんな、心から力を抜ぬいた笑えみは初めて見た。レアナはその顔に吸すい込まれるような気持ちになった。

　その雰ふん囲い気きも、長くは続かなかった。

「そうと決まれば、お屋や敷しきに戻もどりましょう。この休きゆう暇かで、習い事の予定が大きく崩くずれてしまいましたからね。ただでさえさぼっておられるのです。しばらくはそんな事はできないと思ってください」

　ピシリと言い放つイェンに、レアナは啞あ然ぜんとした。そんな事に気付かず、イェンは彼にしては珍めずらしい、晴れ晴れとした表情で空を眺ながめたりしている。

「なんだか、今の私はとてもやる気が出ているのです。ああ！　早く着き替がえたいですね。やはり私は、あの衣い装しようがとても気に入っている！」

「あの……イェン？」

　頰にあった熱いものは、とうに失うせてしまっていた。

「これからもバーミリオン家の執しつ事じとして、誠せい心しん誠意お仕えさせていただきます！」

　その言葉が、とどめだった。

（わたしより、執事でいられるかどうかが心配だったわけ!?）

　ブルブルと震ふるえる手が得物を摑つかむ。

「この……バカ──────!!」

　レアナの乗馬鞭むちが、イェンの後頭部に炸さく裂れつした。





了









　あとがき







　ドワーフにはツルハシ。雨あま木ぎシュウスケです。

　最近、仲なか間ま内うちでソード・ワールドＲＰＧ（以下ＳＷ）を始めました。久しぶりです。高校以来です。以前は文庫サイズのルールブックだったのですが、いまはでっかい完全版です。黒いです。上級ルールブックと合わせて三冊さつを開いては探してとかやらなくていいのでやりやすいです。

　テーブルトークＲＰＧは高校の時に頻ひん繁ぱんにやっていました。週末には友人の家に集まり、プレイ。ＳＷをメインにロードス島ＲＰＧにトーキョーＮＯＶＡ、Ｄ＆Ｄと央おう華か封ほう神しんはほんのちょっと。トーキョーＮＯＶＡのカードを使うやり方は意外に気に入ってたり。




　ＳＷの話です。

　現在、雨木はドワーフでやっているわけですが、その前に人間の戦士をやっていました。ですが彼はオランの地下で行われたとある冒ぼう険けんによって、心に深い傷きずを負ってしまい故郷に帰ってしまったのです（遠い目）。

　なんでしょうね、なんだかもう間違えて魔ま界かいにでも入り込んでしまったかのような冒険でした。悲しいぐらいにダイス運の偏かたよった雨木は、攻撃の時はクリティカルせず（六面ダイス二個ふって十以上でクリティカル）、ダメージぜんぜん通りません。その代わり、回かい避ひ行動の時のダイスはいい感じなのですが。

　魔術士ギルドで捕ほ獲かくされていた魔ま獣じゆうが、オランの地下へと逃げ出したのをつかまえに行くというミッションだったのですが……

　序じよ盤ばんで味方の魔法戦士が颯さつ爽そうと石化し、逃げだそうとしていると退たい路ろにバグベアードが現れ、それでもなんとか戦っていると、戦いの音に呼ばれてケルベロスがやってき、二匹ひきの怪かい獣じゆう決戦を見守っていると背はい後ごからフンババが襲おそいかかってくるという有り様（どれも高レベルモンスター）。

　プレイヤー全員が「ありえねー！」と悲ひ鳴めいを上げ、ＧＭ（ゲームマスター。シナリオを進行させる人）は全員の非難にやけになったのか、殺意を込めて怪物を襲いかからせる。

　ダイス目がやたらにいいシャーマンと、同じくクリティカル製造機と化した力自じ慢まんのシーフがいなければ、絶対に生きて帰れなかったと確信してます（当然、ミッションは失敗）。




　Ｚガンダムは前ほど頻繁ではないですが、やってます。ＰＳ２版も出てますし、気分転てん換かんには最適です。




　さて、三巻です。マテリアルナイトが三冊も出たというわけです。椋くら本もと夏か夜や様のイラストがまた拝おがめるというわけです。ちなみに雨木はまだ見てません。楽しみです（期待に満ちた目）。




　それでは四巻で再び会える事を願いつつ……

　次は雨木がＧＭらしいのでシナリオを考えないと。





雨木　シュウスケ












マテリアルナイトⅢ




少しよう女じよは蒼そう剣けんと語かたる








雨あま木ぎシしュゆウうスすケけ
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